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建築製図の自動化は、プロジェクト・

アーキテクトでさらに進化する。

建築製闘を効率化、臼1 R I}f ヒするために、数々 の独創機

能剖喜載したアフ。リケーションソフト、フ。ロジェクト・アー

キテクト。ここで作成した図商は、 一つひtつの姪建: 築喜要E  

素が l尚:士釘?弘J度なZ意E昧をbつr1インテリJ エントト. ドロ一インク〉辻t  

なり札、図而

3次元モテ〉ルレへの展開までも自5到動討抑jイ化ヒします。

完全3次元の優れた操作環境を

実現した、プロジェクトモテ'ラー。

プロシ￥クト・モデラーは、完全3次元の優れt J i 作環

境を実現した、建築モデリンクーのためのアフ。リケーンヨ

ンソフト。ηイヤーフレームt サーフェスを中心tしたモデ

リング機能/ ; t 、シンフルでしかも高速レスポンス。向精度

で大樹突なそかの作成にも大きな威力引縦し抗

これからのプレセ'ンテーションの標準、

レイ・トレーシングをいち早く採用。

モデルヒ〉ーは平而凶から立ち上げたモデルを、画而

上てさらlこ表11'; 盟かに、 fJ l 実のイメージさながらに揃き

出すアプリケーションソフト。インターグラフカ礼、ち早〈

保用した高度'..CG手法レイ・トレーシンクー民グラフィッ

クスの常識を、またひt つ新し〈しま丈

武藤工業株式会社

- カタログそ彊しよ t Hす. ハガキに希望製品由貿料 1. 求券

そお貼りのうえ下 !e住所総合企画室までご郵送ください.
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出版委員会企画「プロのノウハウ」講座シリーズ( 第 2 回)

一 建 築 設 備 の 健 康 診 断 -

開場 17 :  30 

開会18 :  00→ 閉会20 :  00 

平成元年 9 月27自体)時日

近年、情報ビルとしてホインテリジェントビ )(.，- '1 の建設がきかん

に行われており、このインテリジェントビルは建築設備の高度化を

要求しています。 このように、最近の建物の建築設備はますます複

雑化し、建築と電気、機械のすべてに精通していないと建築設備の

設計や施工が現実に行えないところまできています。

「プロのノウハウ j 講座シリーズ( 第 2 回) では、建築技術選書

く特装版 )1建築設備の健康診断」の著者、株式会社竹 中工務庖大阪

本 j苫設備 謀長の牧野茂氏を諮問iにお招きし、建物の高層 化 、大規模

化、高度化に伴って複雑化 していく や建築設備。の、健康診断砂を

する必要性、その方法についてわかりやすく解説していただきます 。

また、各建築設備のンステムを単独に、あるいは個々にみるので

はなく、電気設備を給排水衛生設備や空調設備からながめ、反対に

空調設備を電気設備の診断手法を用いて行うなど、建築設備をホ建

築設備土砂的立場から診断し、よりＧＮｦＭｩのｾｾｾ 1 . - 、建築設備の附築と、そ

の運用や保守の最適化による逆転校の削減などについても説明して

いただけます。

講師の牧野氏は、竹中工務庖で長くその道で笑紋を桁まれた第一

入者であり、わかりやすく、実務に即役立つお話が伺えます 。

多数のご参加をお待ちいたします。

( 大阪駅前第 3 ビル21 階)

30名

会 員 4 ，000円 l

Ｇ ｾｾｾｾ＠ ｾ＠ ( 消費税を含みます)

会員外 5，000円 j

※ 当日受付にていただきます。

建築技術選番 〈特装版 ) 1建築設備の健康診断」を使用

( テキスト代 l 部特価 3，700円 〔消費税含む〕にて頒布、

当日ご持参の方は不要です)

はがきか F A X または電話にて、氏名 ・勤務先名( 学校

名) ・連絡電話番号 ・参加証送付先及ひ色所在地 ・郵便番号

・会員、会員外の種別及び催し名称、 (1建築設備の健康診

断J ) を本会卒業課までご連絡下さい。申込締切日 9 月

20 日附。定貝超過の場合は抽せんにて決定の上、参加証

をお送りいたします 。

日本建築協会事業謀: 干 530 大阪市北 区梅田 1 - 1  - 3  

- 2100 ( 大阪駅前第 3 ビル21階) T E L 06- 348- 0633 

F AX06- 348- 0634  

( 株式会社竹中工務庖大阪本盾設備課長)

定 員

受 講 料

込

テキスト

日本建築協会・ラウンジ
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牧 野 茂 ( まきの

1939年 生 ま れ る 。

1962年 関東学院大学工学部建築学科卒業

I"J 年 抹式会社竹中工務， ｛ｬｾ 大阪本庖入社、現紅にいたる 。

っとむ) 氏 略 歴

田建築設備のできるまで

国建築設備の健康診断

回建築設備とは

囚ｾｉｬ気設備の診断

国空調設備の診断 l ー冷熱源設備の診断

固空調設備の診断 2 ー配管系機能診断

田空調設備の診断 Ｓ Ｍ ｾ 調器の診断

図空調設備の診断 4 一小型空調器の診断

固これからのピル管理設備

回 故障予知と異常監視法

回配管腐食の iJll J定

一管|人j 水腐食速度の iJllJ 定

回 資 料 編 l

回 資 料 編 2

日資料編 3

健康診断にあた っての基礎資料

B  51同11 ，160 貞 ( カラー48頁)

建築陵情の健康診断
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一 一 一 日本建築協会会告

‘ 大阪市立科学館見学会

中 之 島 西 部 地 区 文 化 ゾ ー ン ( 大 阪 大 学 移 転 跡 地 ) に 大 阪 市 立 科 学

館 が 完 成 し ま し た 。 こ れ は 関 西 電 力 の 出 資 に よ り 、 今 ま で 四 ツ 絡 に

あ っ た 電 気 科 学 館 が 閉 館 さ れ 、 新 し く 生 ま れ 変 わ っ た も の で す 。 10

月 上 旬 の オ ー プ ン を 自 の 前 に し て お 忙 し い 時 期 で は あ り ま す が 、 関

係 各 位 の ご 配 慮 に よ り 見 学 会 が 実 現 し た も の で す 。 ぜ ひ こ の 機 会 に

ご 見 学 下 さ い 。

日 時 9 月 26 日( 刈 集 合 13: 3 0 - 解散 16 ・00

*  
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集 合 場 所 現 地 正 面 ( 北 1sIJ ) 玄 関 ( 大 阪 市 北 区 中 之 島 4 - 2 )  

* 地 下 鉄 「肥 後 僑 駅」 下 iド 西 へ 徒 歩 約 8 分

定 員 50名

参 加 費 会 員 500円 、 一 般 1，000円 ( 含 、 消 費 税 )

.  この建物は、大阪市市

制 100 周年事業として建設された「エネルギ

への理解と科学技術の啓発」に資するための施設であり、

将来、中之島西部地区再開発4構想における「文化ゾーン」に位置す

る。建物外観は大阪の新しいランドマ クとしてふさわしい「未来 宇宙J

をイメ ジしたデザインとし、南・北面の大きなカーテンウオールにより外部広

場との融合を図っている。

建物内部は、高さ 30mの大きなアトリウムを中心にそれぞれ独立して立 った円形のプ

ラ ネ タ リ ウ ム と 馬 蹄 形 の 展 示 ス ペ ー ス 頂部ドーナツ状の展示スペースて僧成されてい

る。展示スペ スは約 3，200m' を有し . ア トリウムに配したシースルーエレベーターと、大空

間を横ぎるエスカレーターにより、来官官者の回遊に連続性をもたせている。プラ ネタリウムには

直径26. 5mの世界最大級のド ームを 設け. 全天周映像む併せて上映される。この胞設が市街地にお

ける市長の憩いの場として殺しまれるものと期待している 。( 関西電力)
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.  中之島は、御堂筋と並んで最もプレステージの高い都心業務地区を形成する地区であり. ホの都・対反を

代表する街の景観を形成している創玄でもある。対反市立科学館の建つ中之島の西部組玄は一部を除いて必ず

しも都心に相応しし、利用がなされているとは言い善也、状況であり、対反市においてむ中之島地区再開発調査

委員会を設置し、各種の検討が続けられれ、る。対反市立科学舘は、これらの答申日昔まえた中之島再開

発の第一号であり、文化ゾ ンとして位置づけられた中之島 4 丁目 ( 対反大学移転跡地) のt勿在設のう

ちのーっとして計画されfこ。

建築計画においては、 JII 岸のオープンスペースの硝呆に最も留意している。開放的な広場を創るた

めに地主主を防i砂是のレベルまで抗上げし 、その下部を利用して地下駐車場を設け士こ。建築はオープ

ンスペ ス硝呆のために所要機能の積層借成としたが、広場の天空率確保のために角のなL 、形

態とし、かつ中央部を両面、透明ガラスカーテンウオールのアトリウムとすることにより、

建物の反対偶IJ の景色が透けて見える4あ置としている。

C A Dにより建物の全+ 構成エレメントの形状およひ取付位置を数値化してお

り‘ 製品取付位置の墨出しに、コンビュ タ一連動の光 ｊ 皮 ［ｾｉｊ 量を係

用することによリ 、最先端の施工精度が実現されている。

(環境開発研究所)

申 込 方 法 ノ、ガキ、 F AX、 電話 で 9 月 18 日( mま で に 、 日 本 建 築 協 会 事 業 課 へ お 申 込

み く だ さ い 。 催 し 名 ( 大 阪 市 立 科 学 館 凡 学 会 ) 、 氏 名 、 会 A ・一 般 の別、

勤 務 先 、 参 加 証 送 付 先 、 電 話 番 号 を お 知 らせ 願 い ま す 。

所イ1: J也大阪市北区 '1' 之h，¥4 - 2  

芯，ｾ 1監修 ・監理 |期尚1ft カ

$:  計環境開発研究所

施 工 竹 中 ・大林・ 渇 池 袋

向 J V  

敷地面償 16.086. 75m'  

主I ! 築面憤 3.165. 78m'  

延! 正而械 8. 920. 79m'  

情造規t}i S R ( 一部 S ) 、8 1、4 F、

PH3 

外装{ j 上 3 丁掛舷器タイル( PC

版打込み)

.名
I龍 3181拡

ごE JPI 1988年 1 )-j - 1989年 8 月

日 本 建 築 協 会 事 業 課 〒530 大 阪 市 北 区 悔 田 1 - 1 大 阪 駅 前 第 3 ビ ル21階

F AX  0 6 - 3 4 8 ー 0634 fi '  06 - 348 - 0633 

* 追 っ て 参加 証 を お 送 り し ま す 。 な お 申 込 者 多 数 の 場 令 は 1HI i i ! l にて決定します 。



日 本建 築協 会 会 告 一一一一一

4 宝塚造形芸術大学見学会

20世 紀の 包 匠 ル ・コルビュジエの弟チであり、現在ル ・コルビユ

ジエ財同理事長であるフランスの建築家アンドレ ・ヴォジャンスキ

ーの原設計による宝塚造形芸術大学が、 2 年 前 に 宝 塚 芸 雀 丘 の 山 腹

に姿を筑しました 。 日本11111 の協同設計は、長谷川紘氏がJ l l 当、幾度

にもわたる国際的な打ち合わせが重ねられて完成されました 。

眺望の索時らしい南斜面のランドスケーピングと、コンクリート

打ち放しにカラ フルな原色の取り 扱 いは 日ノド離れした独特な対観

を呈示しています 。

当日は、日本側設計者の長谷川紘氏に設計コンセプトの説 IYI と、

今 後 地}JII が予怨される海外，建築家との協同設計の先駆けとしての tt

A な体験談などをお聞きし、見学します 。

また、同大学においてちょうどル ・ コルビュジエ展を ｉｾｦｬ Hii Iドです

ので 、合わせ てご観覧し、ただきます 。

宝塚造形芸術大学建築概要

所在地兵庫県宝塚市切畑長尾山2- 1658

設計アンドレ ・ウ" ;rジ ャンスキー

長谷川紘都市 ・建築研究室

施 工 奥 村 組

敷地面積 94 ，607. 0m'

建築面積 6，934. 6m

延床面積 8，197.6m'

椛造規模 R  C ( 一部 S R  C ) ‘ 6  F  

設計期間 1979年 5 月- 1985年12月

工事期間 1985年 5 月- 1987年3 月

日 時 9 月30 日u:l 13 :  0 0 - 15  :  00 

集 合 場 所 現 地 宝 塚 造 形 芸 術 大 学MMCホール

(兵w県 宝 塚市切畑長尾山 2 - 1658)  

* 阪急宝塚線 「雲雀丘花屋敷駅 J ( 梅 田 駅 か ら 急 行 で 約25

分) 下 '11、駅前から阪急パス愛宕原コ、ルフ場行 ( 11 : 30 、

12: 00、 12 : 30発 ) r 長尾台 J( 約 5 分) 下車すぐ

講 師 長 谷 川 紘/ 長 谷 川紘都市 ・建 築 研 究 室 所 長

宝塚 造 形芸 術 大 学助 教 授

定 員 100名

参 加 費 会只 1，000問 、 一 般 1 ，500円

( 含 、 ル ・コルビユジエ展観覧料 、消費税 )

* 当日、受付にていただきます。

. ル ・コル ビュ ジエ展

長 谷 川 紘

1942年機浜生まれ

1965年東京大学建築学科卒業

1965- 74年鬼頭梓建築設計事務所勤務

1974年長谷川紘都市建築研究室設立

1987年宝塚造形芸術大学助教授

主な作品

関西女子美術短期大学第 4 ・5 矧 ( 19

77年、 1980年) 日野市立高幡図書館

( 1980年、第 l 回日本図書館協会建築賞、

r1憂秀賞 J 受賞 ・1985年)

ル ・コルピユジエ( 1887- ＱＹＶＵ Ｉ が残した絵画 、彫 刻 、 ｾｪ 昔 、 建築

図面 、建築デッサン ‘ 模型 、タピストリーなど約 250 点が展示され

ます。

日 時 9 月10 B  ( 日) ー 10月228 ( 日) ただし月曜日は休館

10 : 00- 17 : 00 ( 入官官は 16 : 30まで)

観覧料 般 1，0∞肉、団体 800円

主 催 宝塚造形芸術大学、日本建築学会ル ・コルビュジエ展実行

委員会、ル ・コルビユジエ財団、毎日新聞社

申込方 法 ハガキ、 F A X 、屯話で、 9 月22 日制までに、日本建築協会事業課へお

F!-I 込みください 。催し名 ( 宝塚 造 形芸 術大 学 見 学会) 、氏名、会員 ・一 般

の別 、 勤 務先、参加託送付先、屯話番号をお知らせ惚lいます 。

日本 建 築 協 会 干530 大阪市北区梅 田 1 一 1 - 3 - 2 1 0 0

F A X  06- 348- 0634  T E L  06- 348- 0633 

※ 追 って参加証をお送りします。 なお申込者多数の場合は tlli i 1 l l にて決定します 。
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いま 関西はおもしろい

- 168時間都市へのアブローチ-

日 時 1989年 9 月19日 (火) 開 場 18 :  00 開 会 18 :  30→ 閉 会20 :  30 

会 場 大 阪 府 立 文 化 情 報 セ ン タ ー ・ 多 目 的 ホ ー ル

( 大 阪 市 北 区 中 之 島 3- 2- 18 住 友 中 之 島 ビ ル 5F  TEL06- 444ー 1011 )  

講 師 加 藤 晃 規 氏 ( 建 築 家 ・ 大 阪 大 学 工 学 部 環 境 工 学 科 助 手 )

定 員 100名

会 費 会 員 1，000円 、 会 員 外 1，500円 ( 学 生 : 会 員 800円 、 会 員 外 1，200円 )

〔消費税を含みます〕

21世紀へ向けて、私たちは w都市の時代η を迎えようとし ていま

す。 こうした時代の流れの中で、私たちの住む関西はダイナ ミ y ク

今回はマクロな見地か ら、最新の C G技術や特娠を駆使して、大

阪ベイエリアを中心に関西圏 の21世紀像 を克明に揃き上げたビデオ

に変貌しようとしています。

次代を担う私たちにと って川、ま関西ではどのような変化が起き

ょうとしているのか砂非常に興味深いことです。

そこで、 21世紀の関西の未来像を、 i僚々な角度から継続して tl:ilり

下げていくシリーズを企画いたしました 。

IThe  KANSAI  21J( 59分 ) を上映し、その制作委員会座長をつとめ

られた加藤晃規氏を講師に迎え、 、168 時間者11市へのアプローチかと

いう新しい切り口から、関西の未来像についてお話しいただきます。

「いま関西はおもし ろい」、「なぜ関西がおもしろいか」を皆様とと

もに考えてみたいと思います。ふ るってご参加l下さい 。

※ rT he  K A NS A f  21 J のビデオは 、株式会社映像館のご厚意によ りご提供いただき ました。

リんくうタウンと関 西国 際空港 明石海峡大橋 テクノポー ト大阪
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大阪大学工学部環境 工学科助手

工学博士 ・建築家

1946年愛知県生まれ

京都大学大学院 ・建築学専攻・博士課程中退

フィレ ンツ工大学

G . デカルロ 事務所( ミラノ)

黒川紀章建築都市設計事務所

を経て 1978年より現職

建築 ・都市デザイ ンを 専攻し、

都市広場の比較研究に従事

ノ

加藤 晃規( かとうあきのり )氏

- 考 ・訳書

『南欧の広場J rボローニャの試みj

f ピエ ール ・ルイジ ネルヴィ J

『都市と広場J ( 共訳) rT he  K ans a i  21 J  ( 共作)

『鎮守の森J ( 共著) r都市デザイン J ( 共著)

『ホ網都市J ( 共著) rポケ y 卜・パーク J ( 共著) など

・作 品

バピィア大学生物学部棟

中国新聞ハウジングプラザコンペ応募案

八幡屋公園基本計画コンペ応募案

新淀川ウォータ フロン卜 t構想案

中之島リ ・インカーネーシヨン案 など

申込方法 ハガキか F A X または電話にて、氏名 ・勤務先名 (学校名 ) .  j封書電話番号 ・参加証送付先及び所布地 ・郵便番号・催し名称 ( Iいま関西はお

もしろいJ ) ・会只、会員外の種別をご連絡下さい。申込締切 9月12白ω。申込者多数の場合は抽せんに て決定の上、参加証をお送りいたします。

( 日本建築協会事業課 : 〒530 大阪市北区梅田 1-1-3-2100 大阪駅前第 3ビル21階 TEL06- 348一0633 FAX06- 348一0634)



.と
ーノくロックをあなたに-

「かつて、バロ ックの建築家ボ ルロ ミー ニのサン・カルロ教会堂を訪れ

た時の強い印象を忘れることができない。 この教会堂の身廊に入った瞬間

に建築と音楽の極限の共鳴を身の内に覚え、激しい感動に打たれたからで

ある 。 . . . . . . まさに、建築と音楽の一体的な共鳴というしかない。 いいか

えれば、ポ ルロミーニのサン ・カルロ教会堂の空間自守構成と、パ ッノ、のフ

ーガにおける調性と対位法の構成との聞に 、すぐれて等質な表現がみられ

楽の巨匠 ヨハン・セパスティアン ・バッハの音楽の生演奏を聞きながら、

スライ ドも交えてイタ リア ・バ ロックの建築家フランチェス コ ・ボル ロ ミ

ーニを中心とするバロ ック建築の話を聞く 。 こんな素敵な講演会を企画し

ました。 ー バロ ックをあなたに 秋の夜のひとときを、あなたも体じゅう

で バロ ックを感じてみませんか。

るという こ とである oJ ( 渡部貞清)

バ ッハの音楽とポ ルロ ミーニの建築に共通点がある 。 こんな夢のある話

をあなたは信じますか。

講 師に は、福井大学の建築学科教授を経て仁愛女子短期大学の音楽学科

長を務められ、音楽にも建築にも造詣の深い渡部員清先生をお迎 えし、演

奏は、大阪を 中心、に活躍されているアムジ一室内合奏団にお願いしました。

講演と映像と音楽が一体化したユニークな講演会にしたいと思い ます。

日本を代表する洋風速築の名作である 中之島中央公会堂てにバロック音 ふ るって ご参加下さい。

- 演 奏 会 「 音 楽 と 建 築ー バ ロ ッ ク を あ な た に一 」 ・

日 時 10月21日( 土) 午後 6 時 開 演

会 場 大 阪 市 中 央公会堂( 大 阪 市 北 区 中之 島 1- 1- 27 Tel  0 6 - 231一 0631 )

講 師 渡 部 貞 清氏

演 奏 ア ム ジ 一 室 内合 奏 団 〔 演 奏 曲目 等 は次 号 に て お 知 らせ し ま す 〕

定 員 200名

参 加 費 会 員 2 ，000円 、 会 員 外 2 ，500円 ( 学生 : 会 員 1 ，500円、 会 員 外 2 ，000円 )

( iI 'j' J : (税 を 含 み ま す )

- 渡部氏ニ稲介

1918年生まれ

1941年仙台高等工業

学校 (現東北

大学工学部)

建築制梓業、

鉄道省入省、

日本国有鉄道

総封姉問1究

所圭1壬研究員

19偲年京都大学工学オ専士

1969年福井大学工学部建築学桝耕受

1970年 日本建築学会賞(論文賞) 受賞 ι てロ ッ

クの建築論的研究l

19例年仁愛女子短期大学教授、音楽学ヰ4長

その問、東京工業大学、福井工業大学、聖母

女学院短期大学講師 、 日 本建築学会ヨ里 ｊ 事Ｈｾ出

f ←- E  支部長) 等を歴( 込退職後、現在、建築史家

サン ・カルロ教会堂天井 ｼ 竪壬トｾ ＮＮＮＮＭＺｲＺ�ｔ［￞［Ｚ ー . j I L' j I '  ｩ ｾ ごｾｆｊＧｲￆ 1- Ｎ Ｚ［ 工 ｾｉ . 著書および愉& fl てロ ックの建築論的研究j

. アムジ一室内合奏団ご紹介

1981年、クラシックをよリ自然なものに、また、生の音の楽しさを感じてむらえるコンサ 卜がしたいという思いて発足 。

観客の蜘〈見える広さてのコンサートを中心に、対反を中心lこ; 舌動している。アンサンプルの良さを犬切に、心の通い合う

演奏家が次第に集まり 、現在の形となる。ジャンル・時代にこだわらず、新しい室内楽の方向を求め. あらゆる曲に挑厳し

ている。特に、ヴァイオリ ン長野昭子氏のソリスティックな部分を; 舌かした演奏は、多くのファンに喜ばれている。

. 今までの主なコンサート

人権週間記念コンサ ー ト ( 国際交流会館)

能舞台における『四季』全曲公，寅 ( 大槻能楽堂)

定期演奏全( ピロティーホー J レ・労働セ ンター}

畏野昭子ヴ ァイオリンコンサ ト ( 労働センター )

パロ 1 7 コンサート( 毎 日国際サロ ン) 他

. 定賦的な催し

「ワインと室内楽町 :S' J

「ちょ っと音にさわ ってみよう 」

「ミュ ジ y クステーシヨン中之島 ' 89J 他

『パロ y ク建築H 建築と守系の共E鳥j その他

サン ・力ルロ教会堂正面

申 込 ハガキか F A X ま た は 電 話 に て 、 氏 名 、 勤 務 先 名 伴 校 名 ) ・連絡先電話番号 ・参加証送付先および所在地 ・郵 便 番 号 ・催し名称(1音楽と建築J )

・会員、会員外の極別をご連絡下さい。 申込締切10月12日( 礼 申込者多数の場合は拙せんにて決定の上、参加証をお送りいたします。

( 日4斗建築協会事業課 : 干530 大阪市北区梅田 1 - 1 - 3 一2100 大阪駅前第 3 ヒール21階 T  E  L 06- 348ー0臼3 F AX06ー348- 0634)
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ホテルオークラ神戸 7 ロント 設計 九/ 内建築事務所他

素材のちからを技術で高めあたらしし、表現の翼を広げる

ホテルオーク ラ神戸 ロビーテ ブル

6  也築と仕全/ 1989年 8 月号

力強く、ぬくもりがあり、いつまでも美 しさを失わない

美術陶板の世界。その迫力と魅力を、一度じか

にお確かめ下さい。

軽量 であ り、複雑な色彩 が 再 現でき、槌色することもない、とし 、

う特 性。自由 自在な美術表現のこころみ が全 国 各地 のホー

ノレ・エントランスなどの壁面や空 間そのものを豊かに演 出してい

ます。

。 大 塚 オ ー ミ 陶 業 株 式 会 社

本 社 / 大 阪 市 中 央 区 大 手 通 3 丁 目 2 番 目 号

干 5 4 0 代 表 06( 843) 6685 

東 京 支l苫/ 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 丁 目 9 番 地

〒 1 0  1  代 表 03( 284) 1388 

工 場 / 滋 賀 県 甲 賀 郡 信 楽 町 大 字 梓 原 字 寺 谷826番 地

干 528- 18 代 表 0748 (82) 3001 



「建築と社会 J 8 月号褒紙

・作品名 SKY Ll GHT  DOME  

・作者 大 林m ・使用ハー

ド DE C/ MI CR O V A X  口、IN-

T E RGR AP H/INT E R ACT  

. 使用 ソ7 ト INT E R GR AP H 

/ A MOD  M ODEL VI EW ・作

品 解読 全 天候 刑!井H年l式ド

ムをC G によ ってンミ ュレー

トしたも のて'ある . テ7 ロン

絞め透光↑生 とオー プン 時的開

校刊をテ ー? に表現している.

なお、 ニのドームのl抑制方式

等に つ いてはＮ 円 本主 ｉ｜ ｾ 島セ ン

ターによる投術指噂をす でに

先7 している .

・特集予告

9 月号/ 栂造の省力化

鹿島建段大阪支庖

創段5日年記念段計郁作品集

10月号/ 都市環境創造と役備 II

ユーザー参加のハウジング

11 月号/ 第36固青年技術者

12月号/ 最近の博覧会パピリオン

書 長 佐野正一

刷会畳 足立 牢・市川 宏

鴻池雄一 ・藁袋公1111

・集曇員全( 平成元年度)

. 編集理事 : 合股備骨科書

金井 弘 次 : 安倍 浩一

金書 潔 i 石野 幸義

小島 縫 j 遠 藤 進

減 車- 挺井 宏修

ｭｴｾ 鮮日 Ｚ 河 津 降 之

竹中 錬ー ，0 佐 藤 秀彦

長 谷 部 朔 郎 : 別所 i滑

松 村 康三 j 村上幸三郎

若 山 繁 j 合施工材軒骨科書

渡辺 必 ; 有光利" ，

. . 集委員畳 i可戸 険

長谷剖 ｬ 朔 ｾ ｉ ｉ 0 志水 史典

ホ上旺1 j日也 ， If li呑 舟HIi

. 編集顧問 :  丹羽 陰

*  孝光 j 松 村 勝実

. . 集委員 :  合法令骨科会

合計画華骨科書 * 大前 陣 司

会計画系 ;  佐藤 勝

1

'

1!崎 健二 j 広 瀬 主 洋

河端 秀 直 : 怯井 町{

小 浦 久 子 ; 市 出 制l延

鈴木 克 彦 Ｎ 作品作量 Ｇｉ ｾｬ 書

O問 中 直 人 i 荒 川 朱英

平岡 博 j 遠 藤 公介

山尾 弘 子 ! 岡本 険

吉村 英 怖 : 北海 修一

合建築計画系 j 王崎 良和

上 杉 秀 険 o精 伸夫

江副 敏 史 70' ;削 昌義

O 加 藤 晃脱 : 縞地 - 11:

北村 澗 j 松悶 普弘

唱閏 ｾ Ｑ 二 Ｚ 直 下 幹 雄

庄野 利 得 j ホホ 川 向彦

函川 純一 : 宮崎 ひろ芯

iii i川 拍車 :  ・全員企画4霊園書

牧野rll 英 子 : 赤井 町 弘

三宅 坪 : 伊藤 郎 ･ ｾ

$ 議 問 調 白菜 j 船 木 裕子

矢 野 裕芳 ; ホ今手1 邦夫

山 中 恵子 i 北村 恭一

山本 医 i 小 林 孝

合インテリア・住宅 j  佐伯 由紀子

石i t 飽彦 : 柴 i王l 厚

一 ノ瀬1両雄 o何回 光雄

大場慶 子 ｾ ＧＺ ￯ 幡 随 子

O 加藤 力 j 縁 日 "11洋

神 谷 剛 ; 富永 "11子

本北詰nかはる Ji') 洲 品 利

ｾｴ 山 啓 与 ｉ 消 口 正人

駒 悶 哲 ｹ ｾ ・広告企画小書圏全

制 ffl 恭彦 . 池淵 (証明

Ji') 地 秀夫 : 佐野 寛志

* 構造骨科会 o下村 iIi 

制J )I! 一線 j 備本秘二nJI

滑 孝貯 Ir.t lil 常 介

馬 場 研 介 ; 職制 宇古

O福 山 田夫 j 山 F 修司

山 崎 稚' t ， O渡 辺 止、

和m 勉

0 印 副書 且E と僻事 $ 印同代行

印 刷 平 成元年 8 月20 日

発 行 平 成 元 年 8 月25 日

発行入 社団法人日本建築協会

発行所 社団法人日本建築協会

大阪市北区 梅田 ト1-3-2100

電 06- 348 - 0635

娠替口 座 大阪1- 39975

印刷所 日本写縫印刷株式会社

定 価

電 06- 60 6 - 1111附

青 葉印刷株 式会 社

電 06- 351- 5428f伺

980円{ 柿f醐 951円・迅附l

｜ ｉ ｾ ｉＡ 阻 ＲＹＱｾ I  

通巻

ＸＸｾＹ＠
会 告

作 品 作 風

Wシリーズ

I NF ORMAT I ON 

書評

レポート

特 集

ア ー ト 作 品

論 文

プロテ〉ーサー紹介

レポート

法令コーナー

新建材紹介コーナー

建築の眼

G B R Cニュース

m造の頁172

2宣備の頁 174

施工材料の頁 169

I NF ORMAT I ON 

月報

l 喋る 5るbiiJljtNT語E …

特集・建築とアート

SPECIAL  FEATURE  ON  THE ARCHI TECTURE  AND  ARTS 

出版委員 会企画 「プロの ノウハウ 」講座シリー ズ ( 第 2 回) ー建築設備 の健 康診断ー.

大阪市立科学 館見学 会. 宝塚造形芸術大学見学会. いま、関西はおもし ろいー 168時間都市

へのアプ ローチー . 音楽と建築 パ ロ y クをあな たに ー

福井県立武道館本館 設計監理. 日 建設計 ・名古屋一一

施工・熊谷組 ・飛島建設 ・前田建設工業本館建設工事共同企業体

1  

8  

近畿大学附属高等学校校舎 設計監理 . 安井建築設計事務所ー 10

施工 . 松村組・計百水建設共同企業体

鳳 保 健文 化 セ ン タ ー 設計監理 : 堺市建築局建築部、大建設計一ー 12

施工 : 不動建設 ・梅原建設・国誉建設工事共同企業体

宅建ハ ウジング本社社屋

ブ ルー タ ス ビ ル

ホ テ ル オ ー ク ラ 神 戸

設計底理 : .sIJ美 設 計 施 工 . 三陽建設一一 / 4

設計監理 : 安井建築設計室 施工 ・前回建設工業 一一 16

設計覧理: 観光企画設計社 一一 18

施工 : 鹿島建設 ・大成建設・大林組 ・野村建設工業J V

静 岡 ク レ セ ント ホ テ ル 設計監理: 安井建築設計室 施工: 藤木工務庖 ーー 20

L E E  P L A Z A  設計監理 : 安井建築設計室 施工 : 大成建設一一 22

Wal ki ng
r
建築家おすすめデー トスポ ッ トj 24 

写真展 ・現代建築と伝統技術一石野瓦工業の仕事 rエッフェル塔 100年 のメッセージ」を大阪

・阪急百貨庖で - 9 月25 日に は講演会も r遠藤新展一 生誕 100年記念ー j 26  

文庫 3 題 『日本の民家 J r明治の 東京J r鏑木清方随録集J / 太田隆信 27 

r'89海 と島の博覧会 ・ひろし ま」の紹介/ 熊野勲 28 

建築とアート

八 木7 リヨ ー 京 の コ ス モ ス / 吉 田 和 失 R O U ND  L A ND- / 内 田 晴 之ー

P O SIT I QN- / 北 山善 夫 ま ず ど う 始 め る べ き かー / 高 田 洋一 一風 の 回 廊

ー / 車 季南 一 風 一 / 児 玉 康 兵 三 想 / 山 田幸 作 一 緒 名 川 町立 ふ るさ と 館 モ

ニ ュメ ン トー/ 清 水 柾博 W AV E  MO TIO N  ' 87ー / 川 島 慶 樹 一 月と 一 羽 と ー

/ 曽 我 孝 司 一 重 力 質 ・柱 in G EN- YAー / 松 井 智 恵 R O GNOZ Z Oー / 中 西 撃

ー 偉 大 な る R ocki n' manー / 立 花 江 津 子ー マ リア の ロー ザ スー / 山 口 一 城 ー サ

γ ポ ロ ビ ー ル 園 照 明 器 具 / 草 間詰 雄一 ラ ン ドス ケ ー プ ー/ 河 崎 晃一 然

C ondi t ionー / 中 島 一 平 一C ar dbor d chi ps  wo r k  vol. 3ー

方 舟 に 集 ま っ た 影 た ち の過 去 ー 歴 史 か ら み た ア ー ト と 建 築 の 接 点 ー

32  

高 橋

建 築 と アート の 関 わ り ー建 築 か ら み た ア ー トと 建 築 の接 点 ー 遠 藤

「建 築 美 術 」 の 条件 一 美術 か ら み た ア ー ト と 建 築 の 接 点一 一一 今 井

西 武 百 貨 庖 っ か し ん 庖 美 術 サ ロ ン/ 渡 辺 石 彫 事 務所

幸 次 - 50

剛 生 一一 54

祝 雄 一一 5 8

6 1  

建 築 と ア ー トの 出 合 いー 神戸 国際 会 議 場一 田 中 直 人 - 6 2

建 築 とア ー トを結 ぶ 媒 体 と し て の 詩ー オ フ ィ ス ビ ル と ス ポーツメー カー 研 究

所 の例 酒 井 利f守一- 63

神戸市火 災予防条例の一部改正一ス プ リンク ラー の設置など防災設備の強化が図ら れた ー

/ 村上正彦

ナイ スタッ ド/ 中川 徹

ロン ドンの若者たち / 安 田孝. まち のみどり ( その二) / 八尾明 .

7J  

73 

リゾート って何 ? / 若林広幸. 人をもてなす建築/ 南次郎 74  

生コ ンク リート工場の品質管理監査と巡回による 骨材試験業務に ついて 75  

パン タドーム構法ー l ーバルセロナ・ オリ ンピ ック庭内競技場/ 川口街 76 

積層 プ ラステ ィックフ ィルム電極よりなる 二段式静電線塵装置の特性/ 杉田直記 77 

5岡繊維補 強コ ンクリートの土問 コンク リー卜 への適用 / 高見法惰 ・花田 清治 ・守田孝 一一 78

安 藤忠雄建築展 ・講演会 「中之島200l j . 第21回中部建築11作品募集. 建物防 災週間笑施

平成元年度上期一 . PL E A I989 NAR A 奈良国際会議 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 79

日本建築 協会月 間の動き ( 平成元年 6 月分 ) 80 
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福 井 県 立 武 道 館 本 館

設計監理 日建設計・名古屋

施 工 熊谷組・飛島建設・前 田建設工業本館建設工事共同企業体

柔道場南部外観

当武道館は福井市の 北西宮11郊外、周辺をなだらか 外観のデザイ ンは 日本古来から伝承されている武

な美しい山々が述字る緑豊かな自然に恵まれた環 道と建物の屋服、外壁、窓の構成で各施設を表現

境にある 。 し、精神性を重視した力強さがあり、周辺の山々

福井県立武道館構想の基本的考え方は、福井国体 の述なりと調和させた形態とした 。 また将来発展

を契機に日本古来の武道人口の増加とともに、こ するであ ろう周辺環境に対し、威圧感をできる限

らに各施設の競技場と 小道場などの練習場を隣接

させ、大会時の運営がスムーズに行なえる使 いや

すい構成とした。

21;皆は柔道場、剣道場の観客席を設け競技者動線

と交錯しない様にし、また観客席は 中庭と玄関口

うした武道振興に対する機運が高まっているなか、 リ少なくし日間や通風も配慮し、できるだけ建物 ピーの上部吹抜を中心とした四回目と 一体観のある

歴史、伝統、気風等を勘案し、活力あるたくまし を低< t1jl えた 屋似勾配のある親しみやすい形態と 椛成とすることにより、明快な動総区分と案内性

い県民の育成を願 って、武道の殿堂 にふさわしい した 。 の よい計画とし同時に、冷暖房による居心地の よ

総合的武道館建設を行う ことにあ った。 建物の織成は各施設が大ZE聞を持つこと、また多 い空調システムを観客席に係用している 。

吉計十画に あたり 設計計a の理 念 としたこ とは 、 日本古来 人数 でで拘の 利用を考考n慮桓しスム一ズな移動 . 避難が容 3 階には杢手道、銑骨剣1リJi道萱、なぎなたの競技 . 観覧

から{ 伝云承されている 武道はスポ一ツとしての技と 」易L弘;て，安全て

{ 体本力のみででl な〈、中栴村!J'仲 l' 性を重んじる日本特有のス 中，心L心、 lにこ総合的管管- 理理! 迩営施設を配し 、中庭. ロビ 一 、 宿f所9折7が設けられている 。

ポーツであることから、建物も日本古来の屋根の 回IDBで各施設をつなぎ効率的で、明快な織成とした 。 開館と同時に有名な大会が開催され、ｾ民 の人々

構成をとり入れ、各締訟を相互連結し統一 ・調和 1 I i 皆には武道場のメイン施設てある柔道場、剣道 に幅広く愛され、親しまれることを願 って いる 。

のとれた武道官官とした 。 場を中 心 に相撲場、弓道場を同一平面に配し、さ ( 日建設計 ・名古屋)

! 軒而l デ ィ テ ー ル ロビー

8  控 築 と社会/ 1989年 8 ｾｉ 号

所 在 地 福 井 市 三 ツ 屋 町8- 22

敷地面積 24 ，407 .2 16附

建 築面 積 9，220.494 m'  

延 床面積 14 ，670 .582m'  

情造規模 S RC、B I、3 F

工 期 昭 和62年 10月~平成元年 3 月

最 寄 駅 J R北陸本線福井駅より

市内パ ス 武道館新国塚線

武道館入口 バス停

撮 影 島 修 一



配置図 I  :  2800 



近 畿 大 学 附 属 高 等 学 校 校 舎

設計監理

施 工

安井建築設計事務所

松村組・清水建設共同企業体

教室棟玄関 ホール

10 也 築と社会/ 1989年 8 月号

ｾｌ ｟ｪ ｌｊｌ 斗ι 」し

④ 

凶空}町I



近畿大学附属高等学校は従来、東大阪市小若江の

近畿大学キャンパス内にあ ったが、生徒のより多

様化する進学ニーズの対応と、近畿大学キャンパ

スの一層の充実 を目的とし て、近大キャンパス東

約 1 kmにある近畿自動車道沿いの近大グランドの

l 角に新築 ・移転することにな った。

建物は教室棟 ( 5 階建) 、管理練 ( 11階建) 、体

育館 ( 4 階建 ) の 3 練で構成し、 ほぽ全館冷暖房

設備 を計画して快適な教育環境とした 。

また、コンバクトな平面形で管理棟を高層化し地

域のランドマークとしての性格をもたせた 。北側

の構内道路に面して、 管理練には教職員 ・来客用

の玄関、教室煉には幅4 5 mにわた って生徒用の 出

入 口を設け、登 ・下校時の約3500人の生徒の邸J 線

をスムーズにしている 。教室棟には 18mX  10 mの

大きな吹抜けをコアをはさんで 3 ヶ所設け、教室

・廊下・コア部分の十分な採光と通風 を確保した 。

外観は明る さ、力 強 きをイメ ー ジして柱型、梁型

によるフレームを強調するとともに、磁器タイル

貼の傾斜した腰壁と関口音11の G R C製飾り庇によ

り壁面に |陰影をつけ 、連続するリ ズム! 惑と統一感

を出すよ う意図した 。

( 谷 誉 / 安井建築設計事務所)

所在地東大阪市若江西新町5- 121 ー| 及び

八尾市新家町7- 13 - 3 他

敷地面積 43 ，123. 60m'  

建築面積 6，621. 23m'  

延床面積 30，940. 74m'

構造規模 5RC、RC、S、IIF、PI

工 期 1987年 7 月一1989年 3 月

最寄駅近鉄奈良線八戸ノ里駅

撮 影 5 5大阪

体育館ホール

11 



鳳保健文化センター

設 計 監 理 堺 市 建 築 局 建 築 部

大建設計

施 工 不動建設・海原建設・国誉建設工事共同企業体

正面外観

12 緯築と社会/ 1蜘 年 8 月号

ーう

所 在 地 堺市鳳 南町4T 444- 1

敷 地面積 2，796 .49 m
'  

建築面積 1，420 .82m
'  

延床面積 5，294 .92m'  

構造規模 RC(一 部S) 、 BI F、 4F、 P I

工 期 昭和62年 9 月~昭和63年 12月

最 寄 駅 J R阪和線鳳駅

撮 影 津 田勝 良 、イ申手口実業

電 気 八千 代 電 設 ・西尾 電 設 建 設工 事 共 同 企業 体

空 気 調 和 近 電 設 備 大 阪 支庖

給 排 水 衛生 藤 本 工業

浄 化 槽 津村 技 巧

配置 l'皆平面図 1  :  1000 



J  R 阪和線の鳳駅から南へ 700m、大阪和泉泉南

線に面した旧府民センターの跡地に 、堺市が市制

100周年の記念事業のーっとして 、保健所の移転

計画にともない 、福祉事務所 ・図書館を併せも っ

た絞合施設として、 地域住民の「保健 J r福祉」

「文化」の核となるべく、計画された 。

外観は特徴的な都市景観 をsIJ Il:J する方法として、

単純な箱型を 排 して、建物をヒュー 7 ンなスケー

ルに分割し、さらに重な り合う勾自己屋械 を用いる

ことにより失われてゆ く古いまちなみを 現代的手

法で再生し、親しみやすく、特徴的な紫鋭を自IJ 出

してい る。

道路に面したアプローチ部分には 、ポケ ッ トパー

クを設け、緑とコミュニケーションのスペースと

して、限られた敷地の中で地域住民に税しまれる

屋外空間を提供している 。

施設の中心 である保健所は 11渚 2 階に自己し専用の

入口、階段を設けて単独にて機能できるよう配隠

している 。事務室 ・大会議室 ・管理諸室を 1 階に

集め、 2 階には 診察関係諸室を 集約して配遣をし、

動線を明確にしていると共に、機能の分脈を行な

って いる 。

術祉事務所施設と図書館事務室 ・書庫は 3 階に配

置してい る。 4 階には図書室を設け 、無柱の大空

間の中に、 6 万1lI J- の開架出架として、フレキシビ

リテ ィーを確保している 。 また 、お話し室 ・カー

ペット コーナ一等、独立性のあるレファレンスサ

ービスを含むオープン形式の図書室として、 日月 る

く開放的な スペースをつく ってい る。

複合施設の特徴でもある、機能的充足を留意する

中で、 地元の祭 リをモチーフにし た大型陶板レリ

ーフ、メルヘンでファンタジ y クな影絵 ( 藤域消

治氏作 ) の展示は、やすらぎと親しみを感じさせ

る飯合施設とな っている 。

今後、 地域のシンボルとして 、また地域の活性化

と歴史都市堺にふさわしい建物として、新しい時

代に向けて末永〈活用されることを願うものであ

る。 ( 四 方 健/ 大建設計 )

4階 図 書室

2階待合ホール
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宅建ハウジング本社社屋

設計監理

施 エ

創美設計

三陽 建 設

l 階受付カウ ンター

E  …一一一一-_.

l  ピロティ m

.  

.  .. 犠童

"' '' 

14 控 築 と社会/ 1989年 8 月号

• 

dI絡
|階平面図(左) ー基準階平面図( 右) 1  :  500 

所 在 地

敷地面積

建築面積

延床面積

構 造 規模

工 期

最 寄 駅

I1 影

枚方市南中振 1- 2189- 2・他

1. 138. 57m' 

414. 32m' 

1. 967. 43m'  

RC、6F

昭 和63年 8 月一平成元年 6 月

京阪本線香里園駅

島 修一

こ の 建 物 は 建 築 総 合 デ ィ ベ ロ ッノマー を 業 務 と す る

株式会社宅建ノ、ウ ジ ン グ の 事 業J広 大 に 伴 い 新 築 さ

れた本社事務所ビノレて¥一昔11を テ ナ ン ト の 賃 貸 用

と し て 計 画 さ れ た も の で あ る 。

建 設地 は 、 衛 星 都 市 の 京 阪 沿 線 の 中 で も 発 展 を 続

け る 枚 方 市 香車 閣 の 駅前 に ili< 、常に、 地 元 と と

もに発展を続けるオーナーのf f . 図をト分にうけい

れ る 事 の で き る 絶 好 の 位 置 に あ る 。

前 面 は 、 地 方 幹 線 道 路 に 面 し 非 常 に 交 通・誌 が 多 い 。

そ の た め 、 施 主 の 理1解 を 得 て 民 地 内 歩 道 を 設 遣 す

る司王によ り 歩行者の安全を図ると共に、前面 ｾｪ 也、

民地内歩道に植え込みを設ける ｚ ｊ ｾ などにより 一 層

の 余裕が生じ、建物のレベノレア y プ に 貢献 し た よ

うに 窓、える 。

フ ァ サ ー ド は 、 ア ル ミ の 一 次 電 解 発 色 ノ マネノレとし、

高 性 能 反 射 ガ ラ ス の 組 合 わ せ に よ り 、 存 在 感 と 透

明感とを強制し、 全体 に 曲 面 を つ か う こ と に よ り 、

威 圧 感 を 感 じないよ う近隣と の 割和 を 図 っ た 。

室 内 に つ い て は ベ ー ジ ュ を 基 本 色 と し た 大 理石 を

使 い 、 接 客 音11カ ウ ン タ ー に つ い て も で き る か ぎ り

低 く す る な ど 、 親 し み 易 い 空 間1を つ く る こ と に 儲

意 し た 。

建 物 奥 に は 機 械 式の 駐 車装 置 を 設 け 、 来 客 用 、 業

務 用 に も 十 分の 台数を用意することにより、前百百

道 路 で の 不 法 駐 車 等 に よ る 通 行の 支障 を 来 さ な い

よ う に 努 め た 。

ま た 、 テ ナ ン ト 用 賃 貸部 分 に つ い て は 、 独 立 し た

玄 関を持ち、 24時 間 利 用 で き る 設 備 等 を 装 備 す る

な ど 、 将 来 の ニ ー ズ に も 十 分 対 応 可 能 な オ フ ィ ス

ビノレとなっており地元企業の活蹴による発展の -

ｾｾを担えれば幸いである 。Ｈ 御 厨 千 尋 Ｏ 自 ｉｊ 美設計 Ｉ

外装アルミパネJレ

銅 製 建 具

石

外 装 硝 子

電 気

空 調

硝 子

北西前全長

キ ョ ー エ 一

昭 和 鋼 業

宝 石 材

テ ク ノ ソ ー ラ

米 沢 電 気 工 事

国 丸 産 業

ケ ー エ ム





外鋭見上げ

外観見上げ

ブルータスビル

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 室

施 工 前 田 建 設 工 業

l 階エ ントランス

16 遮築 と社 会/ 1989年 8 月号



所 在 地 大 阪 市 中 央 区 西 心 斎 橋2 川 一 30

敷地面積 518. 30m官

建築面積 431 . 39m'  

延床面積 2，680. 37m'  

構造規模 S R C、B2 F 、6F

工 期 昭 和62年 12月一昭和63年 11 月

最 寄 駅 地下鉄御堂筋線心斎橋駅

撮 影 庄 野 啓

外観北京商

エスカレ ータ姻リ( 北1m

アメリカ 村の煩雑な発展の中に核を創りだすのが

我々の目的である 。 当該地は、昭和53 - 5 4年頃か

ら、アミーパの如〈有機的に展開されて此の地域

に活力を生み出して来たが、これとい った方向指

示をもたないまま今日に至 っている 。

現況に新しい指針と節操を与えたいと思考するも

ので、関西新空港の開設に伴う湊町周辺の| 井Hをと

併せて新しい地域に生れ変わる日もそう遠くない 。

御堂筋を挟んで確実に商業圏も拡大されており、

現に南中学の跡地の建設計画や、四 ッ僑筋周辺の

計画も進められている中に、小さな公園を持 った

此のピルは、今日も若者と共に活気に溢れている 。

( 安井忠生/ 安井建築設計室 )

北I師外観

⑦ 

l' 皆平面図 1 ・400
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ホテルオークラ神戸

設 計 監 理 観 光 企 画 設 計 社

施 工 鹿島建設・大成建設・大林組・野村建設工業J V



所 在 地 神 戸 市 中 央 区波止場町48

敷地面積 30，944 .00
m

'  

建築面積 12，861 . 13附

延床面積 64 ，456.  61 m'  

構造規模 S RC、S 、82、35F、P2

工 期 昭 和62年 3 月一平成元年 4 月

最 寄 駅 J R東海道本線元町駅

撮 影 アンコール 島 修一

ここメリケン パークは、開港以来 120年余の歴史

を持つ神戸港発祥の地 「メリケン波止場」がウォ

ーターフ ロント計画で生まれ変わった 地 であり、 北

に六甲山系、南には瀬戸内海と、ヨ ｾｉｉ 青らしい景観

に恵まれている 。

当建物は 21世紀における、近畿圏最高の国際コン

ペンションシ ティを目指す、神戸市の 開発構想、の

一翼を担う ホテルとして生まれた 。

外壁は 、全体を周囲と調和させた白色の 山型二 T

掛けタイルとし、北側エ ン トラ ンス正面は、 黒御

影の 中に金色のアルミキ ャストグ リルを i荻め込ん

だ、重厚なデザインとな っており、 高級ホ テルと

してのイメージを印象づける 。

高層部は、 6 階から 33階までが一室3 0 - 4 0m' と、

ゆとりある客室 489室からな っており 、どの窓か

らも景観が楽しめるよう、東西南北にレイアウ卜

されている 。34 ，351洛のト ップフロアー には、宴

会場とラウンジ 、レ ス トラ ンが配置され神 戸の夜

景を IIR下に眺めながらの食事は、当ホテルのもう

一つの売 りも のである 。

一方、 l 階から 5 階まで の低層部は、全床面積の

約半分を占め、シティホテルとしての諸機能を倫

えている 。

特に 2 ，100mきと、西日本で最大級の大宴会場は、 国

際コンペンンヨンシティにふさわしく、同時通訳

設備を備え、 2 ，500人の収容を誇る 。

他に 15の中小宴会場、結婚式場、ホテルオー クラ

の格調を持つ各種レストラン、 l 階南側には、 700

坪の和風情緒豊かな日本庭園に囲まれた、 和 食離

れがあり、静かな作まいを見せている 。

ロビー、宴会場、レ ストランの 内装は大半が桜の

練付材を使用しており、究いだ気品のある杢聞を

かもし出し、訪れる人の気持を和ましてくれる 。

併 設さ れたヘルス隙には 屋内プール 、ジムナジア

ムを備え、また ロビ一階にはビジネスコーナーや文

化教室 を備えるなど、情報化時代に対応している 。

オープン 後は、港神戸の新名所として、 多く の人

々に親し まれ、繁栄し ていく事を願 ってい る。

lニ ロビー・ラウンジ

中 大宴会場( 平安の 1I}1)

F  ホテルエントランスロビー



静岡クレセントホテル

設計監理 安井建築設計室

施 工 藤 木 工 務 庖
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所 在 地 静 岡 市 紺 屋 町 14-2

敷地面積 418 .84m'  

建築面積 296. 24m'  

延床面積 2，108 .36m'  

構造規模 S R C、91 、7 F

工 期 昭 和62年 9 月一昭和63年10月

最 寄 駅 J R東海静岡駅

撮 影 庄 野 啓

都市の大型ホテルは、大体、体質を同じくしていて、宿泊 、

宴会ショ ッピングア ー ケー ドの類いが並び、個性 ( キャラク

ター ) に乏しい点で共通 している 。

ここに存在を見たのは、 ヨーロ ッパ各地に愛顧されるミ ニホ

テルて' あるが、人聞の心情に合せた宿泊 ( 愛される部屋 ) で

あり、親近感のある情緒である 。

シックなウ ッ ドのエン トランス ロビーとテラスレストラン、

部屋はイタ リアのベ y ドとファブ リックで構成された僅か40

室が、一日免の旅の 印像を 刻んでくれ る様にとの願 いから計聞

したものである 。

男女を 間わず宿泊が快適でレあることに越した事はないし、行

き届いたサービスが必要である 。

あくまで愛されるホテルとして、育 って欲しいと願 っている 。

(安井忠生/ 安井建築設計室)

r===， 
④ 

| 階平面図 I  :  400 

廊下 テラス

21 
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L E E  P L A Z A  

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 室

施 工 大 成 建 設

所 在 地 大 阪 市 北 区 西 天 満4 - 3 - 1 2

敷地面積 491 .76m'  

建築面積 317 .67m'  

延床面積 1，967 . 03m'  

構造規模 SRC、9F

工 期 昭 和63年 4 月一平成元年 7 月

最寄駅地下鉄御堂筋線淀屋橋駅

撮 影 庄 野 啓

中之砧周辺の整備と共に、計画道路( 本庄 ・西天満

線27M ) 老松町の通りをかすめて、国道 2 号線に通

じる 。

高等裁判所周辺に点王Eする弁護士事務所に焦点を

合わせた賃貸ピルである 。

敷地が呉形であるためにツインタワーでフロアを

2 分して、中央にエレベーターを設置した計画は

道路前而に容積を使い、後音11に立体駐車場と吹抜

を採用して、建物の道路側からのスケールを 組み

たてた 4] 1 . に成功していると思う 。

老松通りが、カラー舗装( 道路 ) される計幽もあり

御堂筋から中之島の公会堂、東洋陶磁美術館に通

じる道は 、美術商や画廊も多く伝統的 な街区である 。

新名所になるのを期待している 。

( 安井忠、生/ 安井建築設計室)

l 階 平面 図 1  :  400 



エン トラン スホーノレ凡上 げ エ ントランス ホー ノレ >1.卜 し エン トランスホール
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Walking ー建築家おすすめデートスポット-

Wのページ r Walki ngj のコーナーは繁敵な設計

をされる建築家の諸先生方に秘蔵のデー トスポ ッ

トを 「発繍 J していただこうという試みて・ある 。

第 l 回の高口恭行氏の r D ホテ JレJ でおわかり

のとおり、やはりユ ニー クな観点で、ガイドブ ッ

クにないデートス ポッ トの発繍が大いに期待でき

そうである 。

|  おも、 μ 平均?子三七やっぱり中之島

太田隆信氏に聞 く (協力 ・東洋陶磁美術館)

第 2 回デー トスポ ッ トの紹介者は、側坂倉建築

研究所取締役大阪事務所長太田隆信氏である 。

はぽ待ち合わせの時間どおり、氏は涼しげなブ

ルーのスーツと ロマンスグレーの髪に、穏やかな

笑みを浮かべて来られた 。

今回紹介してくださるデ トスポ y トは、大阪

市北区にある中之島公園である 。

大 川 が、堂島 川 と土佐繍川の Ｒ つに分れ、船 ｩｾＡ

紙で合流するまでの 聞 が中之島であり、そのうち

淀屋係の下から天神橋近くまでの一帯が中之島公

園とな っている 。一帯には縦、パラなどが植えら

れ、四季折々に美しい花を咲かせている 。

私たちは、今回ご紹介くださる場所が、こ の既

に有名 なデートスポ ッ トである中之島公園とお聞

沿いを散策しながらお話を伺 った。

「家族に今回の取材で中之島公園を紹介するつも

りだと 言っ たら 、、 あり ふれてる " と笑 われましたよ 。

まずデートスポ ッ トと 言っても ね、 r テー ト』

とは今の言葉ですよ 。i生らが若か った昭和30年時i

は、何んてい ったのだろうか。 ランデブーといえ

ば! 被前の言葉だし、昭和20年代はそのような 言業

すらない時代だ ったのかなあ。 それがようやく洛

ちついてきて、少したつとデートの時代。 そんな

頃かなあ ー

心斎僑の r プランタン 』 でお茶を飲み、朝日新

聞ビ ルにある 『アラスカ 』 でワイン グラスを 1頃け

つつ食事をする 、あるいは 中之島公園を散歩する、

というのが僕 のイ メージのコ スかなあ j ( 村型i

藤奮の 『プランタン 』 は当時流行した中 21; 告席を

最初に 設け た喫茶庖であり、 『アラスカ 』 は昭和 6

年、朝日 会館 10!i皆てe 関西初の西洋;料理の本絡的レ

ストランを 聞いた )。

生まれは台湾だけど大阪で育 ったという氏は、

この中之島公闘が 「安らぎの場」 であるという 。

歩いていると 、道の傍らで数人の 人が中央公会

主の油絵を描いている 。

「中之島は、 緑の少ない大阪の 中にあるポケ ッ

きした時、本取材 の目 的である 「発掘」が生かせ トパークと 言 うのかな 、とても 美しい 、紋の12か

るだろうかと少し不安になった 。 なよい風景なんて併すね。昔はちょ っ とした家の応

彩、たち取材陣は、太田氏と夏の風景にな った 川 接聞なんかには、必ず中之島公園の ilH全があ った

24 挫築 と祉会/ 1989年 8 月号

中之島公園を歩〈

向 上

向 上

中央公会堂



園面回E

日本銀行大阪支后

緑に囲まれた東，羊陶磁美術館

川辺の景観

もんです。

これは、 古くから長い年月をかけて、大阪の人が少

しつ' つ紋を f首やし育んでい ったも ので、日本の ウォー

タ フロントのはし りと言えるんじゃないかな 。子供

のじれは中之島へつれ てってもらうのがうれしか った。

太凹氏は目を紺iめ、懐かしそうに諮られる 。 その言

葉の中には、深〈大 i阪を愛する心が! 惑じられる 。

が、その 「よい風祭」であった中之島も、古びてい

る、 美 しくないと 、一時はイメージダウ ンした時期lが

あった。

しかし、時代の移り変わりと大阪市の努力で、中之

島は今、新しい顔にな りつつある 。

市庁舎は新しく建て替えられ 、島とその周辺には 中之

島中央公会堂をはじめ、東洋陶磁美術館、府立図書館や

数々 の庖舗など、保存 ・修復 ・新築により様々な時代を語

るスポ y トが点在し、歩いて楽 しいエ リアになっている 。

「大阪は京都、 神戸と逃い、デートをする場所とい

うイメージが薄い 。 これは 7 ナ の惑さによるも ので

しょうね。7 ナーをよ くし 、美しくすれば、大阪はも

っ とイメージア y プするでしょう」

氏は、 中之島を含めて 「大阪」自 体をアピールして

いきたいと言われた 。

大阪の人は、 中之砧公園の中に、大阪の良さを再「発

掘 」 してほしし、 。 そして、他の地域から米られた人た

ちにも、この良さをアピールしたい 。

「中之島公園は、 今若い 人たちだけでな く、全て の

人た ちに歩いて 欲しいし、 5 年後、 10年後、伊IJ えば銀

婚式の時にも 、ぜひもう 一度歩いて欲しい場所てーすね。

きっとその頃には、その頃な りの趣があるんじゃない

かな 」

時代の流れとともに変わ っ て ゆく 仁 ｾｉ で、そ の 良さが

失われていく場所も少なくないが、中之島はず っとそ

こに存在し、時代の良さを出していくだ ろ う。

夏の 、少し暑い風がl吹く中で 、何人かの若者が木陰

のベンチでくつろ いでいた 。

この場所は、本当に息の長い大阪の阪であり続ける

だろう、という思いが私たちの胸の中に残 った。

土佐堀川ょ η 遠望

• • • • 

と き 平成元年 7 月 12日

ところ 大阪 ・中之島公園

企 画 会 員企画小委員会

Di re c t or  T . A K I KO 

1. Y UK O 

s. Y U K IK O  

Phot gropher  K. I MAI  
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写真展・現代建築と伝統技術一石野瓦工業の仕事一

日11寺 ＱＹ ＸＹ 年 Ｙ 月 Ｕ 日Ｈ刈 Ｍ Ｙ 月 ＱＷ 日 ＨｾｉＩ A. M. l l :  00- P.M.7 :  00 月Rit 休廊

場所 アートスペース虹 075一761 - 9238 京都市東山区三条通けあげ( 都ホテル西隣)

天野山 C.C テラプh ウス ( 写真 東 出 清 彦)

ー ーーー・ ーー一一ー一 一一一一一一一一ー一 一一ーーー一一ー ー一ーーー ーーー ー ・ー ー ー ーーー. . ・ーーーー一一一一一一一一一一一一一一一ーーー一一ーーーーーー- - - 一、

原 風景 と し て の 瓦屋 根

村松 貞 次郎 ( 東京大学名 誉教授)

重厚さと燕風の軽やかさ、鮮やかな色の対比、

日本の文化 を絵にしている。絵と 言 えば、日

本画家 ・福田平八郎の「雨」と題した作品 (1953

年) 。なんでもない桟瓦王手の屋根の一部を大胆

私が東大の建築学科に入学したばかりのこ に拡大しカ ッ トした構図。夏の陽ざしに焼け

ろには、教室の三階、中庭をめぐる廊下廊下 きった瓦の上に 、通り雨か、パ y パラ ッと水

のガラス ・ケースに古瓦の標本がずらりと並 滴が落ちている。微妙な時間の推移を示す雨

んでいた。伊東忠 太 ・関野貞の両先生が蒐集 痕の濃淡、機械的に葺かれているようで、な

された、いずれも由緒正しい逸品ばかり。そ お葺き手の息っかいと手の痕と心の変化 を示

の瓦当( がとう) の蓮華文の花弁を稚い目で している瓦の線。天象、物象、心象を見事に

七 ・八 ・九と数えたり、蕊 ( しべ) の大・ 小 描きき った瓦の絵の名作と私は独りで思い込

を比べたり、華やかなもの素朴 なものの違い んでいる。

に在りし日の古代の伽藍を想像したりした。 大陸起源の瓦を、日本の瓦土と主主き職は、

すごい所に入学してしま ったと 、身も心も引 千数百年をかけてすっかり日本のものにして

きしまる思いを抱いたことを、今もって懐か しま った。端正でしかもふく らみのあ る瓦犀

しく覚えている。私の建築学の入門第一歩は 根は、日本の職人の一途さを示 して、少しの

瓦から始ま ったのである。 だらけもない 。奈良の三輪そうめん 山本の事

交( いら か) の波 と雲の波 務所建築を拝見した時、改めてそれを感じた。

後に、その瓦屋根も十三代 ・三百年の伝統を

高〈泳ぐや、鯉のぼり 誇り、数々の国宝 ・重文の建築の屋根を葺い

文部省唱歌のあの爽やかな風景は、まさに てこられた石野瓦工業の仕事とうかがって、

日本文化の原風景である。利休鼠の屋根瓦の なるほど、流石と騎に落ちたものである。

I NAXギャラリー大阪企画展

「遠藤新展一生誕100年記念っ

会期1 1989年 9 月 5 日(刈- 10月30日(JD

A.M.I0 :  00 - P. M. 6 :  00 会期 中無休

会場 I NAX大阪ショールーム 2 F

大阪市西区新町 1 - 7  - 1  

26 挫築 と社会/ 1989年 8 月号

旧甲子園ホテJ 川西宮)

「エッフェル塔 100年のメッセ

ージ」を大阪・阪急百貨庖で

- 9月25日には講演会も

「エ ッフェ ル塔100年のメッセージ」は、いよい

よこの 9 月の大阪を皮切りに 4 カ月にわた って、

群馬、東京、岩手を巡回することとな った。

エ ッフェル第建造 100周年を記念するこの展覧会

は、エ y フェル塔の多面的な実像と虚像を総合的

に捉え直すことをねらいとし、建築図面、模型、

写真資料、 1889年当時のモード、エ ッフェル塔を

描いた巨匠 たちの絵画、ガラスや金属などによる

エ ッフェ ル塔の工芸ミニチ ュア など、きわめて多

岐にわたる展示内容で構成される。

・会期 ・会場

1989年 9 月22 日 幽 - 9 月27 日制

工芸品 ・絵画等約300点 大阪 ・阪急百貨庖

入 場 料 大 人800向、大学生600円、中高生400円

/1 9 月30 日仕)- 11 月 5 日( 日)

高崎 ・群馬県立近代美術館

/1 11 月18 日出 - 1990年 1 月28 日( 日)

東京 ・東京ステーシ ョン ギャラリー

/1 12月 9 日出- 12月26 日附

盛岡 ・岩手県民会館

- 展覧会構成

I 部 エッフェルとエッフェル塔

エ ンフェ ル塔が出来上がるまで。ギュスターウ ・

エ ンフ ェルの仕事を振り返る 。

11 部 1889年エッフェル容のパリ万博

1889年のパリ万博の熱気を再現。モーパ y サンや

テe ユ7 ・フィスなどの知識人からのエッフェル塔

建設反対や、パ リ万博におしかけた群衆を捉え、

世相 ・風俗をモードや写真、工芸 品などから見る。

111部 画 家 た ち の エ ッ フ ェ ル 浴

エ y フェ ル塔を題材とした絵画 ・版画 ・写真 ・映

像を展示。 ドローネ一、シ ャガール、デュフ ィ、

ユトリロ、ビュ ッフ ェらの名作。

19日目年， ｾリ万憾の全景

なお、上記 fi i : しに弘|み、 ( 七u 日本建築構造技術

者協会関西支部設立を記念した講 ilii 会も閑 IWされ

る。詳細と申し込みは同協会関西支部半務局 い11

的処築桃ji i研 究所 06ー 231- 3112) へ。

と き 1989年 9月25 日(JJ) 16 : 0 0 - 18 : 00 

ところ 東洋ホテル『葵の附]J ( 人; 阪市北区山崎3- 16- 19)

テーマ 塔の思想/ 原広司 (束Jj( 大ザ教校 )

塔のテクノロジー / 金多潔 ( j ;i; r.J I大ザ教1'2 )

定 只 150名 ( 入場無料 ・先7i'i'l 1凶)
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E 書調目

文庫 3題

物 ・ 名 物 無 名 物 ・甘 い も の の 話 等 、 常 日 頃 、 何 と

な く う ろ お ぼ え に 、 勝 手 に 、 江戸 の も の ・東 京の

も の と 思 って い る こ と ど も の ル ー ツ が さ り げ な く

ｾ Ａ ｾ＠ 1. . 、てあ ったリ、ちょ っ と し た 発 見 が 楽 し L 、。 明

治 の 東 京 語 の な か に " 呉 人 館 仰 を み つ け て 少 し 続

いた 。 東 京 に も 、 築地 に 居 留 地 が あ ったのだ、 r l明

治 め 東 京』 に 、 こ の 居 儲 地 の こ と は 幾 度 か テ ー マ

と し て 登 場 、 今 と な って は れ 重 な 証言 である 。

す っ と 現 代 に 飛 ん で し ま う が 、 ま だ す 号 〈 、 こ

れ か ら が 本 番 の 直 木 賞 作 家 、 杉 本 章子 さん の r :qミ

会 ぬL す え

京 新 大 儒 雨 中 図 J r名 主 の 荷」 等 に も 問 機 な 説 後

の す が す が し さ を ! 感 じ た こ と を 、 ふ っ と 思 い だ

した 。 そ の こ と は さ て お き 、 本 誌 の 読者ー の 大 半

が |則 酋 在 住 の 人 々 で あ る こ と を ふ ま え て 、 あ え

て 辛 口 の 発 言 を さ せ て い た だ く ー 。 こ う い っ た

テ ー ? の 好 エ y セ イ を 読 む j支 に 、 大 阪 に も 同 憾

な好 ｉ ｬｩＱ￮ ｭ がないものかと時 ＱＵ Ｑ ｾ っ て探し求めたこ

と も あ っ たが、 111' 今 は こ の 純 の 好 者 の な い の が

関 西 、 わ け で も 大 阪 と 、 や や ひ ら き な お っ た 気

持 で ある 。 地主主沈下、特に文化的な，ｬ，ｾ絡が弱い

と い う こ と は 、 こ う い ったエ ンセ イ の 生 ま れ る 余

地 が な い こ と 、 こ の あ た り の 大 阪 の 状 汎 ・I!Il U;t を

し か と 反 省 し な け れ ば い け な L 、。 繰 り 返 し に な る

が 、 好 エ ッセ イ が な い の で は な く 、 エ y セイ の 生

まれる社会的 Ｂｈｾ がない、これは大変なこと、ち

ょっ とやそ っ と、小手先の納l工 で ど う こ う な る も

の で は な い 。そう認識したうえで、それでも、なお、

大阪に生きてゆくあなた、大阪を笈ーするあなた、

ひ と り ひ と り が 、 い ま な に を な す べ き か 、 と い っ

た 設聞 に き ち ん と 答 え る と こ ろか ら 、 点 の 大阪t J J

建はスタートする ので し ょう 。 それは ＱＱＱ Ｇ 今 ， ｬ ￯ｾｾ に

な って い る よ う な 華 や か な も の でも、 月 わ つ いた

もの で も な く 、 地 道 な 気 の 泣 くなるよ うな努力、

大 阪 に 生 き 、 大 阪 を 愛 す る 人 々 の み が な し う る こ

とて"はないて“ しょうか。

と ん だ 方 向 に 、 話 し が 特 く る し く な っ て し ま い ま

したカf 。

*  

文1i 11. 3 題 等 と や や くだ け て 、 結 局 は 科 技 文1，11を

3  11せというのは、なんとも 玄ーの ない ifi 1iだ が 、 ぷ l立

に 1m白か っ た。 111'今 の 文 庫 本 、 ブ ム を 飽 え て 、

旬月典 Ｇ ， ｩￎｾＧ な量の新刊舎が発行されつ つ あるが、 Ｑ Ｑ ｩ

が多すぎるせいか、Ｎｲ，Ｇｩ刊で ｈ Ｚ ｾ 版 が かえ っ て Ｗ ン ネ

リ化し つ つ あ る 。 そん ななかて回岩 波 は け っ こ う<ll

Ｑｬ ｾ っ ている、ユニ ー Ｗ である 。 本記さ んへ 立ち寄

られたお りに は 、 文 庫 本 の コ ー ナ ー を 比 て い た だ

きたし、 。新 f lJ のタイトノレ・カパ のコ ピー を ｉｉ ｪｾ め

ているだけでも、 11寺ft のトレンドカずわ か っ てくる

よ う な 気 が す る 。

( 書評委員 ・坂 倉 建 築 研 究 所)
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に し ん ど い が 、 し み じ み と 勇 気つ' け ら れ る も の が

会 ぜ

ある 。 何故ー・ ・0 ・・、 藤 森 さ ん の 解 説 は 、 そ の あ た り

のことを、現ギ" の視点て¥ 日月({(I [に 論 じ て い る 。 そ

の視点がすばらしし、。 今 先 生 と 藤 森 さ ん の 視 点 が

同 じ 高 さ で あ る 。 こ の 項 、 あ え て 説 明 さ せ て い た

だ く と す れ ば J 、日 本 の 民 家 砂 に つ い て 舎 か れ た 段

初 の 本 で あ る 今 先 生 め こ の 本 の 特 長 は 、 「民 家 と い

う存在をノト宇 宙 と い う か 全 体 と し て 記 述 し た こ と

だろう j r地 理、家屋、生活、人 l湖 、 そ れ ら の 関 係

を 明 快 に 解 き ほ ぐ し な が ら 、 そ れ 等 が一 緒 に な っ

て 生 れ て く る 全 体 性 を 描 < j ところが、 「このよう

な 民 家 の 記 述 は 、 そ れ 以 後 の 民 家 の 研 究 か ら は 現

わ れ て こ な い J そ れ ど こ ろ か 「単 純 に 言っ てしま

え ば 、 今 相 次郎 は 、 そ の 後 の 民 家研 究 の 中 で 孤立

してゆく 。 彼 の や り} J の 特 質 は 、 民 家 を 一 つ め 全

体 と し て と ら え よ う と し た こ と で 、 つ ま り民家と

いう 〈総 〉 を生活という く中 味〉 と 不 可 分 の も の

と し て 猫 こ う と し た わ け だ が 、 こ こ が 無 視 さ れ て

ゆく 」 藤 森 さ ん の 解 説 か ら の rJ l 用が長くな ってし

ま っ たが、今回、 『日 本 の 民 家』 を 読 む こ と の 意 義

は この一 点 に あ る と 言っ ても illi 言 で は な い 。今 先

生 の 時 代 、 そ れ は 大 正 デ モ ク ラ ン ー の 時 代 で あ っ

た。 その後の民家研' 先の進路は、その後の日本の

進 路 と オ ー バ ー ラ y プしてゆく 。 民 家 研 究 だ け で

は な い 、 建 築 全 般 に 、 い や 、 社 会 全 体 に 今 先 生 の

視 点 が 失 な わ れ て ゆ く の が 、そ れ 以 後 の 時 代 の 流

れ で あ った。 昨 今 、 よ う や く そ う い った 傾 向 を 反

省 、 新 ら し い 作 法 を 模 索 す る 時 代 に な りつ 、 あ る 。

そ れ が21世 紀 へ 向 け て の 新 た な 展 望 等 と ラ ップし

て、ちょ っ と し た ブ ー ム で も あ る 。

藤 森 さ ん は 、 そ う い ったブームとは関係なく、

今先生の視点に独自のノレートで到達された 。 さら

に 先 へ 進 も う と し て お ら れ る 。 建 築 を 越 え て 多 く

の 分 野 の 人 々 が 、 藤 森 さ ん の悦 点 に 共11息している

が、 これを - 11寺 の ブ ー ム に 終 ら せ る こ と な く 、 今

度 こ そ は 、 大切 に 批 げ て ゆ か ね ば な ら な い 、 続 け

て ゆ か な け れ ば な ら な い 。 す で に F 日 本 の 民 家』

を言売まれた方も. この解説だけはMi : んでほしいな

ど と 書 い た が 、 や は り 、 本 文 も 読 ん で ほ し い 。 そ

し て 、 こ の 暑 い 夏 に こ そ 考 え て ほ し い 。

『明 治 の 東 京 J ｲ ｩｾ 木汗 ｩ 方向ｊｩ鍛Ｎｭ ｊ 共に、カバー

に ひ か れ て X:i っ た よ う な も の だ が 、 鏑 木 清 方 さ ん

の 視 点 が 、 今 先 生 の 視 点 と 重 な って 興 味 深 い 。 2

冊共 に 東 京 を 中 心 に 著 者 の 生 活 を 綴 っ た も の で あ

る がY 明 治 の 東 京 」 は 、 明 治 、 そ れ も 舞 台 を 東 京

も下町 を中 心に 、 郷 愁 を 誘 う エ y セ イ を 収 録、 「随

筆 集 」 の 方 は 、 元 旦 か ら 大H駐 日 ま で 、春 夏 秋 冬 四

季 折 却の風物への想、、をつつ'っ て 、 明 治 か ら 昭和

へ と 、 話 題 の 幅 も 広 が っているが、テ- " 7 はやは

り東京である 。 明 治 の 東 京 語 ・明 治 以 来 東 京 の 名

岩 波 文 庫 て ¥ 今 和 次 郎 先 生 の r 日 本 の 民 家』 が

出版されるという 。 3 月 末 の 新 聞 広 告 を 見 て 、 す

で に 読 ん だ 本 、 所 蔵 し て い る 本 で は あ る が 、 つ い

つ い ほ し く な ってしまう 。 p p  <ポ リプ ロ ピ レ ン 〉

の 薄 膜 は りつけの表紙カバーは、一見野手下なよう

で し ゃ れ て い る 。 こ の 本 の 場 合 は き っ と 今 先 生

の ス ケ ッチ な ん だ ろ う な ・等 と 考 え は じ め る と も

う止まらない 。 さ り と て 、 い ま す ぐ に と い う ほ ど

でもなく 、 何か の つ い で に 紀 伊 国 屋 へ 寄 った の は

4 月 初 旬 、 驚 い た こ と に は 『日 本 の 民 家」 売 切 れ。

名著ではあるが地味なこの本が売切れとは・・・ 。 こ

う な る と 、 ど う し て も ほ し い 。 そ の 月 の 終 り に よ

う や く 入 手。文 庫 本一 i舟の割l に は お お げ さ な 話 に

な ってしま った が 、 ね の 本 は 第 2 .¥Jl IJ であ った。 つ

い で に 、 カ バ ー の 美 し さ に ひ か れ て 、 や は り岩 波

文 庫 の 鏑 木 消 方 者 r明 治 の東 京 』 と r鏑 木 消 方|地

主. mJ を買う 。梅 雨 のイ咲から 初 夏へ前l って 、 お り

に ふ れ 、 こ の 3 附 をひもどく 。 いずれも涼を呼ぶ、

ひ き か た ぷ りのすがすがしし 、読 後 感 で あ った。

r 日 本 の 民 家』 カノ〈ー は 、 想 像 ど お り の し ゃ れ

た! 感じ 。 買 って は み た も の の 再 読 の つ も り は な か

っ た。 ハ ン デ ィ な 本 だ か ら 手 元 に 置 い て 、 ご く た

ま に 、 今 先 生 の 達 者 な ス ケ y チ を 楽 し も う 、 そ ん

な 気 持 で カ ノ〈ーのコピーを読む 。 解説の藤森! 阿倍

さんの名前が新鮮、 19頁のちょ っ と し た 論 文。 こ

れ だ け は 読 も う と 頁 を め く る 。

藤 森 さ ん の 解 説 は 、 こ れ 迄 の 今平日次郎論とは 一

味 巡 った切 口 が 興 味 深 し、 。 す で に r 日 本 の 民 家』

を読まれた方もこの解説は是非読んでほしし、 。 解

説 に ひ か れ て 、 本 文 を 再 説 、 カ バ ー の r 考 現 学 の

自IJ始 者 と し て 知 ら れ て い る 今 和 次 郎 ( 18 8 8 - 1973)

に よ る 日 本 民 家 に つ い て の 簡 潔 な 入 門 合。 大 正 年

問 、 柳 田 国 男 ら の 手 引 で お こ な った民家調査ーにも

とづr，、て舎かれたものだが、 村 の 人 々 の 日 常 生 活

を含めて 摘 さ だ さ れ た 民 家 の 小 宇 宙 は 、 し み じ み

と し た 郷 愁 に 満 ち て あ た た か い 。 著 者 自 身 による

スケ ッチを 多数 収 録。( 解 説= 藤 森 照 信 ) j というコ

ピー以上の説明を、あらためでこの名' : " i ' に加えよ

う と は 思 わ な い 。 然 し 、 貞 を め く る に つ れ 感 じ た

今 先 生 の や さ し さ 、 慈 く し む よ う な 眼 差 し 、 そ し

てなによ りも、水 平 に 物 事 を 見 る 目 、 そ の 天 衣 無

縫 ・純 真 と し か 言 い よ う の な い 姿 勢 に 玖 の さ が る

思 い 。主主築家 ・研 究 者 ・学 者 等 を 志 す 者 は 、 本 来

こ う い う 観 点 で も の を 見 る 目 が 必 要 、 そ ん な こ と

は わ か りき った こ と で あ り な が ら 、 現 実 に は そ れ

がむつかしい、 いや 、 そ ん な 干見点でものを見る自

が し だ い に 失 な わ れ つ つ あ る の で は な い か 。

今 先 生 の 本 を 読 む た び に 、 い つ も 同 じ 思 い に か

ら れ る が 、 叱 ら れ る ・激 励 さ れ る と い う 感 じ で は

ない、も っ と自然、な雰閤気である、だからよけい

隆 信太 田



大 博覧会レポ ート

ｲＧＸＹｾ［ 毎と島の博覧会・ひろしま」の紹介

熊 野 勲

r '39海 と 島 の 博 覧 会 ひ ろ し ま 」 が 広 品 市 の メ

イ ン 会 場他 沿 岸 鳥 しょ音1123会 場 で 、広 域 回 遊

史 博 覧 会 と し て 7 月 8 日か ら開 催 さ れ ま し た 。

メイン会場は、面 干 ｬｾｴ 約 ＲＴ ｨ ｡ 、ここで也Ｚ界の海

とJ誌 の 魅 力 を 疑 似体 験 さ せ 、 広 島 県 沿 岸 品 し

ょ音I1の 東 西 100 キ ロ の 悔 域 て 件i!i 戸 内 槻 を 現 代

リ ソ ー ト と し て 笑イ本験 さ せ る 計 画 で あ る 。 こ

の レ ポ ー トでは 、 広 島 空 港 か ら 大 回 川 放 水 路

を 隔 て た 対 岸 に 位 置 す るメイ ン 会 場 に つ い て

触 れ てみる 。

南 北二 つ の ゲ ー トは、楽図 へ の時ILifEf. の 入 口

として 、 ノ ア の 箱舟 を 再 現 し 、 海の ロ7 ン ロ

ー ド の プ ロ ロ ー グ と し て {立置付 け て い る 。 止

の上にあるゲートをくぐると会場の) i を 山め

る 広 大 な パ ラ タ イ ス オーン ャ ン ( 人 工 の 海 )

が 広 が る 。 inょの上には 、オ ーシ ャ ン ク ルー ス;

.. 
ー ー

「ヒ'ッグシェルJ (設計 左高啓三) + r夢アジアJ (設計 元倉真琴)

ー

の ボー ト ( 40人 乗 ) が 行 き か い 、主主には、高 復 元 j主唐使船を展示したノ マビ リオ ン等がある 。 る。 水 際 に は 、 流 れ と 渦 を 表 現 し た 「夢 ア ジ

さ3 0 m長さ 6 4 0 m3人 乗 り の青 い ス カ イ キ ャ ヒ ー 希 望 の 楽 園 ー ア J ( 設 計 一 元 倉 J 'f 琴 ) が 白 い 姿 を 見 せ て い る 。

ンが 見 え る 。 こ の 海 を 取 り 巻 く よ う に 世 界 の 瀬 戸 内 海 を イ メ ー ジ さ せ る ゾ ー ン で 海 辺 新 し い ア ジ ア を 食 事 ・物 版 ・催 事 ・展 示 で 絞

七 つ の海と J誌 を 楽 園と み た て て 配 置 し 、 楽 閣 は 岩 浜 や砂 浜 で 仕 上 げ 、 テ ー 7 カ ラ ー は 緑 で 合 的 に 紹 介 す る も の で 中 に は 、 日 本 建 築 協 会

ごとに 、パ ビリオン、飲食、遊具、休氾! 等の ある 。 自 然 へ の 回 帰 を テ ー 7 と し た 日 本 初 の 会員でもある土屋む; 満の導入音I1の 深 海 の シ ン

地 設を自己し 、 そ れ ぞ れ の テ ー マ カ ラ ー を使 っ 木 造二 方 向 吊 リ 屋 似 構 造 の r ' 7 ーメイドボウ フ ォ ニ 一 、 テ キ ス タ イ ル の ジ ョ セ フ ィ ー ヌ ・

た メ ー ン フ ラ ッ ク ( デ ザ イ ン 一編 凹 繁 雄 ) ヵ、 ル J ( メ イ ン ス テ ー ジ 、設 計 一 諜祥 栄 + フジ コ7 ラ 、 フ ァ シ ョ ン の ド ワ ン ジ ッ ト ・ハウス、

は た め い て いる 。 見学ノレートは、メイン導線 タ 工 業 ) が 搬 に ま た が り 株 台 は 水 上 、 観 客 席 チ ョン ・キジャ、ファティ 7 ー ・ア パ ン ・サ

とは 別 に 、 海岸 沿 い に 設 けた 「海 の ロ マ ン ロ の 背後 は 傾斜 の つ い た 人工 芝 の 広 場 を 設け 立 ウ フ ィ 、 イ ワ ン ・チ ル 夕 、 家具 の プ ラィ ・7

ー ド」 もある 。 見! 常 に も 使 え る も の と し て いる 。 ま た 、 玉 手 レー シ ア 、絵 画 の 徐 建明 、 紛 谷幸 二 、喜 多俊

楽医l ご と に ポ イ ン ト を 紹 介 す る と 、 符1を 結 ん で い た 「ひも 」 を オ ブ ジ エ 化 し た 浦 之 、 小谷 育 弘 氏 等 今 、 そ して 明日 の ア ジ ア を

ー情 熱の 楽 園 ー 烏 太郎 のレストノ 守一 ク 等 が あ る 。 代表する芸芸術家カ、新 し い ア ジ ア の 夢 を 持 っ て

地 中 ihf. を イ メ ジ さ せ る ソ ー ンで 、 海辺 は 一 発見 の楽 園 集ま っ ている 。 小 高 い 丘 の上 に は 、 |霊鳥の卵

石 浜 で 仕 上 げ 、 テ ー 7 カラーは，かである 。 北 エ ー ゲ 海 を イ メ ー ジ さ せ る ゾ ー ン で 、 海 辺 をオブジ ェ化 し た シ ン ド パ y トの レスト パ ー

ゲー ト正面は 、 木の 床 を 張 った 泌 を 設 け 、 そ はコンクリート議岸、 丸 太と ロー プ の 手すり クがあり、ここからは、会場全体がf府H敢できる。

の前 の ili f. 中 に は 、 ポ ー ト モ ニ ュ メ ン ト の 「縦 」 で仕 上 げ 、テ マ カ ラ ー はキ" である 。 海は、 一 創 造 の楽 園 ー

( 中 匡lの 伝 説上 の 魚 、デ ザ イ ン 一栄久! 奄悠司 ) ' 7 リー ナ と し ヨ ッ トや ポー ト等 が 浮 か ぶ 。 南 北海・ バ ル ト 海 を イ メ ー ジ さ せ る ソ ー ン で 、

が は ば た い て いる 。 ま た 、 シ ン ボ ル タ ワ ー と ゲ ー ト 正 面 の 白 い 木の 床 を 帰 っ た 港 に は 、 ポ 浜 辺 は 11員水 を使 っ た 水 遊 び の 出 来 る 親 水 公 陸l

して高さ 44 mス テ ン レ ス 鋭国 仕 上 げ の 「ノマラ ー トモニ ュ メ ン ト 「愛と平和 J ( 若 い 恋 人 達 ・木 杭 護岸 ・レ ンカ 敷 等 で 仕 上 げ 、 テ ー マ カ

タ イ ス の 浴 J ( テ ザ イ ン ー アレ y サンドロ・ の 一 体 像 、 デ ザ イ ン レイモン ・ペ イ ネ 〈フ ラ ー は 背 で あ る 。 西 ド イ ツ か ら や っ て き た ビ

メンディ ニ ( イタ リア ) + 小 林紛 美 子 ) 、七つ ランス > ) 、 水 と光 とを使 っ た ビ ー ナ ス の レ ス ア テ ン ト は 、 約 100年 前 に 製 作 さ れ た 二 つし

の ロ7 ン ロ ー ド レ ス ト パ ーク ( デ ザ イ ン 縞 トパ ー ク や プ レ イソ ー ン 等 が あ る 。 か残 っ ていない ｩ ｾ ｩＺ 重なアン テ ィー クテ ン ト で

田 繁 雄 ) の 一 つ 望 遠 鏡 を 非 日 常 的 スケ ー ルで ー伝 説 の 楽 園 ー 外 壁にはアーノレテコ翻の装飾 が 施 こ さ れ て い

オブジ ェ化 し た 7 ル コ ポーロレスト パ ー ク、 南 太 平 洋 を イ メ ー ジ さ せ る ゾー ン で、 海 辺 る。 又 、 女 性 の な 見 を 聞 い て 女 性 テ ザ イ ナ ー

青 い 波 と 白 い し 」、き を 表 現 し た 高 さ 31 m 延 面 は 砂 浜 で 仕 上げ 、 テ ー 7 カラ ー は 茶 で あ る。 が 設 計 し た 「レ テ イ ス トイレ 」、巨 大 な 靴 を オ

綴 2 ，300m'空 気 股構 造の 「ピ ンクウ ェー フーJ ( テ { 沙浜には、 巨 大 な 貝 殻 の 形 を し た 欽 骨 ラ チ ス ブジェ 化し た ガ リバ ー の レ ス トパ ー ク や プ レ

ー マ 展 示 館、 設計 左 高 啓三 ) 等 が あ る 。 梁 + サ ス ペ ン シ ョ ン 膜桃 造 の 「ビ y クシェル」 イゾ ー ン が あ る 。

一 冒 険の 楽 園 ー ( テ ー 7 映像館、 設 計 一 友 商 啓三 ) や 、 地 球 儀 会 場 を ぐ る っ と ひ と 回 りす る 道 は 、 起 伏 が

カ リフ海をイ メー ジ さ せ る ソ ー ン で 、 御辺 を オフジ エ化 し た 7 セ ラ ン の レ ス ト パ ー ク が あ り 、 次 の 楽 闘 が わ か ら な い よ う 計 画 さ れ 、

は 砂 浜 で 仕 上 げ 、 テ ー 7 カ ラ ー は 裁 で あ る 。 ある 。 ま た 、 対 俸 の 発 見 の 楽 園 を結」、「世 界 他 に も 、 随 所 に 演 出 施設 な ど を 配 し 篤 き や 楽

ビー チ 右 視 台 、 シ ャ ワ ル ー ム 、パ ラ ソ ル 、 を つ な ぐ 申告 J ( テサi イ ンー サ イ ト ク ル ー プ〈ア しさ を 感 じ さ せ る 仕 掛 と な っている 。 また、

デ ッ キ チ ェ ア 一 等 で 海 水 浴 場 を 思 わ せ る 水 遊 メリカ >) ヵ、かか り涼 感 の あ る す ば ら し い 景観 海 に 映 る 夜 景 も 格 別 の も の が あ り 、月 ~ 木昭

び の で き る 親 水 ビ ー チ 、海が害11れ て 道 が 出 来 とな っ て いる 。 日 は 午 後 911寺 ま で 、 金 ~日 曜 日 は 午 後 10時ま

る 「ウ ォ ー タ ー レ イ ン ボープリ ンヂ 」 、ト ス ー 神 秘 の楽 園 ー で 、 ナ イ ト タ イ ム と し て 割 引 制 も あ る の で 、

カ ネ リ の地 図 を オ ブ ジェ 化 し た コ ロ ン ブ ス の ア ジ ア ・太 平 洋 を イ メ ー ジ さ せ る ゾ ー ン で 、 納 涼 に は 最 高 で あ る 。

レスト パ ーク 、 博 覧 会 初登 場 の デ ィ ス コ 館、 海 辺 を 砂 浜 で 仕 上 げ 、 テ ー マ カ ラ ー は 紫 で あ い まの いきお/ 財団法人 '89i 障と島の博覧会協会会場計画課長)
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人々 lこ「熟成したゆとりと深い昧わし'J を与

える北欧の建築文化が生んだ、世界のブラ

ンドにべルックス」。

厳選されたしなやかな天然素材のルーフ

ウインドウが、自然環涜に溶け込んだ快適

な生活空闘を演出します。

- あらゆる屋根材に対応。

. スウェ ーデン産バイン材、アルミ外装

板で複われた外枠。

. ペアガラスを標準装備。

・外側カヲス而の清掃可能〈中車Ih反転式〉。

. 窓を閉めたまま換気が可能。

. ブラインド、開閉キットなど の多彩な

オフ。ション

. お求めやすい仰i絡

￥48，000- ￥101 ，000 

(i'ru拘I え、述送'Pi 、消費税込) 。

m図 日本ベルックス株式会社

本社/ 干 150 東京都渋谷区千駄ヶ谷トト 14 ホアリーナビル 3 F  TEし 03(478)8141聞

大阪/ 干532 大阪市淀川区西中島3-10-13 物産ビル 2F  TEL.  06(300)5036附

札幌/ 干003札幌市白石区本郷通7南 3-15 シティスカイコー卜 2 F  TEL.OII (864)4761附



より安全に・・・・・- 軽いタッチで・・・. .  .  

- フラットな床面

ハンガー式なので、床にレー

ルが無くストレッチャーや、

車惰子の出入りがスムーズで

つますく心配もありません。

30 也 築 と 社 会/ 1蜘 年 8 月号

4!1! 

， 

- 間口か広く取れます

片引きで有効関口幅1250噺

( 標準寸法) 取れる為、ベッド

やスト レッチャーの通過が楽

にできます。

- ブレーキ装置

圧縮されたがスシリンダーが

レール側に取付けたラックギ

ヤとかみ合ってその反力を利

用し、閉鎖速度を制御しまま己

圏

DOORS &  HARDWARE 

株式会社ベスト

- 本
社 l 東京都千代田区御国紺屋町41

| 干 101 TEL. 03- 257- 7700 

・大阪后 |大阪市天王寺区上本町9-3-7

| 干543 T  E  L. 06-779-7004 

・ベスト青梅 |東京都青侮市新町 2 2  2  0  

l 〒198 TEL. 0428- 31- 7201 

・営業所 |神田后 ・西東京庖 ・関東后



「フラミンゴJ カル ダ一作

特 集

建築とア- t

本特集企画・計画系ー建築一分科会

加藤晃札首長印附英. 上杉秀防、 北村 潤 、 簡 閲 堅二、

庄野利得、西川純一、iiij 川治彦. 牧野由美子、 三宅 淳、

山中 恵子. 山本 医、矢野総芳

本特集( 肩、アート作品買) レイアウト ー牧野由美子

アート作品

八木 マリヨ 彫刻

吉 田 和 央 彫刻

内 田 晴 之 彫刻

京 の コスモ ス

ROUND L A ND 

POSI TI ON  

北 山 善 夫 彫 刻

高 田 洋 一 彫 刻

まず、ど う始める べ きか

風の回廊

車 季 南 彫 刻 風

児 玉 康 兵 彫刻 三想

山 田 幸 作 彫 刻 猪名川町立ふるさと館

モニュメ ント

WAVE  MOTI ON'87 

月と一羽と

清 水 柾 博 彫 刻

川 島 慶 樹 彫 刻l

曽 我 孝 司 彫 刻 動力質・柱INGEN-Y A 

松 井 智 恵 イノスタレーンヨンR OGNOZ Z O

中 西 畢 オ ブ ジ エ 偉大なる Rocki n' man 

立花江津子 ステインドグラス マ リ ア の ロ ー ザ ス

山 口 一 城 ステインドグラスサ ッポ ロビール園照明器具

草 間 諮 雄 タペスト リー ラ ン ド ス ケ ー プ

河 崎 晃 一 レ リ ー フ 然 - Condi t ion

中 島 一 平 レ リ ー フ Car d bor d chi ps 

wor k  vol .3 

槍文

方舟に集まった影たちの過去

一歴史からみたアートと建築の接点一

高 橋 幸 次

建築とアートの関わり

一建築からみたアートと建築の接点ー

遠 藤 剛 生

「建築美術」の条件

一美術からみたアートと建築の接点一

今 井 祝 雄

レポート

建築とアートの出合いー神戸国際会議場

田 中 直 人

建築とアートを結ぶ媒体としての詩

ーオフィスビルとスポーツメーカー研究所

プ ロ デ ュ ー サ ー 紹 介

西武百貨庖っかしん庖美術サロン

渡辺石彫事務所

資料蝿供

西武百貨! 占っかしんJ ，I ; 美術サ ロン

A D  &  A  

渡辺石彫事務所

天野耐l廊
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建築と

ア…わ

京のコスモス

彫 刻

主な材料 玄武岩、黒御影石、ステンレススティー

ル、 グラスファイバー照明、噴水装置

建築名称京都府総合見本市会館

所 在 地 京 都 伏 見 区 竹 田 中島場端町

最 寄 駅 近 鉄 竹 田 駅

私の環境芸術は、ときとして建築、造闘、土

木修景、地域計画にまで拡がります。

宇宙 ・地球 ・その生 命の力 ・不努l議なる世界

ＺＺｲＮｦＮｉｬＭｾ Ｍ

・神秘と源泉か ら、こ の美 しい磁場を創り出

す試みです。 この美 を、 美 しいと感じること、

その感じた こ とを 手の ひらで、やわらかくあ

たためることは、人間の精神、 生 き方に大き

な影響をおよぼします。 この よ うに、人間の

精神を高揚し、精神 商での快適さを生みだす

ために、象徴的に空間表現することが、環境

芸術の役害IJ と考えています。

ハイテ y クな者11会の 中で、風 ・光 ・水・ 土が

いかに神秘的な力を秘めているか… ・・- 地球

の果てしなさを感じとれるよ うな、環境彫刻

が私のテー 7 です。 ( 八木7 リヨ)

1970年 京都市立芸術大学環境デザイン科

卒業

縄彫刻パ フ ォ ー ? ンスを手がけ、 地域計画か

ら環境彫刻を 制作。 園内および圏外の展覧会

に選抜、巡回。 スイス、メキシ コなど美術館

に所蔵多数。

1973- 1976年 環 境 照 明 器 具 「 ガ ル ポ シ リ ー

ズ」開発、イタリア ・グ ソドデザ

インに選定

1986年 カナダ ・パンフア ートセ ンタ ー

カナダ政府客員芸術家

1988年 カナダ ・コ ンコルディア大学 客員

教授

〔主なf士司王〕

イタリアポ ローニ ャ銀行 ・糸の シャンデリア

照明

藤井寺市民総合会館・レリーフ彫刻

伊丹市運動公闘 ・Prt 水彫刻

作州武蔵カントリークラブ ・沌石彫刻及び池

っかしん ・噴水広場及ぴ流れと石彫刻

上新庄 コスモシティ森林公闘 ・遊具彫刻

京都府立総会見本市会館 ・噴水彫刻 など。
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八木マリヨ



吉 田 和 央

微量三 制 松 徐

建築と

r…ふ

R OUND L A ND 

彫 刻

主 な 材 料 鉄

建 築名称、 R A P A  1st 

所 在 地 京 都市北区北山通徳物聞北 門 前

最 寄 駅 地下鉄烏丸車庫駅

「スギタルハオヨパザルガゴトシ」

過激、過剰なも のが求め られる時代であるか

も知れないが、諺の意味するところはバラン

ス感覚である 。

黄金分割は目に心地 よく 、和音は耳にやさ し

し、。

熟成した酒は舌の上でまろやかにー一。

これらが訴えかけてくるものは、それぞれに

そこそこ 、というバランスなのである 。

そこそこなどと 言 うと過激なアーテイストか

らケーベツされそうであるが、こ のそ こそこ

は決して安定したものでなく、変化する中で

の一瞬をと らえてお り、 つな渡り 的で快感な

のである 。

建築とアート、出会いはすなわち、つな渡り

的 快 感 /

( 吉国平日央)

1949年 大阪生 まれ

1975年 多摩美術大学大学院彫刻l科修了

1972- 1982年 二 科 展 出品

1974年 二科展特選受賞

1975年 向上銀賞受賞

1979年 同上会友賞受賞

1979- 1989年 現 代 日本美術展 、現代日本彫

刻展

アー トナウ '84、'85

大阪現代ア ー トフェア

A D & Aギャラ リー個展

番画廊個展

1989年 和歌 山朝日 ピル* 彫刻l丸い 鳥。

制作

心斎橋ア ンデ コール ・アデンダ

環境造形
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建築と

ア…わ

内 田 晴 之

POS I T I ON 
故近は、彫刻に限らず、ア ー トを建築空!日lに入れる事が以 1952年

前より多くな って いるように思 います。 1975年

アートを入れる事によ って、建築やその空間1が、より魅力

的になり、又その逆も 言えるような出会いが、建築とアー 1976年

静岡県生まれ

第30回行動美術展出品以後毎回出

回

目日

京都精華短期大学立体造形科卒業
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建

ポ
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主な材料 アルミ合金 、マグネント、鉛

建 築 名 称 芝浦スク ヱアビJ レ

所 在 地 東 京 都 港 区 芝 浦4- 9

最 寄 駅 J R 田町駅
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北 山 善 夫

1948年 滋賀県 ・八 日市市生まれ 1987年 北山善夫 ・剣持和夫展 ( お茶水 ス

1979年 靭 (大阪 ) ギャラリー個展 クエア ・アート プラ ザ)

ギャラリー射手座 (京都) 個展 1988年 アン リー ・ギャラリ ー( 米 国) 個展

1981年 ギャラリー 16(京都 )個展 1989年 プラン ツプレ ・ファ ブリ ック クン

1982年 村松函廊(東京 )個展 スト ホーレ (デ ンマーク ) 個展

ヴェネ ツィ ア ・ビエ ンナー レ展'82

カーネギーイ ンターナシ ョナル展 建築とアート によ って実現 きれ る空間 は、ふたつが出会い 、

1983年 日本現代美術展 r 5 人の現代作家 協力し、そし て共闘して創り上げ る新た な作品であり たい

達」 と思います。建築のた めのア ート ではなく 、アート を見せ

第 2 困パング ラデイ y シュ・ビエ るための建築でもなく、 建築家と 美術家が、それぞれ作家

ンナーレ展金賞受 賞 としてかかわ りあいなが ら、建築とアー トとでしか表現 出

1984年 今日の造形・木と紙 「自然との対 米な い作品を共作する こ とを考えてゆきたい と思います。

話」展 ( 北山 善夫)

建築と

ア…わ

まず、どう始めるべきか

彫 刻

主な材料竹、 紙

建築名 称 草 月 会 館

所 在 地 東 京 都 港 区 赤 坂7- 2- 21

最 寄 駅 地 下 鉄 赤 坂 見 附 駅
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建築と

ア…わ

風の回廊

彫 刻

主な 材 料 アルミニューム、ステンレスパイプ、鉄

建 築 名 称 天神 M Mヒ.ル IM S

所 在 地 福 岡市中央区天神| ー7一 川

最 寄 駅 西 鉄 福 岡 駅
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高 田 洋 一

私の作品は室内のわずかな空気の流れに反応して、ゆ っ く 1956年 生まれ

りと潔うように巡動する 。人が行き来する程度の風で「爽 j 1979年 大阪芸術大学美術学科卒業

は動き始める 。 人は意外なほどに自分が環境と深く |剥わ っ 1981年 第 15回「現代日本美術展」大賞

ていたと気づく 。 1982年 第 14回日本国際美術展

者11市化が進んだ結果、我々常に自然から隔離された状態を 「現代紙の造形一 日本と韓国一」

余儀なくされている 。 1985年 個展ギャラリー上回ウェアハウス

これか らの建築家と彫刻家が考えていかなければいけない (東京 )

のは、建築がどれだけ自然との回路を持てるようにしてい 1986年 個展ギャル リーユ 7 ニテ名古屋

けるかだと思う 。 自然との様々な体験を屋内で再構成する 1988年 個展現代彫刻l セ ンター( 東京)

ことがどれだけ可能になるかで、我々のストレスの苓fi'! :li¥:

は大幅に減少することになる 。

今後、彫刻と建築は大きなひとつの装置として計画されて

いくだろう 。 ( 高悶洋一)

1989年

「名古屋駅前 ロータリーモニュメ

ントデザインコンペ」入選

国際「紙」造形展( 西ドイツ、京

都)



車季 南

建築と

? …わ

風

彫 刻

主な材料サイザル麻

建築名称、 フィリップス大学日本校

所 在 地 大 阪 市 北 区 錦町2丁 目

最 寄 駅 J R天満駅

建築の内部空間には、硬質なイメ ー ジのオブ

ジェよりも、フレキシ 7' ルなもののほうカ吋以

合う場合があります。繊維ーなかでも私が使

うサイザル麻は、芯の強きと柔軟性を兼ね備

えた素材として、その良い例と 言えるかもし

れません。

今度のフィリ ップス大学の場合、シ ー ト状に

加工したサイザル麻が約 100枚、自然なウエー

ブを描きながら葛折りに速な ってい るわけで

すが、ハードな建築空間に漂う風のようなも

のを感じ取 って いただければ、と思います。

(車 季 南 )

1953年 大韓民国大郎生まれ

1976年 暁星女子大学美術科卒業

1984年 京都市立芸術大学大学院染織科修

了

ギャラリー ・マロニエ ( 京都)個展

1985年 京都市選抜展

1986年 第 6 回国際テキスタイル ・ミニア

チュ ール、ビエンナーレ

個 展 天 野 画 廊(大阪)

1987年 「布のかたち、糸のかたち」東京

都美術館

京都市選抜展

個展 ギャラリー紅(京都)

1988年 新匠工芸展(知事賞・会友賞)

大手前女子大学講師

KOREAN FI BER Art NOW 

( 韓国国立現代美術館買上)

写 真 提 供 緯 国 日 報
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建築と

? …わ

さんそう

r =木目.

ーー一 I l.!I¥_j 

児 玉 康 兵

掛t影 林 久! fl.

私の作品は、都市の中に設置する場合が多い。都市は、 1949年 生 まれ

石、鉄、 コンクリート、ガラス、木、水、その他いろいろ 1971年 京都市立芸術大学彫刻科卒業

な物質でi凡澄している 。建築家の努力によってそれらは美 1973年 浦辺建築事務所(現浦辺設計 ) に勤

姫路独協大学開学記念モニユメント しい建物群に構築されている 。 し か し りけ じ 人 の 心 を 務、建築を学ぶ ( - ' 78)  

38 

彫 刻

主 な材料 ステンレス鋳物、御影石

建築名称 姫路独協大学構内

所 在 地 姫路市上大野7- 2- 1

最 寄 駅 J R姫路駅市バス独協大学停留所

ゆさぶるような空間に、あるいはものに出会うことが、我 1978- 1980年 ミラノ国立美術大学留学

が国では少な L 、。者11市の中にしろ、自然の中にしろ、彫刻 1980年 高槻市民憲章モニュメ ン ト(高槻市

というもの、あるいは彫刻l という空間を設置することによ コンペ一席 )

り、空間の質と密度が高 くな り、時間を起えて人々に何か 1985年 大和郡 山市総合公園ゲートモニュ

を誇 りかけ、何かを感じさせる 空 間でありたいと思う 。現 メント※

代を 生きる工人の手と 心のぬくも りのあるも のと空間を自IJ 千里緑丘住宅中央モニュメ ン ト※

りたい と思 っている 。 1987年 豊中市二ノ切池公園モニュメント※

(児玉康兵) 倉敷まちかどの彫刻j展

( ※ 本郷新賞候補作品 )



山 田 幸 作

1949年 大阪市生まれ 先ごろ、ある海外の建築家が、東京での依頼で、建築設計

1972年 大阪芸術大学彫刻科卒業 をイメージとして、立体造形により提出したと聞き、われ

1977年 第 l 回ロ ー ズガーデン美術公募大 われも参加1できる余地が大いにあると感じている 。

賞受賞 私は、原石をくり抜いて、そこから水をだす彫刻を つくっ

1982年 アート ・ナウ '82 ている時に、水の出かたにより石そのものが、ダンスをす

森林文化賞受賞モニュメント設置 るがごとく、' 愉↑ 先に踊 っているように見えた。

1984年 尼崎市名誉市民モニュメント設置 もとより建築と彫刻は、水と石のように一体である 。 しい

1986年 噴水彫刻j設置 ( 兵庫県新宮町民セ て言 えば、建築の空間要素と、彫刻の空間要素の、コンセ

ンター) プトのようなものの違いだけである 。

1987年 府立山城総合運動公閲入口レリー イメージの段階で、より多くの時間を費やすことができれ

フ設置 ば、いま以上に彫刻も建築も、も っ とおもしろい空間が自1)

1988年 レストラン GE N- Y A彫刻設置 ( 尼 造できるのではないでしょうか。

崎)
( 山田幸作)

1989年 噴水彫刻l設置 ( 羽曳野市峰塚公園 )

建築と

? …わ

猪名川町立ふるさと館

モニュメント

周5 亥。

主な材料能勢御影石

建築名称 猪名川町立ふるさと館

所在地兵庫県川辺郡猪名川町木，章

最 寄 駅 阪 急 パ ス 木 津上停留所
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建築と

ア…わ

WAVE MOTI ON' 87 

彫 刻

主な 材 料 陶

建築名称 日本火災海上別府寮

所 在 地 別 府市大字鉄輪トノヤシ キ 102 1他

最 寄 駅 J R別府駅

人は物を見る時、その対象物だけを見る事は

できない。必ずその物のまわりの場も同時に

認識しているのであって、すなわちその場の

なかでものを見ている。建築とアートの関係

もまさにその点が非常に重要だと思う。

絵画や彫刻などあらゆるアー トは、建築空間

の中、あるいは屋外であればその場の中にあ

っていかに自己主張できるかが問題で、作品

は、それが置かれる場が適切であってこそ、

その良さを発揮できる。

また、逆にア ート が建築やその場に与える影

響も当然見逃せない。両者の関係は非常に密

接で切り離しては考えられないし、相互の対

話がうまくいけばその場はすばらしいものに

な る だ ろ う 。 ( 清 水 柾 博 )

1954年 京都生まれ

1979年 早稲回大学理工学部建築学科卒業

1983年 朝日陶芸展'83グラ ンプ リ受賞

1986年 第14田中 日国際陶芸展外務大臣賞

C E R A MIC  A NNE X  S HIGARAKI  

'86 

第 1 回国際陶磁器展 美波 '86

1987年 T HE  2nd WORL D  T RI E NNIA L  

E XHI BI T J QN OF  S MAL L  C R E-

R A MIC S  

1988年 京都市芸術新人賞受賞

八木一夫賞 '88現代陶芸展優秀賞受

賞

1989年 八木一夫賞 '89現代陶芸展読売賞受

賞
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川 島 慶 樹

1962年 大阪生まれ

1984年 大阪芸術大学美術学科卒業

個展( ギャラリー白・大阪 )

1985- 1988年 個 展( 番画廊 ・大阪)

1986年 Yes Ar t  ( ギャラリ ー 白・大阪)

神戸現代アート ・フェスティパル ' 86

1987年 アートナウ '87

強靭な欲望展 ( 大阪)

1988年 臨界芸術展( 東京)

1989年 個展 ( モーリ ギャラリ ー・ 大阪)

ポリク ロアー ト展( 高知)

素材別にみ た立体展( 大阪)

サン トリー大賞展 ( 東京 )

現代美術と建築と、というとすぐに新らしさに通じる感覚

を私自身ももちますが、この和菓子庖の場合、気負いのな

い自然なかたちでの調和が実現したような気がします。

作品が 自然な空気の流れを よび、 清浄作用的な役割lをも っ

空間になったのではないかと思います。

()II 島慶樹)

建築と

' p…わ

月と一羽と

彫 刻

主な材料 楠、大理石、鉄、アクリル絵具

建 築 名 称 菓 苑 童 季

所 在 地 八 尾 市 桜 ケ 丘4- 13

最 寄 駅 近 鉄 八 尾 駅
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建築と

ア…わ

重力質・柱

I N GE N- Y A  

彫 刻

主な材料鉄、石、 FRP

建築名称 GEN- YA 

所 在 地 伊 丹 市 山 図 字 辻 17

最寄駅阪急、武庫之荘駅

私はさをfii j に、もっとも本質的に影響を与えて

いるものは「重力 」 であると考えています。

このや動く柱砂シリーズですが、普通、柱は

tllf 造物として 、絶対動かない 、動いてはいけ

ないものとして 、建築空間の中に 存在してい

ます。それがファッーと動く時、m: い屋根な

どを支えていた空間の秩序は、 一瞬にして消

え去り、物の存在はとりとめもなく、あやふ

やになってし まいます。

この作品は、私達が普段具体的に意識するこ

とのない重力が及ぼしている空間の性質を、

リアリテ ィのあるものとして感じと っていた

だけるのではないでしょうか。 ( 曽我孝司)

1952年 大阪に生まれる

1975年 大阪芸術大学卒業

1976年 第 12回現代日本美術展

1978年 第12回日本国際美術展

1980年 アート・ ナウ '80展

1982年 第 5 回インド・トリ エ ンナーレ展

1983年 第 1 回大阪現代アート・フェアー

'83 

1984年 個展「重力質 ・柱 J ( 信機橋画廊・

大阪)

建築の中の金属彫刻展 ( 番函廊・

大阪)

1988年 「重力質・器 J (信漫橋画廊 ・大

阪)

1989年 「重カ質・器 N J  (カ サハラ画廊

- 大阪)
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曽 我 孝 司

品位影 白 山 栄



松 井 智 恵

建築と

ア…わ

円O G N O Z Z O

インスタレーション

主な材料 鉛、しっくい、 ガラス、鉄、布、 石膏、

レンガ、 他

建築名称 ROGNOZZO(フ' ティック)

所 在 地 京 都 市 上 京 区，烏丸通今出川上ル2筋目

西入ル

最 寄 駅 地下鉄今 出川駅

果たして建築と美術は調和という事を考える

段階にあるのだろうか。建築から美術が自ら

逃れたのか、その居場所を建築がなくしてし

まったのかは論ぜられてきたにせよ、現在、

建築と美術のたたかい、 言い替 えれば互いの

空間に対する感情のズ レを露わにす ること、

そのような作業なくして、いきなり調和に向

かうという事は私には不可能に思える 。

建築それ自身の思想、美術それ自身の思想、は

互いにまず明らかにされねばならないのだろ

う。者11合良くゆくつもりの折衷主義が決して

都合通りにゆかない事に対して、見て見ない

ふりをし続けるのでは、朽ち巣てたもの以上

の美しさを得る ことができるはずはないでは

ないか。 ログノ ッツォの場合、 制作に| 剥わ っ

た者は識もが目をそむけられない状態にあ っ

た。それは、元々存在した空間、つまり住居

という場所のおかげた‘ ったのだ。

1960年 大阪市生まれ

1984年 京都市立芸術大学大学院美術研究

科修了

1986年 個展 ( ギャラ リー築 ・ギャラリ ー

アルシュ ・東京、信濃僑画廊 5 ・

ギァラリー白 ・大阪、ンティギャ

ラリー ・神戸 )

1987年 F IV E SPI CY EXPRESSION 

( ギャラリー 16 ・京都)

1988年 アーキテクスチェア ( スパイラル

ガーデン ・東京)

1989年 ドローイ ン夕、89 ( ギャラリーラ・

ポーラ)

ンヨップシステムコンペティショ

ン「 ロ グノ y ツオ」入賞
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偉大なる

Rocki n'  ma n  

オブジ工

主な材料 ミックスド・メディア( スタイロホーム、ポリヱ

ステル樹脂、アクリルカラー、ポリウレタン

樹脂塗料他)

建築名称 ゴトウ洋服庖 GOT O Part2 

所在地利欧山県小雑賀町小物成704

最 寄 駅 J R紀勢本線宮前駅

このGOTOpar t 2 F ORUMの空間は、レンタ

ルビデオとブテイソクを兼ねており、若い世

代が集中する空間である。自分の作品は、そ

のスケ ール、色彩においても建築空間の中で

突出して 主張するが、作品の中でも音楽 (ロ

y ク) やスピード感をイ メージしたものは、

庖舗のコンセプ卜と調和したと思える。

今回は、 I苫舗に合わせてアレンジを施す事な

く、オヴジェとしての状態で設置出来た事は

作家としては有難いことである 。やはり、オ

ーナーをは じめとする人々の理解がなければ、

なかなか果たせないことである 。

今後も社会の中て¥美術作品が生活文化の一

部( 公共性、娯楽性etc.) と成り得るのも、建

築と調和するにせよ、ミチマッチするにせよ

多様な建築空間との出逢いがなければならな

( 中西拳)

1959年 生まれ

1982年 大阪芸術大学美術学科卒業

1983年 ~ 大阪、京都、名古屋、東京などで

個展 15回開催

アート ・ナウ '85、' 86招待作品

( 兵庫県立近代美術館)

1987年 第 4 回吉原治良質美術コンクール

展コンクール賞受賞

大阪現代アートフェア '87出品

1988年 ~ 西武美術館主催「手でみる美術展 J

出品

1989年 「美術の国の人形たち j( 宮城県美

術館) 招待出品

豊中市主催「大島渚講演」舞台作

品展示
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マリアの口ーザス

ステインドグラス

主な材料 アンティックク. ラス

建築名称 J 氏邸

所 在 地 神 戸市垂水区

憲 寄 駅 J R須磨駅

この作品は住宅の ホール壁面、 3 mの高さに

はめ込まれた、直径 2 mのステインドグラスで

西南に位置している。光彩は日の出から芸IJ 一

刻、その形を変え乍ら、壁から床へ、床から

壁へと室内を巡って日没と共に消えて行く。

又、太陽の位置や天候によ っ てもその ｬｾｾ は微

妙に変化し、灰色の打放しコンクリート墜に

固まれた室内は、ステインドグラスとの出会

いによ って笠かな表情を持つ光空間を構成す

る。

この場合、まず建築家の光空間に対するイメ

ー ジが明確にその設計図の中に示さ れ、作家

は専門的なアドバイスを加え乍ら自身の創造

性をこのイメージの上に、ある自由さを持って

展開した。その結果、古典的な調子の窓がコ

ンクリー卜の空間の中で快〈調和した。

( 立花江津子 )

1942年 生まれ

1975年 ベルギー ・セントルーカス美術大

学卒業

1983年 フランス、ヴィ ッシイに於て国際

女流芸術家展国際賞

姫路市文化賞奨励賞

1986年 ベ ルギー ・シャルルロワに於て国

際女流芸術家展グランプリ受賞

1988年 ポートピアホテル南館チャペル

ステイン ドグラス制作

金城学院大学礼拝堂( エラ ・ヒュ

ーストンホール) ステインドグラ

ス制作

1989年 姫路高等学校音楽ホール( パ j レナ

ンス ホール) ス テイ ンドグラス 制

作
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サッポロビール園

ステンドグラス照明器具

46 

ステインドグラス

主な材料 ステイン ドグラ ス、鉄、鋼、

使用ランプ I OOWパナポールクリア X 3ヶ

上面 ハイカライト

建築名称 サッポロビール圏

所 在 地 札 幌 市 東 区 北6条東9丁目

憲 寄 駅 J R札 幌 駅

山 口 一 城

私の作品には環境照明の役害1) を兼ねるものが多 L、。各種の

ランプを内蔵する。必然 Ｈｉｾｊ に 、Ｑｴ［ ｉＩ 約条件が多い 。 建築構造

物としてや内装部材として、そして電気用品としての条件

をクリアーしなければならな L 、。その上で、ステンドグラ

1943年

1964年

1981年

神戸市生まれ

桃山学院大学経済学部卒業

ステンドグラス 4 人展( 大阪現代

クラフトギャラリー )

スとしての完成度と照明としての機能を求められることに 1982年 ステンドグラスエキシビション

なる 。そんな怠味から建築と空間に挑むのは苦 しいが楽し ( 神戸白い 異人館)

いことと思 っている 。ステンドグラスとは元より光との空 1983- 1987年 ライテインググラフィティー

聞のI l i l に存在したものだか ら。
出展

写真の作品は、完成後 3 年になるが、その窓: を強くさせて

くれたものである 。照明デザイナーである藤本IIj'/ 美氏のテ'

イレクションによるもの。永久保存に ふ さわしいものをと

素材や加工法を吟味し、建築に対して挑戦的で融合的な作

品を目 f旨したつもりである 。 ( 山口 一城)

1985年

1987年

1988年

1989年

ステンドグラスモダンアートオブ

ジェ展 ( 大阪ソニータワー )

個展 ( 大阪和光ギャラリー )

墨絵とステンドグラス 2 人展

第 2 回世界ステンドグラス展



1946年

1969年

1973年

1976年

1979年

1984年

1987年

1989年

現 在

草 間 詰 雄

生まれ

武蔵野美術大学卒業

米国クランプル ックアカデミーオ

プアート大学院修了

米国芸術基金 ( NEA) クラフト? ン

フェロウシ ンプ受賞

国際タピストリービエンナーレ展

( スイス)

現代日本ファイパーワーク展

ギャラリー? ロニエ銀座ワコール

アー トスペース個展

芸術選奨文部大臣新人賞受賞

成安女子短期大学教授

建築空間とは本来要求される種々の機能に対応して、出来

上がって行くものだと思います。 しかしその理論詰めのつ

めたい機能一辺倒な考え方に大きな疑問が投げかけられ、

現在のポストモダーンに至 っているのではないでしょうか。

私はこの 15年、建築空間に置くタペストリーを制作してき

ましたが、作品を制作するにあたり、建築素材では表現で

きないものを作り出すという事、そしてそれが建築家とア

ーテ イストとの共同作業であるという事を常に意識してお

ります。アーテイスト、建築家それぞれお互いの自己主張

が強すぎる空間は、その空間の機能を限定してしまうよう

に思えてなりません。 ( 草間吉吉雄)

建築と

ア…わ

徹 影 柄 松 陰

ランドスケープ

タピストリー

主な材料 綿糸

建 築 名 称 神 戸 国 際 交 流 会 館

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町6- 9ー l

景 寄 駅 ポートライナー本町広場駅
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.， 

妖

Condi t i on 

レリーフ

主な材料鉄板に植物染料、鉄線、 布

建築名称 芦屋カフェ

所 在 地 芦 屋 市 平 田町 1 - 2

最 寄 駅 阪神 芦屋駅

河 崎 晃 一

4・

• 

1・ • 

@ ・

この作品は、 ' 88年秋に芦屋カフェで聞かれた「芦屋カフェ 1952年 芦屋市生まれ

アートシーン」のイ ベン トの l つに出品し、その後民上げ 1974年 甲南大学経済学部卒業、染色家中

られたものです。 11点で構成された個展は、私に とって小 野光雄氏に師事

林↑ 亘氏の コンク リート の建築への挑戦でもありました。何 1980- 1988年 個展 ( 番画廊・大阪 )

度も訪れたことのある見慣れた、何もない空間に作品を笹 1985年 第 6 回国際インパクトアートフェ

くことは、 簡単な ようですが、不安がありまし た。 スティパル

施主 建築家一美術家。そ れぞれが個性を 主張 し合う中で、 1986年 個展 ( モノ ・アー ト・ギ ャラリー

共通項を見 い出すこ とは、不可能に近いのではないでしょ ・東京)

うか ? お互いを理解しない三者が、現実として存在しない 1987年 第 4 回吉原治良質美術コ ンク ール

図面の上ですべてを決定することは官険すぎるでしょう 。 展優秀賞受賞

身をも って建築空間を感じ取ることが出来た上で、美術家

に諜 せ られる ｩｾ 任が重ければ重い程、緊張と調和を持った

作品が生まれると考えます。我々は、美術業者ではないの

だから 。
( i可崎晃一)

第 17回現代日本美術展大原美術賞

受賞

第 11回ローズガーデン美術公募展

佳作賞受賞



1948年

1971年

1983年

1984年

中 島 一 平

生まれ 予感的であること、即興的であること、反省的であること、

京都市立芸術大学卒業 官能的であること、融合的であること・… 。 これ らの要素

第 2 回吉原治良賞 コンクールで大 にはAr tのとりわけ絵画的表現によ ってしか視覚化、対象化

賞 ( 受賞作 POROS ISL AND)  しえない領域があると 信 じている 。現 実社会ではむしろ除

第 6 回エンパ美術賞展優秀賞 外され極めて見えにくいこれらの要素を、都市空間に持ち

第15回日本国際美術展・兵庫県立 込むことによ って、もう 一つの交信が生まれるはずだ。

近代美術館賞受賞 Art  は建築の知性て" 保護されることによって都市との接点を

1985年 茨木市立青少年センターレリ ーフ 得ることができる。逆に言 えば、建築はArt を内包すること

壁画制作 によ って有機性を得、 生命惑を発揮することができるのだ

1988年 茨木市福祉施設太陽の里 レ リーフ と忠、う 。

建築と

JI…2句

徹 影 ｬｩｾ 松稔

Card board 

Chi os work vol. 3  

レリーフ

主な材料 アクリルペイント、トライウオールパネル

壁画制作

( 中烏一平) 建築名称 くろがね工作所オフィステ' ザインセンター

1989年 個 展rA.P. F. WORKj  A D &  Aギャ

ラリー

THE SPACE  

所 在 地 大 阪市西区新町 1-4-26四ツ橋中央ビル

最 寄 駅 地下鉄四ツ橋駅
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. 論文 1

方舟に集まった影たちの過去

一 一歴史からみたアー卜と建築の接点一 一

高橋幸次

1.  <場所〉 について

展覧会から次の展覧会の間には、美術館の内部では、前の展示作

品が撤去され、次の展示のための会場施工が行なわれる 。その何も

ない空間、しらじらとした! 照明に照らされて静まりかえ った空間は

逆説的な意味で少し刺激的である。それは、素朴な意味での無限定の

可能性を暗示している 。 しかしこうした見方はとても楽観主義的な

思い上がりであることも確かである 。私は芸術の く絶対零度〉 など

という特権を信じてはいないし、それをめぐる作品自体が不在のデ

ィスクールに加担したいとも息わない。 それは無からいきなり創造

が為されるという、何時誰が考え出したか知れない安易な夢である 。

作業員たちゃ次の作品が入 って来て、また H宣喋が戻り、その場所

が展覧会という奇妙な目的に向かい始めるとき、均質な空間はおの

れの剥き出しの姿を隠し、そのホ合目的的' な日常に帰り、何かが、日青

れがましさに向か つて、気難しそうに、しかし気恥かしく執り行わ

れる 。美術館のコレクシ ョンにしてもそうである 。本来そこにある

べきでもないものが一堂に集められる 。場合によ ってはそれらは略

奪の結果でもある 。美術館に保存展示されることなど意に介しなか

った現代作品でさえむりやり美術館という 〈見せる倉庫〉に呑み込

まれる 。 ところが、美術館や博物館は、たかだか 19世紀の趣味と帝

国主義の産物でしかないし、 〈歴史〉とい ったところで、同じく く近代

の眼〉 なのである 。 こうした諸限定条件つきで私たちの く今 〉はと

りあえず成り立 っている 。 しかしもちろんそれは不変ではない。機

能を追求した近代建築が均質空間を極限の到達点とするならば、美

術館もそれに従っていることに変りはない 。建築が極限において装

飾無用論に行き着こうと、建築そのものがアートだと 言おうと、そ

れでも他の く異物〉 としての く作品〉ゃ く装飾〉は厳然と自己を主

張し続ける 。例えば展示空間にしても、建築家に恋意的なテサ' イン

で遊ばれて、使い勝手が悪いくらいなら、素直な密閉された箱のほ

うがよ っぽど良いと考え られているのだ。

美術館という奇妙な く方舟〉は建築物である 。 しかしそれは芸術

と建築という 2 本の課題を立てたとき、きわめて例外的で異様な出

会い方であると 言 える 。美術館を物を容れる単なる箱と考えようと、

システマティ y クな情報集中装置と考えようと、それはあくまで反

面教師であ って、 芸術にと って理想的な く場〉などではもちろんな

いと考えるほうがまともである 。 ところが昨今、至る所が美術館に

50 建築 と社会/ 凶創刊 月 号

似てきたような印象を受ける 。 これは良い方向なのであろうか? も

ちろん今後、美術館自体は新しい方向に向か つて自分の性格を変え

て行くだろうが、とりあえず成立の段階では、作品の行き着く輝か

しい倉庫か墓場と考えるぐらいにしておいたほうが健康である 。

では く場〉 とは何だろう 。かつて、とい ってもそれほど遠くない

元気だ った時代に、広場の出会いとか未来都市が明るく豊かな夢と

して語られたり、幸せだったとされた架空の始原と重ね合わせて語

られた 。現実はそうした共同体のイメージにとらわれた幻想を裏切

り続けたし、 〈歴史〉はそれを相対化してい った。実験台や士甘禍、

磁場など、いろいろのシンボルやメタファーが現われては忘れ去ら

れた 。そうして、今言えることは、洪水が去 った荒れ地のようなと

ころで、それでも人は生きて行くのに、社会生活を営み、芸術を産み

だしつづけているという、 〈今〉の持続性だけは在り続けるという現

状認識は確かだろう 。普段のことのような顔をしてアートが営まれ、

それが く流通〉し、可能な限り多様な場所に置かれて人と出会えば良

い。 そこで制作されようと、そこに持ってこられようと、その場所

をあらかじめ考慮に入れていようといなかろうとどちらでも良い 。

要点は、そこでそのく作品〉が固有の意味を生成することであり、

引用、類似、差異、隠蔽、脱出など様々な揺さぶりを仕掛けること

で、その空間を、異化や方向性や歪み、偏りとい ったあらゆる意味

の可能性で、再活性化し、そ の空間がそれに出会う人々にとって何

らかの体験となり、さらに時代の精神を体現してゆくことが望まれ

る。 それにはあらかじめの特権的な空間の提示は不要であろう 。 ま

ずこうあ っけらかんと言い放つ必要がある 。 人は単に等身大の存在

ではないし、空間の囚人でもない 。

2. <歴史〉 について

いわゆる く歴史〉が何 を期待されているかを 考 えてしまうと、私

には手のつけられない大問題に見えて尻込をしてしまうのが正直な

話である 。 <歴史〉 をふりかえ って参! 照し、現在の混乱の整理と、

未来の展望が得 られると考えるには、 美術の歴史は く近代の眼〉に

染められすぎている 。 それは証拠となる く作品〉が、 〈見たまま 〉

の証拠となると信じられているからである 。 これは多分に価値を含

み、あくまで共同体内部での価値の肯定とイメージの再認を基盤に

したイテオロギーの補強でしかなく、いわば本質的に保守的な懐古



趣味なのである 。

手に触れるもの全てが黄金に変わ ってしまうミダス王の不幸の寓

話は、 芸術についても当てはめられるだろう 。私たちを取り巻くも

の、手に触れられるもの、すなわち世界は、全てデザインされてい

ないものはないと 言える 。私たちの行為の跡、いや進行中のあるい

は柄恕中の行為そのものもアートと 言える 。無垢の自然は幻想だと

考 えた方がよい。 ところが、アートが自分を価値付け、他のものよ

りも偉いものだとして独立しようとする自己運動を展開したのも確

かである 。 <芸術のための芸術〉 という 言い方はあまりに有名であ

る、しかし、たかだか近代の発明であり、もちろん社会の中で条件

づけられている 。ルネサンスにおいては、自由学芸に匹敵する 地位に

芸術を引き上げ、ひいては 芸術家の社会的地位を向上させようと仕

組んだレオナルドの目論見もあ った。王、神宮、教会、貴族、プル

ジョワ ジーと社会的な階級はと っかえひ っかえであったにしろ、常

にパ トロンとの関係でアートは営まれてきた 。 それは端的に 言っ て、

経済原則に基づく，ものであ った。 ところが19世紀にブルジョワジー

とサロ ンや画商によるパトロンの個別化と同時に進行した く芸術家〉

なる特別の存在という幻想が産まれてしま った。不可能にな った神

や英雄の代わりに芸術家がそれらの代替物に祭り上げられてしま っ

た。 それも多くは常人とは異な った人生の悲劇や世間の無理解の説

話が付加されるのが好まれた 。アリもキリギリスも生きていけるの

が社会であるはずなのにである 。何時の時代にも同時代のアートが

あったはずである 。今日 、ほと んどマニエ リスティ ックな参照と引

用の果ての不毛か、多弁なディスクールを引き連れた還元主義か、

時々の苛立ちの叫びのような暴力的な表現主義、同時代的な洗練さ

れた感性のレウo ェルに身を任せるものなどが見られるが、アートと

は、既存の確立された体系に揺さ ぶ りを掛け、意味のずれと揺らぎ

と再び新しい感動を喚起するも のであ ってほしい。

アートには墓のように未来に残すものから、祭典の造り物のよう

に一 時的ですぐ壊されるものまであ った。 当時高〈評価されメ ジャ

ーであ ったものが後にな って忘れ去られたり、再発見によ って歴史

に浮上したものもあ った。 こうして主流とか 〈前衛〉の神話ができ

あが った。実に歴史は後世に替かれるものである 。 困ったことにそ

れらのうち残ってしまったものが、遺跡や美術館にあり、それで私

たちは く歴史〉 を眼の当りにしていると考えてしまう 。 しかし遺跡

にしろ美術館にしろ、その く作品〉 は今、私たちの く観光〉 とい 7

限で受けとめられているという現状がむしろ重要であって、それは

今の私たちの く知〉の性格の端的な現われであるというべきである 。

〈観 光〉は く知〉の消費的形態であろう 。 さらに身体をそこにも って

いくことで身体的なレヴ、エルでの出来事、即ち擬似体験と、あたか

も歴史の入り口に行ったというアリバイ工作である。その証拠に私

たちは証拠写真を撮りたがるし、絵薬害やレプリカをスーヴニール

として持ち帰る、イマジネーショ ンが等身大とな ってしま っている

の fご。

芸術は営まれ続けた表現の総体であるといえる 。 それは私たちの

知党の世界である現実空間と、それに接続するイリュージ ョニステ

ィック な く幻視〉の空間等の全てを含んでいる 。 これは建築を単な

る土台としての空間として設定する場合もあるし、置かれる場所と

は直接関係のない作品である くイーセソレ絵画〉や近代彫刻や建築そ

のものとしての場合もある 。 あるいは、都市計画のなかでの建築や

記念碑、装飾など、その現実空間との現実の関係性のあり方は変化

してきたといえるし、今もその変化が仕組まれ続けている 。 単に、

美術館が芸術セ ンターに性格を拡大し、音楽や演劇などのほかのジ

ャンルを取り込んでいるだけでなく、その変化は居住空間から、街角、

広場、公共建築のホールなど至る所に進出しているといえる 。その

限りでは、その取敢えず今の可能性を限界まで展開して次の展望を

待てば良いのだろう 。1E匠や仕掛けはそれこそ様々に逸脱しである

ほうが刺激的である 。

3. いくつかの く場所〉 について

穴あるいは内部

写真 1 洞悶壁画 c .  15，000ー10. 0008. C. ，ラ スコー

原始時代、洞窟に壁画を描いた人とそしてそれを見る人との体験

はどんなものであ ったろう 。 ラスコーやアルタミラの洞窟壁画 ( 写

真 1 ) は今も私たちを感動させる 。暗い穴のなか、それは大自然の

篤威や敵から身を守る場所であ った。 それは狩りの成功を祈る ‘とい

うよりも、前も って描かれた獲物を射止めることが現実の狩猟と同

一視されていた 。 これは呪術である 。 この壁は、イタリア・ルネサ

ンスにおいて確立され形式化 されることになるイ リュージョニステ

ィックな別の世界への く窓〉 ではない。描かれるものには外観上の

〈類 似〉のリアリズムと同時に伝えるべき く意味内容〉が託きれて

いる 。 この 2 つの要素はアートにおいてその力関係の拾抗のうちに

持続し続けることになる 。これは く視覚形式〉となり、 〈形式〉 で

あるからにはもちろん変化していく 。 リアルなものは時代に限定さ

れたリアリズムと全〈同じものではない。 それは視覚形式の根底に

ある私たちの く視〉の持続する要素である 。それはともかく、穴の

なかの原始人たちの く場所〉は、外界の世界に対して閉じられてい

るように見えるが、実際は世界の再現であり、さらに世界の先取り

であった 。つまり、そこで世界がイメージで生きられていたのであ

る。 ここは単なる避難のシェルターや居住空間ではない、神聖な祈

りの場所でもあり、外部と内部が接続した場所である 。それにくら

べて、プラトンの言う、洞窟に捕らわれた囚人が見る影絵で例えら

れたイデアの影という 〈神話〉や、現在もう流行を過ぎた未来社会

の最悪のイメージである核シェルターの発明の不毛さと滑稽さは、

行き詰ま った文化の形式化と硬直化を例示しているだろう 。

今 〈穴〉にいちばん近い場所は、個室であろうか。 自主であ って

も、ホテルのシングル・ルームであ ってもよい 。デカルトに代表さ

れる近代的自我の反省の拠点である 。 しかし、 〈窓〉は開いており、

今日では電話はもとよりデータ通信など情報のネ ッ ト・ワー クのな

かにある 。閉じられた場所などは何処にもない 。荒川修作の く精神

の部屋〉 もその重層構造のなかで関かれている。

形態あるいは外部

エジプトのピラミ ッ ドは王の纂である 。 しかしそれはもちろんそ

の規模によ って生きている者たちへの示威でトあろうが、同時に 『死
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者の書j に明らかなように、死の国への旅立ちへの場所であり 、死

後の国の生活の場所でもあ った。砂漠の真ん 中に立つピラミ ッ ドの

幾何学的な精密さとフォルムの単純さの強さは、これ以外の形態で

は実現されなか ったであろうと思わせるものである 。 もちろん 、王

家の谷のように、巨大な人物像で飾られたものもあったし、ピラ ミ

ッ ドには祭式用の施設やスフ インクス像も設置さ れてはいた 。 しか

し無から有を生み出したような印象を与えるこの巨大な石の四角錐

は、内部構造が窺い知れない完全な く外部〉 としての強度を示して

いる 。 もちろんそれを見るものは、そこで空間体験だけではな く

無限の時間を体験する のである 。

ギリシャ神殿もその建築的フォルム自体が彫刻的だとよ く言われ

る。 もちろん構造としての分節化はあるわけで、遺跡では柱と破風

ばかりが有名であるが、壁や屋根もあり 、内部空間を持 っていて、

成り立ちは構成的である 。内部には神像が安置され、託宣や祈りの

空間であることは確かだ。 しかし、神社がそうであるように、そこ

は万人にと って開かれた空間ではなか った。全体的フォルムは内部

を拒否する 。それは意味を発信する単一体なのだ。

空間感覚の現実化

ゴシ ック寺院の空間体験も異様なほど刺激的である 。 それは本質

的に く高さ 〉と く光 〉である 。それは く神 の家〉 である ( 写真 2 )。サ

ン ・ドニのシュジエールが集約したその信仰の空間は、旧来の壁体

のかわりに、工夫された高い柱と天井の石組によって、高い天井と

大きな窓を可能にし、窓にはステンドグラスが配置され、壁面装飾

は基本的に否定された 。室内は天上の光で満たされるのである 。高

い空間は天上への意志の現実化てーある 。

ここでは内部が特権的な空間に霊化されるための具体的な仕掛け

は、容器としての建築のほうにウエイトが置かれている 。も ちろん

〈物〉 としては、基E遺物や十字架や聖像や壁画などが置かれるが、

それは体験への導入にしか過ぎない。

フィレンツェのサンタ ・7 リア ・テソレ・フィオーレ大聖堂の巨大

なクーポラにおいて、ブルネレスキは、イタリア ・ルネ ッサ ンスの

文化と空間感覚を 具現化した 。建築の内外に示されたそ の大ききの

うちに 、人聞 の再発見と人文主義の開花の一大モニュメン トであ る。

フィレンツ ェの街のどこか らでも見える その巨大きは、もちろん市

民の政治と学芸への参加を謡歌している 。プルネレスキ、ギベルテ

ィ、マサ ッチョ、レオナルド、 ミケランジエ ロな どの輝かしい天オー

たちがここに現われた 。 もち ろん、 メジチ家や教会を巡る権力抗争

などの時い| 普! の部分をも持 っていた。ここは今、都市全体が美術館で

あるといわれるはどの観光地であるが、 一時代の一都市に凝縮した

文化への篤 きを禁じえない。 しかしここはもはや新しいアートの創

造の地ではない。 そこは 幸福だっ た近代の開花への憧恨の地であり、

今へのなにがしかの刺激の地である 。

遠近法一一 窓あるいは境界

7 サ ッチオの 〈聖三位一体) ( 写真 3 ) は、正確な線遠近法の完

成を示す代表的な作例である 。壁の中あるいは壁の向う 側にイリ ュ

ー ジョ ニスティ γ クな空間が生まれ、絵画は く窓〉 となる 。それは

何処に向か つて聞かれた窓なのか? この装置によ って、壁のこちら

偶IJ のこの現実空間にもう一つの現実空間が接続される 。 それは く絵〉

なのであり、神秘的体験や、物語な どが描かれる のであ るが、それ

がは っきりと現実に自に見えているように再現される のである 。 こ

こでは壁から何 mのところに各人物や物が配置されているかを正確

に計算することができる 。現実空間に置かれる彫刻の ようなもので

はない 。一段昇華された空間体験がリアルであることが要請 された

のである 。〈限〉の優位が決定されたのだ。近代を通じ て リアルな幻

視は物のリアルさに対して勝利し続けることになる 。

地上の充足はやがて上方へ、天上への運動となり、現実的な手立

てを用いて昇天や悦惚とい った体験に上昇し始める 。パ ロ ック空間

はねじれ歪みながら高みを希求する 。ベルニーニの彫刻や装置は教

会内部で視線を上方に向かわせ ( 写真 4 ) 、教会の天井には空に昇っ

て行くか、ヒエラルキーに従って居並ぶ神や聖人が見上げられるよ

うに配置される 。 それもある 一地点からその く視〉が明らかになる

演出法によ っている 。現実の建築構造や装飾彫刻が、 絵画の幻視性

写真 2 ン ヤ J レトル大霊堂の内部 1194ー 1220年
写真 3 ?サ ッチオ〈堅三位一体) 1426- 27年、 写真 4 ベルニーニ〈パルダ y キー1 ) 1624 ー 1633年、監ヒ・ェト

7 レスコ、聖? ' l ア・ノヴェ J レラ聖堂、 口集堂、ロー7

7 イレンツェ
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に従 って、ここでも現笑からイリュージ ョン に架橋するヒエラルキ

ーが実現されている 。

ロココ の室内になると、それらは現世的な快楽のための装飾に堕

すると同時に、壁面全体が装飾で覆い尽くされる 。鋭が、プ y トー

が、草花紋様が、田園風景が、華やかな現実空間を囲むように、建

築の表面に控えている 。 くここ 〉の空間からの逸脱は、しかし、絵

画がイリュージョンを否定し、表面として、自らの強度を主張し始

めると再び現実空間における体験の問題に帰 ってくる 。 <窓〉は閉

じられ、抽象として心のなかの世界の投影か、あ っけらかんとした

表面のうえの感動が表われる 。絵画は く物〉と同様に くここ 〉での思

考に戻る 。同時にしいたげられていた く物〉の逆襲も開始されるのだ。

地上あるいはく物〉

写真 5 ロダン〈カレーの市民) 1884- 1886年、ブロンズ、 7 ィラデルフィア美術館

写真 E プランクーシ{ 沈黙の円卓) 1937年、石、 トゥルグ ・ジウ、 J レーマニア

革命とともに全ては 地上に降りて くる。プルジョワの革命であろ

うとプレロレタリアートの革命であろうと、次の階級の勝利はその

階級の地平に芸術を着地させる 。パ リのエトワール凱旋門にある巨

大な浮彫り、リ ュード の〈ラ ・マルセイエーズ〉は人々を地上の戦

いに導く 。個々の彫像は立体的だが、しかしまだ絵画の枠組からそ

れほど遠くはない。政治的な プロパ カ・ンダの性格ゆえ、この彫刻は

巨大で立体的なポスターのようだ。高い台座の上に乗って人々に指

示を与える。

ロダ ンの〈カレーの市民) ( 写真 5 ) は地上に く立っ て〉 いる 。 ロ

ダ ンはイタリア ・ルネサンスの騎馬像のような高い台座か、市民が

直に触れ合えるような低い台座を考えていた。 中途半端な高さの台

座で序幕されたあと、現存する低い台座のものに変えられた 。記念

碑の構成も、 一 人の偉人を顕彰して他は従属的な表現とする因習的

なピラミ ッ ド型の構成を拒否し、歴史の主人公 6 人が等しい大きさ

と高さをもち、それぞれの個々の運命に対する苦悩と誇りを表わす

群像とした 。 これは革新であ った。 もちろん当時非難されたが、彫

刻が現実の空間と文字通り 〈地絞き 〉のリアリティの強さをもつこ

とにな った。 それはまだ物語性にとらわれてはいるが、近代の自意

識の直接的な発現であった 。 もはや偶像は仰ぎ見られるのではなく、

私たちに直接対面させられることになる 。

ルーマニアのト ゥルグ ・ジウ市の公園にある第一次世界大戦の際

の戦没者のためのモ ニュメントはブランクーンによって 制作された、

〈無限柱〉、〈接吻の門〉、{ 沈黙の円卓) ( 写真 6 ) から成るアンサン

フ' ルてーある 。無限柱は精神 の上昇のシンボリズムであり、同時にi J t

界の中心にある神話のなか の〈世界樹〉であり、門や円卓は、そこ

を訪れる人々がこの世とつなが っている霊たちとの出会いの場所で

あるように息われる 。ブランクーシは近代から現代への過渡期にあ

って、始原的なるもののカを再生させた彫刻家である 。そのモチー

フの卵、動物、門、柱などは、宇宙の始原的な力のシンボルである 。

ここは生きている人間だけの祭礼の舞台装置ではない 。訪れるとそ

こは想起の場所であり、それはモニュメントの語源の意味でまさし

くそうなのである 。 ブラ ンクーシのこれらの柱や円卓や門は 、彼の

ム座のフォルムの延長でもある。彫刻な しの台座。あるいは、見え

ないものをそこにいざなうための場所が演出されている 。

〈今〉の場所

展示空間から演出空間へ。納まり返 ったシ ンポルカミら体験の場所

へ。それは建築の外でも内でも境界でも良い。 しかし最初から付属

物のように置かれることをアートはまだ拒否し続けるであろう 。 そ

れは く物〉 としての完結性から定、味を放射する立体造形であ っても

環境装置のような人を包み込む仕掛けであ っても; 旧来の持ち込ま、

れた く作品〉ゃ く装飾 〉 であ ってもそうだろう 。作品はとりあえず

平面、立体、イ ンスタレーション、 パ フォーマンス等に分類される

としても、それぞれが固有の空間をもち、それは現実の展示や鑑賞

の空間に重な っている 。建築とアートの関係は、単に容れるもの

としての空間と容れられるものとしての空間の問題ではなく、私た

ちの創造と反応という実践の問題である 。 そこでは双方の独自の力

を出しあ って、結果が旨〈行〈場合もあろうし、そうでないことも

あろう 。 しかしともかく、 〈箱〉と く物〉 という関係の く零度〉に行

き着いてはほしくはない。

リチヤード ・セラの危うい鉄の壁が市民と当局の非難にあ って広

場から撤去されようと、ダニエル ・ビュランのストライプの円柱群

が美観を損ね、伝統的な建物の中庭にそぐわないとい って反対運動

が起ころうと、それは私たちの時代の証言であり、そこは私たちの時

代の精神性の現われの場所なのである 。アートの 〈場所〉 はそれこ

そ時代と地域を通じてその様相を変化させてきたが、今の場所が特

権的であるわけではなく、参照と反省、そして未知への試みの持続

こそが私たちを 導くだろ) 0  (た かはし こうじ/ 東京国立近代美術館研究貝 )
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. 論文 2

建築とアーートの関わり

一一 建 築 からみたアー卜と建築の接点 一一

遠藤剛生

はじめに

かつて建築と絵画や彫刻が、キリスト教の布教と伝導という同じ

目的のためにカを合わせ、教会を作り 、聖者を彫り、文字の読めな

い民衆のために宗教的な壁画を描き、パイプルの役割l を担っていた 。

ローズウインドーやダメイオンにも多くの宗教絵画が描かれ、光を

媒体にして人々に語りかけている 。

教会入 口のアーチの頭上には聖人達の立像や、パラペッ トから下

界を目見みすえているかに見える魔除けの獣、搭を象徴的に飾 ってい

る彫刻! 等、建築の大部分が石彫によ って埋めつくされている 。

又、ミサのための教会音楽も同様の役割をはたしていた 。時代は

降り、教会アートの時代から権力者のためのパ レスやブロンズ像、

肖像画の時代を経て、やがて絵画や彫刻j は作家の考え方を表現する

手段として機能し今日に至 っている 。一方建築は、時代の流れと共

に装飾性が少しづっ排除され、画一的で均質的な空間を持 った建築

に変 ってい った。

かつては 同ーの基繋の上 に立っていた両者だったが、アーテイス

トは、自分の気持を素直に表現することに喜びを感じ独自の世界の

中で社会と時代の状況を個人のフィルターを通して表現する手段と

してアートをとらえ、今日に至 った。一方、建築家は装飾的表現行

為に罪悪感のようなものを感じ、機能にウェイトが掛り始めた 。 そ

の辺から両者のディスコミュニケーショ ンは決定的なものにな って

しま ったと恩われる 。

今日、音楽や絵画、立体、建築等がアートという一つの言葉でく

くられたとしても、各ジャンルごとの隔りは大きく、今後その 巾は

ますます広がって行き、各分野の追い求めている本質を互に理解し

あうことはますます困難にな っていくだろうと思われる 。

例えば、絵画一つ取り 上 げてみても 他 の分野の人々から見れば、

印象派以前のミレーや コローが好きな人、ゴ y ホやセザンヌやゴー

ギャンの時代に思い入れを持っている人々、あるいはピカソやブラ

ックに、又、アイズピリーやコポダ、ポールギャーマ ン等、リヨン派

と称される、具象と抽象の中間に位置付 けられるような絵画に興味

を持つ人々等、その選択はさまざまであろう 。

しかし、絵画の世 界に生きる 人々にと っては歴史的な価値を持 っ

た過去の作家や作品も大切であるが、より新しい作品を作ろうと、

その最前線のところで、作家の存在をかけて創作活動を行 っている 。

当の函家達にと って、一番重要なのは今作 っているその作品だろう 。

こんどは逆に今新しく描かれた絵画を、建築家の立場から眺めて

みると、作られた作品そのもののよし悪しを評価できたとしても、

画家が、今何に問題意識を持 って明日を目指しているかが見えてい

るわけではないだろう 。
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建築家にと って、今知 っておかなければならないことは、絵画の

フィールドの人々が今、何にエネルギーを注ぎ、何を表現しようと

しているかを理解することだろうと思われる 。

本企画の意義は各々が相互理解を深めるための機会を作ったこと

にあり、私の立場からの役割は、者11市と建築を取り巻く状況を械観

し、合せて建築家が今、何を考え、どんな方法で建築をつく ってい

るかを詳らかにしその実体を通して、アーチストの方々の理解の手

助けになることだと考えている 。

先進 国の都市と建築 の状 況

大都市の市街地にあ った、かつての鉄道ヤードや、中央市場、港

湾施設や、造船所等はさまざまの歴史と思い出を作 ってきたが、産

業構造の変化によ ってその歴史を終え、その物語を受けついて¥新

しい街づくりの中に匙ろうとしている 。

かつて生産性優先の考え方 の中で活躍してきた産業施設が、今日

では一般大衆の生活の場として衣替をし、再び大衆文化を育 〈む施

設として活躍の場を得始めている 。

日本や欧米先進諸国では、社会の鱗造や、産業構造や人々の意識

の変化によ って、都市にいろんな状況の変化が起 っている 。鉄道輸

送の H寺代が終り、広大な土地がおおむね都市の 中心地に荒廃したま

ま放置されている 。 こんな施設は、日 ・欧米の大都市のいたる所に

在りそれが今、産業用空間から市民生活空間に生れ変る べ く各地で

計画が進められている 。

その代表的な事例のひと つが、カナダの南東部オンタリオ湖に萌

したトロ ン トの街である 。 トロ ン トもご多分にもれず、流通の革新

により、港湾の機能を失ない、それと関連した、鉄道周辺施設や鉄

道ヤードも同様の浮き目にあ っている 。 しかしこれらの場所はイー



トセンタ一等、中心市街地を背後に持ち、港湾のウォーターフロン

ト再開発や旧市街地と 一体にな って、コンペンションホールや、多

目的ドーム、世界一高い C Nタワ一等が建設され、 その周辺に、ホ

テルや住宅、商業施設等の計画が合わせて進められている 。

同様のケースは、アメリカの南部アトラ ンタにおいても進んでお

り、巨大なコ ンペンションホールや、オムニインターナショナルホ

テルやそれに関連する商業施設も同時に建設されている 。

又、今まさに計画が始まろうとしている大阪駅、西側一帯や北側、

鉄道施設用地は、市民の生活を支える空間! として機能しようとして

いる 。同様に神戸でも、港湾施設との関わりによって機能していた鉄道

ヤード跡地が、住宅や商業アミューズメント的な施設や、ホテル等

に生れ変ろうとしている 。少し変 った事例では、かつてパリ博覧会

の時、オステリ ッツ駅から会場まで、観光客を輸送した時の終点駅

として使われたオルセ駅はその後、ホテルとして一時期活躍し、そ

の後放置されたままだったが、かつてチュイルリ一公園の中の美術

館にあ った後期印象派等の画家達を中心に、多くの作品が展示され

る美術館として再び脚光をあびている 。

かつてのロンドンやノマリの台所をあずかっていた中央市場は、そ

の規模が小きくなったことや、立地の良さ等を生かすため、他に移

転され、その歴史は閉じられた。マイフェアレディーの舞台になっ

たこのロンドンの生花と野菜の市場だったコンペントガーデンは、

その鉄骨の古い什まいと周辺の建物を再利用し、レストラ ンや、土

産品、衣服等が中心のショ ッピングセンターに変わっている 。教会

に面した石登の広場では、若いマジシャン達の芸を磨〈楠舞台にな

ってい る。

一方 、パ リ中央部のパルタール市場の跡地には、建物の大部分を

地下に埋めその中央部を、すり鉢状に空に l羽き、地下空間でありな

がら外部との関りのある、安全で快適な都市空間を作り出している 。

一足先に 開発が進め られたポンピドーセンタ ー ( 写真) とリンクし

て、新しいパリの観光名所になっている 。特にポンピドーセンター

は、建物の足元にただコンクリートで舗装されただけの巨大な広場

があり、多くの大道芸人達が集まり市民や観光客のチャーミングス

ポ ッ トの一つになっている 。 この広場の隣にあるユーモラスな噴水

施設のアートとしての魅力は、ラビレ ッ トのドラゴン (写真) の巨

大な遊具と並んで、非常に印象深いパリの現代アートの一つである 。

その他、先述のトロントの事例同様に、港湾施設の再開発の事例

としては、かつて中国からの移民の士車頭でもあった。ニューヨーク

のサウスストリートシーポートのように、背後にスカイスクレーパ

ーがそびえ立ち、地域全体を生きた博物館として再生し、昼食時と

もなるとネクタイを締めたオフィスワーカーと、，観光客が一緒にな

って食事を している風最等、興味ある新しい街の風景が生れている 。

問機な事例は、サンフランシスコのフイ ッシャ ーマンズワーフや、

神戸のメリケ ンパーク周辺等、先進国の主要都;苧のいたるところで

このような風景を目にすることが出来る 。

一方 、エプコ ッ トセンターや、アナハイムのディズニーランド、

エドモントンのウォーターランド、長崎のオランダ村やハウステン

ポス計画、北海道のトマム等、リゾートやレジャーを目的とした開

発や、ポートアイランド、六甲アイランド、空港前島等に代表され

る。埋立地の開発等、これらのプロジェクトを数え上げたら限りが

ない 。

次にテームズ川沿いのド ックランド一帯の造船所では、かつては

多くの船舶が建造された地域であ ったが、船舶の大型化の時代にう

ポンピ ドーセンターそばの広場にある噴水

ラピレ y ト公聞のドラゴン

つり、テームズ川の水深では航行が不能になり長い間見捨てられ荒

廃してしま っていた 。 しかし今この地域に新しい空港もでき、オフ

ィスや住宅、 商業施設等に姿を変えて再生され始めている 。

古くなってしまった埠頭を新しく埋立てられた人工島に移し、そ

の中心部に住宅等、生活空間を加え新しい港湾施設と合せて計画さ

れている例も多い。全体的な街づくりの中で、道路や公園、上下水

道等、基盤の整備と同時に病院や、ホテル、商業やオフィス、住宅

等、建築物を計画し、街の1闘いと文化を育むために、水辺の施設を

設けたり、緑やスポーツ施設等、あらゆる要素が重ねられている。

これら新しくつくられた街では、歴史的に評価できるものも街の

コンテクストも 、何もない、そのためにアートに期待する部分は非

常に大きく街づくりの中で重要な位置をしめるであろう 。

先進諸国での重厚長大と言われた産業構造は変遷を遂げ、大衆の

意識と価値感は大きく変り 1 人 l 人が個性的になることによってそ

のニーズは多様になってきた。

これを受けて建築の領域でも、インテリアデザイン等、ファッシ

ヨン性の高い分野では、反応も早いが、再開発や、新規の大型プロ

ジェクト等に、 新しい価値感にもとづいた考え方を盛り込んだ計画

を進めるには、それはそれなりに時間の経過を待たなければならな
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し、。

今、再開発や新規プ ロジェクトに求められる価値感は、計画地が、

東京や大阪のような大都市の中であろうが、 北海道の卜 7 ムのよう

な大自然の中であろうが、その内容に多少のウェイトの掛け方に違

いはあるが、豊かな自然と、都市文化の撃かさと利便性をいつも同

時に求めている 。

具体的には都心のホテルのロビーやショ ッピングセンターに巨大

なアトリウム ( 中庭 ) を設け、太陽の光や緑の林を求めたり、又、

レストランの立地 を リバーサイドに求め、夜食事をしながら対岸の

イルミネーションや川 を登り下りする船の明りを楽しむ等、都市に

居ながらにしてワイルドな自然を求めている 。

また 、大自然の 中の超高層のホテルに泊り、夜は友人とパーで時

間を過し 、昼はゲレンデにンユプールを描く 。

すなわち全てのプ ロジェクトが多様なニーズに答えようとする結

果、立地条件が違うにもかかわらず結果的にはどれもこれも計画の

内容はほとんど同じ傾向にな ってしまつのが今日のプロジェクトの

実体でもある 。

設計論 モダニズムからポストモダニズムへ、そして ー・・

今日の建築を取り巻〈、状況を概観するとモダニズムの時代は終

り、次にポストモダニズム、そしてその後にすでに幾つかの新しい

考え方が表われている 。 しかし、これらの考え方も複雑多岐にわた

り、百人の建築家がいれば、百の考え方があるといわれるようにそ

れらを一つの流れとして揃えることは不可能に近いと思われる 。 そ

れらの 中からの影響力の大きい幾つかの流れに限 って断片的だが触

れてみたいと考えている 。

モダニズムの建築が機能主義と合理主義に支えられた建築である

ことは言い古されたことであり、今さらここで取り 上 げるまでもな

い。 そのことはすでに事の良し悪は別にして歴史の中でその位置を

占めている 。

モダニズムの運動から派生したポストモダニズムは、建築家のさ

まざまな考え方を伝達しょっとして、古典的なスタイルを表現の手

段として用いられた運動である 。

機能主義に「もう一つの何かJ を加えようとする試みてーあり、 2  

重の コード化によ って成立した運動である 。その中でもとりわけ歴

史的色彩の濃い、地域特有のものや、パナキュラーなものへの傾斜

が非常に強い特色を持っている 。

この運動の影響を受けて、いろんな地域の文化や伝統、歴史、都

市や集落のパナキュラーなものの持つ豊かさを評価 し、ラスベガス

に代表される商業空間やサインの持つ特性や象徴的色合いの濃い表

現の形式等、かつてモダニズム運動の 中で評価の低か ったコードを

積極的に活用し 、作家側々の考え方によ ってその組み合せの要素に

は個人差が生れるが、いずれにしても個別性の高い建築が生れたこ

とは事実である。

これらの運動の背景にあるものは、大衆化する文化 の多様きに対

応し よ うとした考え方が表わす現象であり、時代の精神の一面がそ

こに表われている 。かつてのモダニズム建築の画一的で、均質な空

間構成と表現形式では今日 的時代が要求する空間の盟かさは表わせ

ず、新しく生れたデザ インの考え方である 。 しかし 、表現主義的色

彩の濃いポストモダニズムの建築様式には、すでに揺り戻し現象が
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表れ、その様相は混沌としている 。

次に 、アー トや建築は常に社会の状況から強い影響を受けるが、

とりわけ建築は道具としての一面を持ち、状況と不可分の関係にあ

る。

産業構造の変革、開発のトレンド、社会のニーズ、経済の流れ、

日本の今 日的問題では、土地問題等も無視しては通れない大きな要

素の一つである 。

同様に、 コンビューターに代表される、ハイテクの時代的雰囲気

とイメージ等もデザインの流れを決める要素となる 。かつて手工芸

的魅力を充分に発揮した建築の分野でも、工業化脱工業化へ進む技

術革新の様相が表現の上にも反映されている 。

かつてデュシャンのアー トが示した様に 、建築の世 界でも素材の

質感や手工芸的要素に頼ることなく、作家の時代を見る目と感性に

よって、どこにでもあるありふれた素材を用い、無機質な表現の方

法で、現代から次の時代を表現しようとしている方法がある 。

重い有機質的な要素は排除し、軽い無機質的な表現形式に収童文さ

れていく方法である 。空間の中で建築家が表現しようとする主体は

物の存在そのものを見せることよりも、時代の風や、社会の雰囲気

を作家の↑ 吾性と感性でとらえ形に表すことがテーマにな っている 。

この傾向は脱工業化の時代的背景の中から派生した考え方で、建築

がかつての言葉では言い表せないほどに粋の外に飛び出して、まさ

に 「建築のようなもの」 として存在するに至 っている 。 この表現を

つきつめていくと、もはや建築は考え方と 言葉としてしか存在しな

いのではないかと思われるほどにしなやかで軽いものへと向 ってい

る。

最後は、かつて自然の 中に人聞がバランスよく生活した経験を持

っている 。 しかし今日の都市はその限界をはるかに越えている 。

しかし、都市もやはり自然の一部であり圧倒的に人間環境優位の

自然である 。 このような人間が作り出した都市環筑の 中には危うい

魅力が潜んでいる 。 それはまさに人聞が作り出す都市文化の一面で

もある 。

そこには建築の世界で言 つ、機能も、合理性も 、個性溢れる表現

も、時間と経験も、空間の持つ精神性も、地域性も、象徴性も、何

もかも、混沌として存在する 。

この人間が作りだす都市パナキュラ ー な様相と、光や風や雨や音、

緑や笠等、およそ考えられるいろんな要素を包括的に包み込み、な

おその混成品として表現し、それでなお自然なイメージでさわやか

な様子を持 ったしたたかな建築をつくる作家がいる。

この方法は今日の都市の多様さを逆手に取 った表現の方法であり、

また、 言葉を変えると、都市文化の総体のイメージを建築的に表現

した方法であり、今後の都市と建築に 一つの道を聞いている 。

建築とアートの関わり

建築家とアーテイストが協力し建築にア ー トが| 刻わ った例は多い

と恩われるが、その 中でも高〈評価された作品は、丹下健三 と岡本太

郎による東京都庁舎の陶板画や閉じく 、香川県庁舎の緒熊弦一郎と

の例や、雑創の森学閣の六角鬼丈と新宮普の作品等だろうが、 40年

という年月の長さに 比べれば成功した例は少ないものと思われる 。

まず最初にこの方法は作家同士が計画の最初から相五の意見を出

し合 っ て議論をつくした結果、フィールドのｾう 二 つの作品が「融



合」的な関係を生むか 、 また「対立」的な関係を持つかは別 にして、

両者の作品が、きちんと自己を主張し、空間を高めることが大切で

ある 。

しかし、この方法はまず最初に両者の能力がほぼ閉じである こ と

と次に 、お互に相手の作品 をアプ リオリに読みあわなければならな

いところにポイントカずある 。

次にサンフランシスコのエンパカデロセンターのハルプリン ( 写

真) の例だが、この場合は直接建築とは関わらないが、広い再開発

エリアの空間の質と周辺の状況を読み取らなければならない方法だ

ろっ 。

具体的にハルプリンは与えられた画地の背後の高速道路の騒音と

無骨な表情を中和すぺ〈 、工事中の工作物のイメ ー ジと水をあしら

った巨大なオブジェでその音をかき消している 。 この広いさを聞をダ

イナミ ックな存在感のある立体でみごとに支配している 。

しかし、この方法は建築家や都市計画家とアーチス トが直接関り

を持たないだけに一番あ ぶない方法である 。大部分の失敗例は建築

の設計完了後にアーチストに棺談を持ちかける場合が多〈、この事

が後に 問題を生む。

この場合もやはり最初から建築家は立体を読み、アーチストは建

築や周辺環境を読む作業を怠 ってはならないだろう 。

最後に、デュ ッセルドフの近郊ネビゲスに建てられたベネディク

ト派の巡礼教会 (写真) は、外観、内部空間共に巨大なコンクリ ー

トの立体そのものの感がある 。アプローチ階段のカーブとその構成、

巡礼者のための宿泊棟の外壁のリズムと列柱の形態、教会自身の屋

根と 外壁の変化の様子、内部空間の彫刻l的力強さ等、その表現の豊

かさに特徴があり、完結している姿をうかがうことができる 。

又、ロスア ンジ ェルスのダウンタウンに建てられたフランクゲー

リーのロヨラ法科大学 (写真) は ロスアンジェルスの風景の中にあ

るごくありふれた エ レメ ン トを、表現言語 として用い、コ ンク リー

卜の巨大な四角なプラ ン トボ ックスの中に槌えられた芝生や、何の

変哲もない円柱の列、レ ンガタ イルに白目地を詰めた工場風の練、

四角な箱型のありふれた陳に四角な窓が無表i W' こ並ぶ黄色い 外壁の

校舎と、街のいたるところで敷地の周辺に張り巡らされているネ ッ

トフェ ンスを 、その支柱ごと切り取 って一部をモルタル塗 りの校庭

の中に無造作に立てられたような立体等、いろんな要素の混成品で

構成された明快な コンセプトの「立体」だと思われる 。神戸のメリ

ケンパークに計函きれたフィ ッシュダンスも同様に、魅力を持った

建築だと 言え よう 。

この様な建築を設計する建築家の意識の中には敷地や建物の隅か

ら隅まで空間を読み、その音11分と全体が有機的な関係 を持ち建築そ

れ自身が「アート j であることを意図している 。ベームやゲー リー

を例に号 |いたが、これは何も彼らだけの意識ではなく 、大部分の建

築家がこのように考えているものと思われる 。

この考え方の意識の底には建築が他 の何 ものをも 加 えず自からの

方法により空間の全てを支配し、 何の破綻も無い空間を作りたいと

考えて続けてきた歴史の中で生れた作家意識の表れてのあり、考え方

の異る 他者をまじえて作業するにはよほど相手を理解しなければな

らないだろうと恩われる 。 このことをアーチストの立場から 言う な

らば、多分間 じ答えが返ってくるものと思われる 。

いずれにせよ両者が協力してひとつの作品を作り出すにはそれ相

当の理解と手続きが必要である 。

( えんどう たかお/ 遠藤剛生建築設計事務所所長 )

エ ンパカデロ広場のオブジェ

'圃

ゴ y ト7

'

) ートベームのネピゲスの教会

7 ランクゲーリーのロヨラ法科大学中庭の風景
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. 論文 3

「建築美術j の条件

一 一美術からみたアートと建築の接点 一 一

今井祝雄

1. 美術のルーツ

建築とアート、建築と美術というとき、それは建築空間とそこに

設置された美術、或いは建築の構造に組み込まれたアートを指して

いる 。

私はそうした美術を、仮りに「建築美術J と呼んでいる 。仮りに

というのは、この表現がけ っしてその意味を適格に表していないに

もかかわらず、いままだこれに代わる気のきいた呼称、が思いつかな

いからだ。他に何かないだろうか。

関連したことばではわ 守ブ リック ・アート= 公共芸術J が挙げら

れよう 。だがこの場合、何も建築空間に限られずむしろ広場や街頭

の彫刻が一般的だろうし、公共的てない建築の壁画なども少くない。

建築美術とは 「建築J と「美術J を単純にく っつけたことばにす

ぎないが、そういえば建築と美術は もともと一つの同じ存在であ

っfニグ) 1.ご。

まだ美術や芸術ということばがなか った太古の時代から、人類は

洞窟に絵を描き、さらに神殿や王宮の柱などに刻んだ数々の彫刻l を

残してきた 。そのことによ っていま私たちは、芸術 ・文化のルーツ

を辿ることができるのである 。

洞窟も建築の原型かもしれないし、イ ンディアン が刻んだト ーテ

ムポールも建築の基本である 一本の柱にはかならない 。 このよ うに

絵画 ・彫刻は、もともとは建築に付随していたということができる 。

2. 建築から離れて

それが近代以降、美術は建築から自立し、さらにデザイ ン ・工芸

と分化、各々の道を歩み始める 。と りわけ 絵画は、写真の発明と普

及によって、対象を写しとる以外の価値を見い出し、やがて額ぶち

からもはみ出て、 ホ美の殿堂前たる美術館や画廊での展覧会にそ の

舞台を移すようにな って久しい。

このように額ふ' ちからはみ出した先鋭的な現代美術ではあるが、

その活動を支える美術館 ・画廊とい った美術の専門空間が、 531] な:i ! .

味で、ひとつの額ぶちとして存在している、ということもいえるだ

7-.与
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大阪市北区、関電ビル南側 の コ ン クリ ー トスクリー ン。 水谷恒による Ａａｾ 凶ダム モニ ュ メ

ン ト、 1961年。( 筆者者 「アー トする街かど j より )

新たな額J; ちとな った美術館や画廊では、台座を否定する彫刻] も

現われ、そこで奔放にふるまう仮設的なインスタレーションや展示空

間そのものを作品化し てしまう環境芸術へと、その表現領域を拡大

しつつ現在に至 っている 。素材的にも伝統的なものからレディ ・メ

イド ( 既成品 ) 、そして光・映像を含むハイテク素材にまで及んでい

る。

3.美術館の美術

美術館。 ここは美術作品 の保存研究とともに、現代の美術表現に

とって特別な場所である 。人に危害を及ほ、さない限 り、こ の中ではど

のような表現も許される、アートの保護区砂とい っていいかもしれ

ない 。

ここでは建築は、美術をより良〈見せることが前提とされ、美術

に奉仕する空間が求められる 。絵 よりも壁がきわだ つてはならず、

彫刻以上に柱が存在感を主張しではならない。 そして何よりも、こ

こを訪れる人はおおむね美術愛好家であるか、少くとも芸術と出会

いたいという目的意識をも った や鏡賞者愉であることの違いが大き

い。彼 ( 彼女) の目は、天井や柱にではなく 、陳列、、バ展示前さ れ



た作品にのみ注がれるのである 。

そうした* 純粋協に美術を見るための特別の空間でない、普通の

建築空間における美術の ホたたずまい 、、 が建築美術の存在の仕方と

いうことができるだろう 。

人はここでは鑑賞者であるとは限らない 。ほとんどは他の目的を

もっ来訪者であり、外壁のレリーフを眺める人は単なる通行人であ

り、あるいはそこで働く人であるかもしれない 。

建築美術は、そうした人と関わるとともに、屋外にあ っては街並

みや景観と、屋内にあ っては内部空間のディテールとも、基本的に

等しく身を置く日常的かつ社会的な存在である 。 それでは、この建

築空間でアートは何を主張し、どのような役割を担うことが可能な

のだろうか。

建築美術は、単に建築とアートの関係を越えて、アートと個人・

社会との関わりを問うている 。 そのことは、とりもなおさずアート

のアイデンティティを見据えることにはかならない。

4. 新しい人間環境を

「この頃は空間という 言葉にかわ って、環境 ( エンヴァイラメン

ト) ということが、しきりにいわれます。空間をつくるということ

が、とかく人聞から遊離しがちだ ったことに対する反省からででき

ていると恩われます。ーたんは、いわば非人間的な、純粋な幾何空

間を追い求めた建築デザイ ンも、も っ と人聞の肉体や精神と深くか

かわ った環境創成に 、むかうときがきているように考えられますJ

以上は 1968年、東京で行われた 「建築 + 美術 ・作品写真展J のカ

タログに寄せた建築評論家、神代雄一郎の「新しい人間環境を」と

題する 一文である。 20年以上を経たいまこれを読んでも 、 まだまだ

今日の状況で有効性を失 っていない。

同文が書かれた 1960年代といえば、私自身、現代美術と出会い制

作を始めた時期で、 「具体美術J や各地のア ンテツマンダン展が大き

なムープメントをもち、 「オフ ・ミュージアム」ということがいわ

れたりもした時代であ った。 ちょっどこのころより全国的に地域開

発や建設が盛んとなり、わずかにではあるけれど公共建築にアート

が設置されるようにな ったのである 。

5. ともにつくる

現在では新しい公共施設のロビーなどに壁画やモザイクが施され

ていることは珍しいことでないが、ここでいま一度確認しなければ

ならない点は建築美術とは、美術が建築空間 と一体化 して成立して

いること、つまり建築と美術が分かちがたく存在しているという関

係についてである 。

一体化とは必ずしも建築躯体に美術を組み込んだ やっくり付け、

だけでないことはいうまでもない。 それはできあがったフロアに置

く彫刻を探し 、壁に掛ける絵を選ぶホ空fMJ を埋める、作業に対して、

建築 ( 家) と美術( 家) が共に* 空間を創る 、、空間創造である 。

後者こそ基本的な建築美術の取り組み方であり、設計の比較的初

期の段階から美術家の参加が要請されるのが望ましい 。 この場合、

美術家は建築のコンセプトから把握でき、空間を十分に考慮しなが

ら時間をかけて制作に励むことができるうえ、建築空間からのダイ

レクトな発想、による新たな展開の可能性も期待できる 。

大阪 7 ェスティパJ レホール南面レリー 7 I牧羊事1リ. 今村輝久 ・建畠党造・向井良吉ら 1958

年合作. (ill 者著 「アートする街かどJ より )

*もうひとつの建築美術論 として、建築の前段階である工事塀のベインティングが盛ん

にな ってきている 。森菩久雄・画。大阪市北区「大淀 D A  T  S  ( 1" > ツ) 街かどキ ャン

パス J (録者監修 ) 1988年

大阪市北区 「大淀 DA T S 街かどキ ャン パス」の館者による 恥ピデオアー トのぞき穴.

と凶村雄三のシルクス クリーン 1988年。
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著者近作 「ライトアートガーデン J

1989年 7 月、中之島公園にて 。5 0 0 Wの白色光100基がウェ イプしなが ら延長 120 mに展開する 。新しい夜の都市公闇へのンユミレ- ; / ヨ ン 。 ( 大阪背年会議所主催 ) 写真/ 細川和昭

6. 建築美術の芸術性

ところで、建築美術というか らには建築空間における当の作品 の

芸術性について素通りにするこ とはできない。

一般に、建築美術においては、その内容である芸術的濃度はかな

り希薄化されている場合が多い。例えば、 一 人の画家の数多い作品

のなかで、ある壁画が物理的には最大の大作であることはよくあ っ

ても、その画家の最高の代表作というケースは残念ながら少い 。

それは先に述べた施主 ・設計関係者の美術に対する見識とも関わ

って おり、一方的に美術家の力量不足とはいえない 。美術を建築の

装飾程度にしか考えていなか ったり、有名美術家の作品を迎えるこ

とで、建物のグレ ード ア ップをはかろうとする場合も少くないから

だ。

特定の建築空間を前提に創られる建築美術においては、移設や取

り換えは容易ではない 。 まずは美術家にと ってテー? などの制約に

妥協することなく自由に制作できることが優先されるべきで 、アー

トがその芸術性を遠慮して創られたなら、当の建築の質をも落とし

めることになりかねない。

よりよい建築美術とは、その建築空間において最も生彩を放つも

のであるべきで、 その建築にとってかけがえのない存在とならなけ

ればならない 。だがそれは、ひとり 芸術家の屑にあるのではなく、

60 

施主や設計者をはじめ関係者の、 芸術に対する理解と柔軟な対応が

大きく作用しているのである 。

7. 社会的文脈のなかで

いっぽう美術家において も、展覧会と同じ次元で制作した作品 を

そのまま持ち込むことは安易にすぎよう 。 いうまでもなく一般の建

築空間は展覧会場ではない のである 。 人々は作品を観るためにだけ

や ってくるのではない。少数の専門家に限らない一般の多くの衆目

と永い時間に 、内容的に も物理的にも耐えられる ことを配慮しなけ

ればな らない 。

実際、展覧会で魅力的だ った同じ作品が日常的な現実空間に移さ

れて生彩を欠く場合がある 。 そうした作品はホテルのロビーで気ず

かれずにあるよりも、美術館の展示室で愛好家の熱い視線を間近に

浴びているほうが幸せな のだ。 また、作品の種類や内容によ っては 、

美術館という文脈の なかで意味をもつものもある 。逆に、現実空間

でユニーク な作品と て、ギ ャラリーにおいては映えない場合もある

だろう 。

人がそうであるように、美術作品もそれぞれの住む場所があると

すれば、建築美術とは、まさしく建築のなかで建築とともに生きて

いるのである 。 ( いまい のりお / 造形作家 )



. プ ロ デ ュ ー サ ー 紹 介 1  

西武百貨底っかしん庖美術サロン

いわゆる横文字の職業が流行り、ヒンシュクを買いつつある昨今、

新たに「アートプ ロテe ューサー」或いは「アートディレクター」な

どと言う、いかにも古月散央い 言繋が登場してきました 。実際、私達

もそのように 呼ばれ 、自称もしている訳ですが、どこか居心地の惑

さがつきまといます。それは、名称自体がまだ一般的ではないから

なのでしょうが、そんなとまどいとは裏腹に、とりあえず、仕事が

先行しているのが現状です。そこで、私達、西武のアートプ ロテe ユ

ースのアウトラインをご案内数します。

仕 事の内容

(1)コンサルテイング(2) 調査 ・検討(3) 提案(4) プレゼンテーション (5) 契

約(6) 制作実務(7) アフターケア

私達の業務は、およそこのような }I頂序で進行します

(1)コンサルテイング一一 クライアン トとの最初の打合せて寸。ここ

で、創 り出そうとする空聞のコンセプ ト、イメージを提出 して頂き

予算、納期などを確認します。

(2) 調査 ・検討一一建築のコンセプトを理解したうえで、建築とアー

トによる最良の作品が創出されることを念頭に、アーテイストを選

定します。前提となるコンセプトによって作家を絞り込むのではな

く、そのコ ンセプトに対して、アートの側から、どれだけ表現の可

能性があるかを 検証 しながら 、一方で 、各々の作家のスタイル、使

用する素材、考え方 、さらにはスケジュールなどを考慮して、それ

らの接点を拡大するかたちで方向付けをして行きます。

(3) 提案一 一調査 ・検討を経ての結果を提案致します。 この場合、殆

どが複数案となり、クライアントとさらに話し合いながら、最終案を

導き出すことにな ります。 r調査 ・検討、提案」は最良の作品 を現

出させるための重要なプ ロセスであり、創造の場にかかわるという

. プロデューサー紹介 2  

渡辺石彫事務所

設 立

昭和53年 1 月 7 日

代表者

渡 辺 益 園

業務案内

・街路 ・公園 ・広場 ・屋内空間等におけるモニュメ ン ト、各種彫

刻作品 ( ストリート ・ファニチャ一等) の設置企画、及び制作。

・各種施設のシンボルモニュメントの企画制作。

・現代彫刻に関する話題 ・問題をとりあげた季刊誌「モニュメン

ト・プロデユース」の発行。単行本「石屋史の旅」発行。

・現代彫刻作品展覧会の企画、開催 ( 昭和58年より毎年開催 )

ことから、私達のエネルギーが最も集約される部分でもあります。

(4) プレセーンテーション一一づg定された作家によるエスキース ・ドロ

ーイング、図面などを提出し、構想される作品についてプレセ。を行

ないます。 クライアントの了解を頂いた 11寺点て'15) 契約となります。

(6) 制作実務一 一作品の制作、搬入、据付などのディレクションをし

ます。ここでは、あらゆる蘭に気を配りながら、作家の制作意図が

確実に笑現で与るよう計ります。

プロデユースのポイント

1. 情報の量と質一 一建築界から美術界へ、美術界から建築界への正

確な情報の交通は 、少なくとも現時点では充分とは言えないと思い

ます。プラニングするときに、候補作家が身近な 5 人よりも、全国

から選ばれた50人である方が、新たな可能性が広がるはずです。で

すから、やはり 、12富な情報が必要となります。 さらにその情報の

質も、作家に対するデータの無機的な蓄積ではなく、 作家の創造行

為における基本的なコ ンセプト、さらには個々のスケジュールまで

把握し、変動する情況に対応できる、生きたものであるべきでしょ

フ。

2.付加価値ーー私達がフ・ロテーユースするものは 、たんなる建造物で

はなく、作家による 付加価値を有する作品です。 それゆえ、 作品の

7 ーケ ッ ト性の司，H皇、確認、アフターケアとしてのメンテナンスに

よる 価値の保全は、ディレクションの重要な要素となります。

私達は建築とアートが、相E の空間を臭化させる装置であり得る

ような、高度な次元での出合いを実現し、クライアント、設計者、

作家の各々にと って、最良の結果を出すことのできるシステムであ

りたいと考えます。

( 記 ・川上直也/ 西武百貨庖っかし ん庖美術サロ ン環境造形)

〔開催例〕

1987 r まちに r生きる 』彫刻展 J ( 18作家出 品)

1988 r 河合隆三石彫展 J 1989 r 田中昇石彫展」等

主な仕事

・島根県大田市新庁舎モニュメント

・伊丹市立伊丹小学校モ ニュメント

. 守口市駅前再開発モニュメント

・逆瀬川駅前再開発彫刻

・阪急塚口駅前 「近松モニュメント J etc.  

( 記 藤原由子/ 渡辺石彫事務所)
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建築とアートの出合い

一 一神戸国際会議場一 一

田中 直人

神戸ポートアイランドは、事t戸の都市機能を充笑させる新しい都

市空間の創造をめざして建設された lみである 。その中心部インター

ナショナルスク エアは、国際都市神戸の核となるべき、コ ンペンショ

ン関連施設の斐備を図っているエリアで、市民広場を中心として、

ホテル、国際会議場 ・ホール、国際展示場、駐車場等が配置されて

いる 。

この内、ポートピア ' 81に先立ってオープンした国際会議場は、ホ

ールと共に国際交流会館という S R C 造11階建、延床約30 ，000m'の

建物の 4 階部分に設けられていたが、その後の国際会議をはじめと

する各種会談需要の増大に伴ない 、会議場の増床計画が企画され、

貸事務所スペースだった 511皆フロア( 約1，860m') をすべて会議場ス

ペースに改装することにな った。

以上が、この建築とアートの出会いの場が生じる背景であるが、

もとより、この国際会議場周辺には、建築及び環境テザイン的視点

からさまざまなアートとの出会いが演出されている 。 ファ ッション

タウンとよばれるこの界限には、公共で整備したアベニューや広場

における水、緑、彫刻、ストリ ートファ ニチ ャ一、照明等と共に環

境 ・景観形成計画協定にもとずく各建築物の敷地内セ ッ トパ ック空

間等に、同僚のデザインの笑践をおＡｾｊ￮いしている 。 Ｈ写真Ｉ 市民広場

入口には、「時を告げるモニュメント 」、「陶と水のモニュメント 」が

ある 。後者は、陶芸作家の令国雄亮氏によるアートである 。

者11市空間の中の、建築空間、 建築笠Ii¥Iの中のインテ リア空間と、

さまざまな空間のひろがりの 中で、僕たちはアートを含む多様なデ

ザインの仕掛けを試みることが多い。本米、建築テザインそのもの

の領域で展開すべきものに加え、アートとよばれる存在により、さ

らに、空間の質を高めようとすることもポピュラーになってきた 。

この国際会議場の増床計画では、事務所フロアの階高 ( H =3900)  

と構造上はずすことのできない柱列ゾーンの制約の中でプランニン

グがスター卜した 。大会議室 (212m') 2 室、小会議室 ( 87m') 3 室

のほかに、このフロアの例性あるコミュニティゾーンとして、ロビ

ーを、柱列ゾーンと E V ホールの問に配置した 。( 図) 各会議室のデ

ザインを考えるにあたり、できるだけ神戸のイメージを感じるもの

にしたいということから、そのカラーコーテ イネーションでは 、市

民の花「紫陽花( あじさい )J の水色、ピンク、紫といった柔らかい

トーンを表現することに努め、ベースになる天井や一般的な壁、主主

具 、そしてサインは、白とグレ ーの無彩色でまとめた 。

その 中で、当初、 制約条 fLIニとされた列柱をロビー壁面デザインに

積極的に活用することをめざし、柱で仕切られたタテ 185crn ヨコ 200

｣ ｲｮ の Ｕ ヵ所に 神 戸らしさを表現し、ｾ ｉＯ 刊のポイントとなるものを、

草間詰雄氏に依頼した 。作品を柄かすため、背景となる周囲の照明

や仕上納まり等について、色々と検討を加えた 。全体として、ねの

ある壁面で 5 つに分断されるものの、それぞれを窓から見るように

5 つのアートで・ー述のti'凶t 海と山の! 日lにひろがる神戸の街ーを映

し出した形にな った。 ロビーでは、南北の窓から 見る実際の神戸 の

街とあわせて 、アートによる制策への諮らいを演出している 。

この建築とアートとのｩｊ｜会い実現 の ｉｾ には多くの人との出会いが
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7 ア ンションタウンのー景 ( オールスタイ J レ). セットパ ，ＺＷ ｾｈｉｉ に Ｗ ァ ＯＧ ＯＢョンアベニュ

ーと一体化したデザインを行っている .

神戸 ｛ｦｩ｛ 際会議場 Ｕｾ 告。ＡＧ￯ ｦｩ￮ 図

あった。現場 を111当した狩野裕行、松岡克彦の諸氏をはじめ、予算

外のア ート導入に 対する方策として、市への寄贈スポ ンサーに 協力

してくださ った関係者等、 一つの「建築とアート 」の UI 会い を支え

る人々の存在を忘れることはできない。 、ランドスケープH と名付

けられたアートヵ、融けあう建築空間が、今後さまざまな人にどのよ

うなホランドスケープH を，' &1 、ぃ起こさせるのか楽しみである 。

( たなか なおと 神戸市開発I.. )，; rl'lii ，理主先)



建築とアートを結ぶ媒体としての詩

一 一オフィスビルとス ポーツメ ーカー研究所の例一 一

酒井利行

ツLい烏 って。

透明なひびきをかなでながら

時をこえて 飛掬する 。

大空にゆ ったりと浮遊し

適格に糾をとらえ

時として舞い降りて くる。

光のカゴを桜とする 気ままな鳥。

宇宙にかがやく 未来の鳥。 (i 在者作)

この詩は、建築家と彫刻家がイメージの対話をするために作成し

たものである 。彫刻家吉田和夫氏の作品、丸い烏H に対して、設計

者として、その彫刻の存在を、建築のコンセプトと結びつけるため

であった 。吉田氏の作品は、スチールを素材とする 。

材質のもつ重量感であるとか、固さをあまり感じさせないほど、

軽々と立 っている 。線材の組み合せて¥大きい面を支えている構成

には、何かサラ ッとした透明感やスピード感が漂 っている 。

、朝日 " という言葉のもつイメージとして、我々は 、まるい、円、

太陽、明るい、光、赤い、飛朔情報- … ・等を考えた 。 その 中で形

態として円、ポイ ン トカラーとして赤を抽出し、それが明確に形態

として表出されるように設計することであった 。 その意味で、建築

のもつイメージと、彫刻のもつイメージが、うまく融合するのでは

ないか、と思われた。 、丸い烏 H という 名称が吉田氏の単に思いつ

きのものなのか、それとも、どこかに出典となるものがあるのか 、

我々は、我々なりに考え、いろいろと本をあたりそのや丸い鳥H の

出どころを採 ってみた 。 そこでガスト ンパシュラールの書いた空間

の詩学の円の現象学という章の中に、 サLい烏砂の言葉を見つけた

のである 。 リルケの詩を引用して次のように述べている 。 r...

それにもかかわらず、まるい烏の呼び声は 、それをうんだ瞬間に、

枯れた森のさをのように 、ひろびろとやすらう. . ... .. .. 。 ミシュレにと

って鳥は完全な円であり、それは円の生である 。 … ・鳥はここでは

大空を飛朔する姿で考察されており ... 烏の存在を宇宙的状況にお

いてとらえ. . . .字宙性の中心をたずねる字宙的想像力の哲学が存在

するならば、このイメージは、関心をひき、意味をもつことになろ

う。 .. .. .J 吉 田氏の考えた 、、丸い鳥。と 我々が思いを託した 、まる

い鳥" の出典が、はからずも「空聞の詩学」であったことは、この

対話をい っそう感動的なものとした 。思わず腕と腕をかたく組み合

い。肩をたたきあいたくなるような共感の一瞬であった 。我々は 、

建築と彫刻が、イメージの中で、がっぷ り四つに組んで一体の空間

を創造していく思いがした 。

今回の例に引き続き、現在、あるスポーツメーカーの玄関ホール

ても、同様の試みをしている 。玄関ホールは、巾 7 m、奥行き 43m、

天井高11 mの大空間である 。その空間の中に、何か 、気砂の ように

漂うものを浮かせられ ないかと考え、北 山善夫氏に、オブジェ制作

をお願いした 。北山氏の作品は、日本の伝統的材料である竹と和紙

で構成されている 。繊細で、しなやかな動き、あるいは、目に見え

ない何かを感じさせてくれる 。 ツしい鳥' の場合「オブジェの題」

に対し「詩」をつけたが、今回は「建築のコンセプト」について

「詩」をつけて、対話を行った。北山氏とオブ ジェと 建築空間の融合

をはかるために、打合せを進めているが、詩でのイメージ対話は、

今回も成功を収めているようである 。

詩は、文学の物語性とは途った、 抽象的な、イメージの世界を 、

言葉の操作によって、読手の想像力を誘発する 。 そして、その想像

力の振幅の大きさのうちに、建築のコンセプトと、アートを一体化

する媒体となりうるものである 。

や風の韻律H

階段を登りつめると

朝もやのオリンポスの丘に

ファンファーレカず

高らかに鳴りひびいた

静ひつな空間に浮遊し

横た うのは 何なのか

それは 光のかなたへ

すい込まれるよ うに 飛期していく

竹のよ うに しなやかに

アキレス腿を 生き生きと桜動させ

大きく手をひろげ

栄光のゴールへ 駆けぬけてい く

喝釆につつまれた

花吹ぶきをの こしながら

天空から はてしなき自然の気が

馨ってくる

自に見えない

確かな 「存在J のざわめきが

7 ーラーの交響曲のごとく

聴えてくる ( 筆者作)

( さかい としゆき/ 竹中工務庖設計都)

和歌山朝日ヒソレディングのアー ト

設計、施工 竹中工務庖

彫刻家 吉岡和央

プ ロデューサー A D& D 竹 村 楊子

7"" .，クススポーツ工学研究所

7""  .， タス人財l期発センター

のアート

訟計、施工 竹中工務庖

彫刻家 北山普夫

プ ロデューサー 西武百貨庖 川上直也

C G制作 深沢恵子
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金属と入閣の調和を求めて、いまメタルエンジニアリング

Metal Engineering- 一 私たち l こいで、それはお客さまのニーズ、に合 致 した作品を生み fごすことにあります。

いせさき聖苑 エントランスホール天主主

アl レミ 抑出材ライン入 ポリウレ タン塗装

私たちの仕事は、

設 計/ 山下設計 ・梓設計 J V  

私たち は、

ビル、ホテル、記念議官、社寺といった建築物の

金属製内外装工事を主体としており

これをメタルエ ンジニアリ ングと 呼び

キクカワの事業運営の中核に置き

メタ/ レ( 企属) に関わる

あらゆる技争府をここに ｴ ｾ 入し

さらにきめ細かくお客さまのご要望に

おJ; 芯えしてい こうとしています。

お客さまのニーズにお応えしてきました。

司1=哩Ijtll 口l
菊 川 工 業 株 式 会 社

本 社 ・東 京 都 墨 田 区 菊 川 2 - 18 ー 10 n 03-634-3231 〒130

第 1 . 2 . 3部

菊)1位農工業側 ・千葉県E防署郡白井町白井工業団地7 n D474-92- 1141 〒270ー14

キフ力ワM紅 側 ・大 阪 市 西 区 北 堀 江 2-9-20-102 n 06- 535- 4381 〒550

工 場 ・千葉県E防喜郡白井町白井工業団地7 n 0474-92-0141 干270-14

海 外 ・香 港 ・シ ン ガ ポ ー ル 台 ，膏
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地下式駐車場、10%タイエット。

稀少な土地を最大限に活かすために、

占有容積1096減を実現。

都市の過密化、さらに地価高騰の影響M日わって、より

ハイレベノレ、ハイクオリティな地下式駐車場が求められ

てきていますL日精のニューレベノレパークは、私たちが

追い続けた3つのテーマ“ C OMP AC T " “S PE E DY "

“L OW NOI SE" を実現した最新宮肘幾。これからヒツレ建

設、そして地下式駐車場をお考えの皆様に、自信をもって

おすすめいたしますL

[ 占有容d1 0 %滅] 日精のコンパクト化へのあくなき追

求 て 実 現。設計組込みが今まで以上に容易になり、土

地の有効利用に貢献しますL

[高 さ60mm減 ] 必要有効高さがl層て'60mm、2層で120mm

減を実現。ムダがい、のもニューレベソレノ f ークの特長で1

[車取出時間] 従来の装置よりも20%スヒ。ードアッフ; これ

で待ち時間のイライラも解消。

[低騒音・低接劃] 新開発の駆重撒構により実現。機 械

式の不変的テーマに一歩近づきました。

実績30年。日精は、日本の機械式駐車

場の歴史を築いてきました。

昭和35年、日精は機械式駐車 場の必要性にいち早く

着目し、地下式駐車場の自社生 産 をスタートしました。

当時はまだ需要の少なかったこの分野に、やが てくる

都市過密化時代を見越しての参入でした。以来30年間、

独自の技術で開発した地下式駐車場は、常にトッフ。

シェアを維持。さらに数多くの地上式も手掛け、機械式

駐車場の大手メーカーとして多大なご支持をいただくま

でに成長 しました。地域開発・都市の再開発化に伴い、

ますます広がるヒツレ建設。日精は、これからも皆様のご期

待にお応えしてまし、りますL 躍は、当事土上t によるものですL

機械式駐車場の総合メーカー

日 精 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 干 541 大 阪 市 中 央 区 本 町 4 - 4  - 24  

( 住友生 命 本町 第 2 ビル ) f i 06- 244 - 9401 

本 社 干 105 東 京 都 港 区 西 新 橋 1 - 1 8 - 1 7  

( 明産ピ ル ) fi ' 03 - 502 - 9555 

営 業 所/ 名古屋・福岡・目 立・広島・ 札幌 仙台
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もっと大きく、

もっと自由に、

大商業豊田を創造する

ららぽーとファンタジーロード棟

設計: 石井和紘建築研究所

既成の建築技術にとらわれない大規模で自由

な空間づくり。このニーズを確実に具現化して

いるのが、膜構造建築物です。建築基準法に

より一般認定されて以来、恒久膜構造建築物

として、さらに信頼を高め、その膜面の持つ透光

性. 柔軟性. 耐久性を

構

大 規 模 な 恒 久 施 設 を 潰 出 ト 一 一 膜 鵬 構 造 鑓 建 築 軌 物 払 。 活 剃 カ か 札 、

。

。 太 陽 工 業 株 式 会 社

圃 圃 圃 圃 園 田 目 躍 重 量 圃 圃 圃 圃 圃 圃
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豊カか、に演出しています。

時代のニーズに応える空間づくり 一 一太陽工

業は、膜構造の持つ豊富な優位性を無限の可

能性へと結びつけ、商業空聞をはじめ、さまざま

な分野で新たな大空聞を創造しています。

-ぉllij ｾ 、合わ せは 一一一一一 東京都目黒区東山 Ｓ Ｍ ＲＲ Ｍ Ｑ 干 ＱＵＳ

T E L  (03) 714-3481 

大阪市淀川区木川東4-8-4 干532

T E L  (06)306-3061 



大理石、ミカゲ、テラゾー他

建築用石材の販売 ・施工・設計

玄
関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社

本社 T 503- 15 岐阜県不破郡関ヶ原町2682

電話05844(2)1234 F A X  05844(2)2422 

東 京 営 業 所 干104 東京都中央区明石町5-27- 201 合 03( 545) 3921 F AX  03( 545)3680  

大 阪 営 業 所 干534 大阪市都島区都島本通4-20- 26 f i  06( 922) 7661  F AX  06( 925) 7059 

名古屋営業所 〒464 名 古 屋 市 千 種 区 高 見 2- 13-4 f i  052( 761) 5286 F AX  052( 762) 7063 

工 場 干503- 15 岐阜県不破郡関ヶ原町 2 6 8 2  f i  05844( 2) 1234 F AX  05844( 2) 2422 

温故知新を織る

TATSUMURA I NTERI OR FABRI CS 

務詰龍村美術織物

龍村のインテリ戸

鍛 帳

タピスリ

カーテン I也

壁張地

椅子張地

本社・京都后 京 都 市 中 京 区 壬 生 森 町 29 (075)802-3251附

東 京 庖 東京都中央区 日本橋 2 - 2  -20 (03)  274-2274附

名 古 屋 唐 名 古 屋 市 中 区 栄 2 一| ー| (052)204-0815附

大 阪 庖 大 阪市中央区南本町 3 - 5- 14 (06)  245-5630附

札幌営業所 札幌市中央区南| 条西 5 丁目 (011 ＩＲ Ｗ ト ＳＶＴＴ ｾ Ｇ也

6 7  



68 

える。

快適で人間性豊かな暮らし、

立山アルミは、それを商品づくりに生かしたいと

考えますL一貫 した設計思想に基づき、蓄積された

確かな技術と独創的なアイデアで高品質で付加価値

の高い商品を誕生させています。

ビル建材か ら住宅建材、エクステ リア商品、庖装用品まで、

快適な暮らしと豊かな環境を結ぶよりよい商品をつくるために

立山アルミは、これからもたゆまぬ努力を続けてまいりますL

営 業 内 容

・庖装用品

・エクステリア ・アドフレーム

・ピル手摺 ・日用品

・低階層サッシ ・形材

・ビルサッシ

a 山 ?J L: : 二つむ工業線王覚書位

本 社 / 〒933 富 山 県 高 岡 市 早 川 550番 地

{ ヒソレ建材) T E L ( 0766) 20- 3321 

大 阪 支 庖 / 〒 570 大 阪 府 守 口 市 菊水 通 4- 29

ｔｾｌ＠ ( 06) 997- 0697 

ヨーロッパの職人芸が息づく、

アートグラス O

空止

ガラスの向うに、明日が克える① B意根強T

ガラスのもつ di 鐙な気品を基調に 、宝石の

優雅な美しさをみごとに再現したヨ ロピ

アングラス ・ナイアーデ。無色透明のすが

すがしいガラスの 中に 、色のぬく もりを散

りばめたアートグラスです 。 その色彩の妙

は、 ｾ ｉ 剖 のアクセントとして 何にもまし て

人の心をなごませます 。流れるのは 、手 づ

くリの情熱が限し出す盟かな時間。芸術性

/ を秘めた、ヨーロ y ハのクラフト 7 ンシ ソ

プが，日、づいています 。

※ デザ イ ンは、選べる豊富な 12バリ エー シ

ョンをご用意いたしました 。

仕検/ . 厚さ ＸＮＰ Ｍ ＱＵＮＰ ｭ ｭ • 寸法・ ＳＱＰ x  31 Omm・重

量 ・ l 枚当たり 約 2. 5 k9  . 種 類/ 12種

Naiiile 
ウ&. . オ、チアのガラス職人の至芸

札幌王16 (011 ) 241 7171 仙台主庖 (022) 225 7821 聞東宝庫 (03) 573 0153 東京支庖 (03) 573 0127 名古屋宝庫 (0日 ) 5日 旧 日 大胆宜庖 (06) 222 7533 広島支庖 (082) 2日 3571 緬問主庖 (092) 451 5594 高松宮様厳 (0878) 51 7571 



「絵になる窓辺」

ROL L  

SCREEN 

恥 t5 四 ; 詞

- 機能力，' a ! 良され操作も覚えやすく 、より取i及いやす く砿りま した。

・どのスクリーンもお好みの位置にストップセ ット出来ます。

・カパー付き商畠が充実しました。A型メ力にもカパーか取付けられます。

18 mond巴シリーズはカパー付が標準{ 士慌てす。

tl1 JII 長忌 f. i旨ヰ均 一 務 所 開 市 上 京 区 東 … 一 条 よ ル 史 富 田 町 432 官 [ 即日431・ 瑚 シ ー ー ム 闘 世間 町75 大臣 官{ 附347-0451IJ J  11 ｾ雪之 け面豆 寸話ヨ 車京営策本部 栗東郵千代田区永田町 2- 14- 2 山王クランドピル5階 宮 ( 閃) 印E 凶∞ 札帽 f t (日11)26卜2131 パリ ニユ4 → ミラノ.- ｾＮ，＠ 古品回" 7 ... -，.、 ，，，，， 大飯曾策本部 大 阪 市 北 区 重 量 l 丁目 1 - 5 閣 困 ?局 面 ピ Jレ6幡 宮 (凶) 347・ω51 )レ・モンドショールーム東京 世(閃)4咽 崎 町
比側 '  ・・ー， • ... ... -

切 羽 全 国書后で好評発売中/

( 建築技術) 6 月増刊号

実践建築工事検査 I

調 査 ・仮 設 ・土 ・地業 ・鉄 骨 工 事 の 検 査 ・試 験 方

法 を 、 そ れ ぞ れ 項 目 を お って解説 して L 、〈、

品質碓 保 の た め の 必携マ ニ ュアノレ。

亀田泰弘 監修 A 4判 明2頁 税 込 定 価3.100円

10年の超口ングセラ一 /

建築構造問題快答集 圏

各分野の専門家が日常業務の中て出会う数々

の 疑 問に Q & A形 式で 明快に 回 答 す る 設 計 者

必携 の 実 用 書。

石黒徳能l 監修 A 5 判 368頁 税 込 定 価4.1凹円

精算法へのアプローチ /

保有水平耐力入門 a
新 耐震 設 計 法 の なかで義 務 づ け ら れ て い る保

有水平 耐 力の本質をやさ し くまとめた実用入

門書。上巻も好評発売中 /

星 睦 廃 著 8 6 判 128頁 税 込 定 価1.350円

株式会社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡 ケ谷 1- 1- 2 福西ビル

軟弱地盤

と基礎

連 載⑨建築法令を考える

検証建築強度規定の変遷

と建築構造技術

e  
市街地建築物法が

できるまで

①軟弱地盤における

基磁計画

基礎設計の 中で も 難 しい と

言 われる軟弱地慌ての計画

について、そのポイン 卜、

開立. 1;1人を分カ・りやすく解説

します 。

②海外における軟弱

地盤の基磁計画

海外の事例の lゃから、 FI本

とI.:J: ｊＡ ｉｾ な っ たユ法カサ采 ｊ Ｚ ｉ Ｍｊ さ

れている事例を利介し、そ

の 技 術的 背景を考えてみま

す。

③各種の基隆工法

〈実施例〉 軟弱地盤に有効い、われる

4  基礎工 ｪ 去を取り 上 ｾｲ 、その
・地盤改良 ・摩擦杭基礎. . . . . 一

・田・ 特徴、 言l iili j 卜，の創立点 を整

・併用基礎 ・深い基礎 、 引し、併せて実施(タIJ も紺介

・フローテイング基礎 します 。
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「建築と社会J 誌 21年 . 特 集一 覧 昭 和44年 ~ 平 成 元 年

「建築と社会」誌は、昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、ンリーズものの頁を織り込み、その時々の社会を反

映したテー? を選んで掲載してきた 。売価は、消費税導入に伴い 980円( 消費税込 ) に改訂する 。

購読希望者は事務局 ( 0 6 - 3 4 8 - 0 6 3 5 ) へ。
*  Enはう〈号

訟¥芝 l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12  

.  
鉄 筋 コ ン ク 計 画 と 住 民

老 人

.  .  
転 換

.  .  .  .  .  
昭和44年

建 築 産 業 の
リート梅計造

一中昔日から

建向築ー 現史的方に
建 築 行 政待

解 決 を せ ま

海 洋 開 発 民 家 の 系 譜 第 16 回 九 州 か ら の

(50集 )
耐 震 設 の

と す ま い 過よ み がfえt る に 期

しつつある

問られる公害題

車陣造と方向 再 検 討 の 報 告 去 一 す る も の 住 宅 生 産 と保存計画 青 年 技 術 者 報 告

.  
現 代 社 会 日本万国博 設 計 の 7'. ，ドデザ 高 層 建 築 建 築 家 の 第 17 回 山E品 山 陰

昭和45年

建 築 と 安 全

欧 米 に

工 事 計 画

デ ィ ベ

(51集 )
と は 何 か と技術開発 y ス テ ム 化 イ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 課 題 と 責 任

ロ i' ＯＧｾ Ｍ 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

昭和46年

住 宅一60年 都 市 エ ネ ル

ｾ￟ 市生活 企 画 と 設 計 転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

代の総括と

ギ と 無 公 害 建 築 基 準 法 解 体 工 学 都 市 と 港 湾

(52集) 70 年 代望 と み ど り の プ ロ セ ス ユータウン と 震 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レジャ空間

の 展 化 ビ ノ レ

冬期オリン

都 市 交 通

.  .  
昔日 市 i主

.  
北 陸 の

昭和47年 600号 イ J テリア

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回

(53集)

ピ γ クと

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 訟 { 崎
青 年 技 術 者 新 建 築

K  申見 ( 佳 中 学 ) ア プ ロ ー チ

.  .  .  .  
大 阪 大 林 ビ 大 阪 国 際 ビ 老 人

昭和48年

建 築 教 育

泉 北 ニ ュ ー レジャーと 住 宅一建 築

新 用 途 地 域 権 造 と 地 工 仕 上 と 材 料

第 20 図
ヨーロ ッ，<

(54集 )

タウング》コ

施 設 ノレテP イ ン グ 家 の す ま い 青 年 技 術 者
σヲ

施ミュニ 7 訟イ
ル デ イ ン グ コミュニテ ィ

制l と 環 境 まち づ くり

日月 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレ ハ
.  .  

ビル防災に
昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北 限 ニ ュー

流 通 俄 怖の

ビ J レの 省

プ 住 宅 の み ど り

屋 恨 防 水 工
第 21 回

(55集 )
環 境 保 全 タウ ン2十函 エ ネ ル ギ 化

事 の 失 敗 例

青 年 技 術 者 関する 12章

どうなるか 笠 備 の 方 策 変 容 情 造 設 計 とその対策

東 海 の

.  
p  c 板 を

社 会

建 築 と プ レ 生 活 排 水
.  

集 合 住 宅 の
昭和50年

図 書 館 使 用 し た

都市 の 景 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と

第 22 回

(56集 ) 新 建 築

イン テリア

建 築 ・ 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 設 備

工 業 化 住 宅 コンク1) ート の あ り 万 タ ー ミ ナ ル

青 年 技 術 者

証 言 ' 76 ー

建 築 基 礎 憐 床 工 法 建 築 防 災 と

.  
. mf . 主体の

.  殺 備 か ら み

昭和51年

建築デザイ 医 療 施 設 市 街I也鮭fi ii

工場建築と 鉄 骨 情 造 の

ハ ー ド と

結 露 防 止 第 23 回

た 建 築 の

(57集 ) 造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 対熱策キ と

/ の 動 向

ジョイント

ソ フ ト 断 オ 料

青 年 技 術 者

問 題 点

.  兵 庫 県 そ

会- 初日周本年建記築官芳協

コンクリー

日影規制と

埋立地におけ 日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

第 24 回
昭和52年 デ吋r インの

の 風 土 と 建
トの品質管指

身 障 者 総 設 附 日 月 設 備

る構造問題一

公 団 と か 句 計 画 的 る省エネ J レ

(  58集 )
動 向 一 部 分 - ニュータ 理 と 行 政

法
大阪南港と芦

青 年 技 術 者

と 全 体 築 ・ 建 築 界 ウ ン の 管 理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ 向イ ン
.  

医療院施建設 一

電1度障害と

組合方式に C  A  D ー
.  

昭和53年
の 動 一

水

病 築
外 壁

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピ ル 環 境

(59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 面T 議 設 計 青 年 技 術 者

ン トラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ン ピュ タ

.  ホテ ル建 築

農 村 総訟 の
昭和54年

転 J換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コン7 リート

日 影 規 制 と 情 報

建 物の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

(60集 )

再 開 発

ートタウン の ひ び わ れ

ン ス テ ム

変 貌 強 度の 検 討 まち づく り イ ン テリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  .  

自11市 景 観 と

- 殺7宙開姉I 設 計の ため

昭和55年
市 と 建 築ー - 今後の省エ - 晶伊 謝 建築

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の 外 装
者

の 新 耐 袋

(61集)
まちづく 1同 ネルギＭｾ 溜ｾ - 安井撞草設計

耐 久 性 法 規 防 水 工 法 ア メ ニ テ ィ 施 設の 設 備 まち づ くり 吹 付 仕 上 材
- 転機こた7 7ン

歴 史 と 展 望 - 建 築 金 物 事務所作品集 ンョン 聾告1r宅 設 計 法

昭和56年

中 国 の 論 文

ポートピア

台R叶まわり

ンーリ ン グ

災 害 と 法一 都 市 住 宅 - 建 輸と凪デ 住宅・獅到着企

l間仕切援の 第 28 回 障 答 者 の幕下

降初酉における

(62集 )

戦 能 論 一 北 京 の

'81 

の 計 画 安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナイ〉た州こ

肺瑚を中心と
性 能 評 価 背 年 技 術 者

ら しやす い

都 市 計 画 と 設 備

材 の 知 識

を め ざ して から の 発怨 - 目盛鐙押結。集 ｌ ｴ ｪＡ沿即ｾ捌
環 t寛と設備

昭和57年 新 た な 商 業 省エネ ル ギ

医 療 施 設 ー

近 畿 の

都 市 景 観ー

大 阪 市 庁舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

1I掬こみるすま

- 第 29回 背庁者
風 土 空 気

地域医療と ま ち な み 美

いとまちづ〈り 年 技 術

(63集)
空間1の 展 開 ー と 開 口 部 地 盤 と 地 質 ( 第 1 J羽) 建 築 構 造 作 品 集

- 才一・エム・ホテ - 地 方 の
と 人 ! 日1

設 備 計 画 観 へ の 誘 い ル8ti;ビル 舎 建 築

.  
7 イコンの

多機化する

計画における 大 阪 駅 と

維持管理と

東 海の将 来 オフ ィス プレス トレスト - 郷姫清年技荷

集 合 住 宅
昭和58年

関 西 の

建 築 へ の

建 築 と
コミュニケー

ターミ ナ J レ と 文 化 を インテリア (鉄筋) コンク リ

者

(64集 )
建 築 文 化

運 動 総 設 品 質 管 理
ンヨンとプレ

設 備 変 新
- 苅 械 識 別t

と 生 活 音

を 考 え る 利 用 ゼノテーンヨン ピ ノレ 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 ;l，f，--yホール

21 世紀への ピ! L4l ' ) 7 レy 建設産業と
- まら的活性化

みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年
関西一魅力

関 西 の 超
ンユー内外装

住 環 境 と と商韓宝問l 消防目立 1品 高 齢 化 社 会
技 術 者

光 応 用 ン ス

(65集)
あるまちづ〈り 補修技術 の

ロ ポ y ト - 京都駅南口問 をとリまく 床 の 椛 工 法

' T イアール
高 層 ビ ル 法 制 度 間尭 ビル のポイ ン ト と生活 ｾ ｴｈｉ テ ム と 建 築

を 問 ? - 現状と発展ー 開 発 {ア，、〆テ， 1 人 々 の 思 想

- 自由械式へ
情 報 化 を ホーノレーそ 建 物の 表 情 - 建築と水の - 接 合 - 村 野 藤 吾

昭和60年
東 海 の 現 在

の安J築E ー建築雌
大 阪 国 際 見

l責出
都 市 と 健 康 第 32 回

(66集 )

大 阪 湾 物 語
京 井 武 め ぐる 建 築 れ が 生 み だ 一 段 近 の 外

- 神戸研究学

- 日建設計 の ー 断 章

と 近 未 来 - 建 物的基 本 市 新 会 場 ス ポ ー ツ 青 年 技 術 者

建を考える - 都市 事 情 す 文 化 ー 壁 材 料 園都市 作 品 - 東 海 特 集

これからの住空 屋 恨ー そ の - 現代デザイ イ ノテリ ジ - 建 築 防 災 C  A  D ー オ フ ィ ス インテリアー イ7

昭和61年
ノーポスト

エ / 卜 ビ ル
自 治 体 営 繕 21世 紀の 住 - 開 発 第 33 回

(67集 )

昨都市型集合 デザイ ン と モダニ ズム同年

の 建 築 ・

と法 その応用と 空 閉 め ステンンヨンと

- ニ/ l カ・句グ〉 と公共建築 居 と 設 備 - ツ イ ン21 青 年 伎 術 者

住宅にみる 素 材 防 水工 法 設 備 計 画 - 大阪市庁舎 展 開 情 成 リニューア ル

昭和62年 創 立 70周 年 E量 動 す る

- 保 施管 貯

室 内 の 行 政主主築家 ンテ ィホテ 宝 塚 の
- 並建み物のと按街点

第 34 回

入 浴 物 語 腐 食

蔵 設

(68集 ) 記 念 号 東 海 へ
- 大 阪 府立

仕 上 床

駅

の 可 能 性 J レ の 設 備 街 づ く リ - 昭 和 集設 計 i 'f 年 技 術 者

体 育 会 館 { 乍品

- 軟弱地盤 と - 設備におけ
展中 園 地 方 の

- 大阪府営繕

- 第 35図 背者

昭和63年

・基文化と伝礎統

るL C C と 建 物 の 外 装
望 と

21世 紀 へ の 超 高 層 住 宅
年 技 術

(69J!l )  

ホテ ノレ物 語

・東1) 畑フ建レ築品' 1" /事集
リフレ y シュ

都 心 居 住

ひ ろ しま の 照 明

市11 振

を 考 え る

- 集合住宅の

- 記8 0 0 号念

減 資 テ レ ビ

一東海から
リ7 レ '1 ; . / ユ

的 報 告 務所作 1針 な み

昭和64年 - 竹創記立中工務底 - 束色の復 権新
省 力 fじの

博 覧 会 と

最 近 の

夢 を のせ る 90周 年企

- 海 の

まち づく り 都 市E罰境自IJ 建 築 と 犠 造 σ〉 都 市 環 境 創 第 36 回

博 覧 会
平成元年 た めの 材 料
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神 戸 市 火 災 予 防 条 例 の 一 部 改 正一 ス プ リ ン ク ラ ー の 設 置 な ど 防

災 設 備 の 強 化 が 図 ら れ た一 ( 平成元年 9 月 l 日施行)

はじめに 都市への集中 。 この現象は都市を過

密化し、建築物の高層化 ・大規模化を余儀なくし

ている 。一方て¥高齢化社会の到来は、災害弱者

のi i ' 1加を招き 、生活様式の変化は、新たな火災危

険をもたらす。

神戸市では 、こうした市民生活をとりまく環境

の変化に逸早く対応し、防災設備などの強化をし、

普及を促す ことによ って、市民生活のより 一層の

安全の確保 を図る こ ととした 。

スプリンクラーヘッド

火災のとき. 自動的に水が

政射される.

i 金 1

Ｂ ＢＢＢ ｾ＠ '"'' ""ぐi '¥、
円 斗 ム 汁 悼 ム ム 斗 はスプリンクラー間部分

陪メ， I  卜巴 . I  

品川 =コ ト 十
えん r油 需 品 、l 巴 ι 白 1

ふｾ I  I…' - '1 :二 J スプリンクラー設備の

はt し一一」 じー二二J 設置の拡大

簡易型火災警報器

総などの設置と、 3 階部分の j陛維を碓実にするた

め、避難器具な ど外部遊維のできるものの設置を

求めることとした 。

一 一生活の安全の確保一一

簡易型火災箸報器などの家庭用の防災機器は、

火災発生をごく初期iの段階で党知し箸報を発する

ため、安全かつ適切に消火と避維が行えるので、

その設置を市民に求めている 。

これらの規定は、いずれも努力規定であるが住

宅火災による人命危険、家財 の焼失を、 火災初期l

の段階で自動的に党知することによ って | 坊ごうと

するものである 。アメリカでは、住宅には簡易型

高層建築物には、全館にスプリンクラーを

一 一高層建築物の安全管理一 一

ター ステー ト銀行ピル火災を思わざるを得なか っ 火災讐報器 ( 設置率全住宅の約75%) に1111えて 、

現行消防法では、地上 111渚以上て¥不特定また

は多数の 人が利用する建築物 ( 劇場 ・飲食応 ・ホ

テル ・病院など ) につ いては 、全館にスプリンク

ラー設備を設置Eする よ うに規定されている 。改正

条例では、 これらの建築物以外についても、一定

の条件を 付 して、スプ リンクラ ー設備の設置拡大

を図った 。すなわち 、地上11階以上の| 暗または高

きが31 mを超える階にスプリンクラー設備を設置

した防火対象物については、周囲が消防活動上有

効な道路または空地に面していない場合 、下|渚に

もスプリンクラーへ y ドを設置することとされた 。

昨年の 11 月 9 日午前 9 時すぎに発生した日生三

宮 ビ ル ( 地下 l 階、地上121階建) 火災は、 7 階事

務所北側隅の倉庫からの出火であるが、初期消火

活動は行われず、火勢が拡大し濃煙が上階に伝播

している 。消防隊が現場に到着し た ときには、 7

階東側窓から 噴出した炎は 8 階窓に達し、まさに

上階に 延焼寸前。 ちょうど この 日生三宮ビル火災

の半年前に、 12階から 出火し 4 層にわた って上階

た。 このロサン ゼルス市のビルもスプ リンクラー

がなか った ( 正確には、スプリンクラーの取り付

け工事中て¥ほぽ90% 完成して いたが、まだ稼動

していなか った) のである。

日生三宮 ビルは、幸いにも 、東面が大通りに面

していたため 、はしご車 ・スノーケル車などの消

防車両による必死の防ぎょ活動によ り上階延焼は

くい 止められたのだが、 1向巻〈狼煙によ り、死者

1 人、負傷者 2 人が発生する惨事とな った。耐火

造の建物は火熱には強いが、人防iはきわめて煙に

弱いのである 。

人の行う初期消火は火災 の党知時聞の遅れ、党

知時の火事Pの状況等によっては、きわめて困難と

なるなど、不確実な 面が多い 。初期消火に失敗す

れば、火災は拡大の一途を辿リ、 J良痩を噴き出し、

火災階上の在館者の避難がきわめてむずかし くな

るのである 。

この日生三宮ビルは、 9 階以上の階には、高さ

が31m を超えるため条例規制によ り、 スプ リンク

ラー設備i ( 火災自動消火奏功率96.2 %、米国 N F

P A統計データ ) が設置されていたが、 81渚以下

は設置されていなか った。 出火| 者の 7 階にもス プ

リンクラーがあれば 、その高い奏功率からして、

このような惨事は未然、に 防止 できたのではないか

と考えられる 。

一般に、低層階は、外部からの消火 ・救出活動

が可能なわけだが、建物の位置構造によ っては、

消防車両の接近がて' きないものもあり 、さらに、

消防車のかけつけ時間 を考慮すると 、初期拡大に

は対応し 待 ない。 そこで、非特定対象物等につい

ても下階のスプリンクラー設置の義務化を図 った。

住居には、火災を早期に覚知し警報を発する

装置を

一 一共同住宅および木造 3 階建住宅の避難管理一一

主要構造音11が耐火構造でない階数が 2 以上の共

同住宅で、法令により自動火災報知設備の設置を

{主戸用スプリンクラーの設置がすすめられている 。

日本でも近い将来、 1主戸周スプ リンクラーの設笛

がすすむも の と考えるが、まずは、火災を早期に

自動的に知る装置の設置の促進を図ることとした 。

その他の主な改正点

一 一消火活動上有効な関口部の措置

1 階部分て'-m防隊が外部から容易に開放できる

構造のシャッター などの設置対象として、倉庫の

ほかに 、工場 ・作業場を加えた 。従前は l 階部分

の床面桜 1000m'以上でー無窓の ft l l l ! のみだ ったが、

大規模な作業場が多〈建築される傾向にあ るため、

新たに加えたものである 。 これは、火災時消防隊

の内部進入を容易にし、消火効果を上げるための

措置である 。

一 一就寝施設の寝具類の防炎一一

旅館 ・ホテル ・病院 ・社会悩祉施設などの就寝

施設のある防火対象物で使用する寝具類は、タ バ

コ火やストーブ火などの火 ihil に触れても着火しな

いよう、防炎性能のあるも のを 用いるよう求めて

いる 。

一 一非常通報装置等を用いる通報一 一

火災時 、時には パニ ック状態に陥ることもあ り、

冷静な判断・ 行動が困難て¥いつも使 っている m

話がなかなかうまく使用できないこともある。 119

のダイヤルがうまくまわせ ( 11J1せ ) ない、所在地

をわかりやすく 言えない、こ うした事態を解消す

る方策として、自動火 災報釘l設備等と連動して自

動 的に 119番 通報するンステム ( 直接通報 ) やワ

ンタ ッチで 119番通報するシステム ( ワンタ ッチ

通報 ) があるが、通信機総の信頼性の担保、消防

機関の対応、 を円滑にするため 、関係者は事前に 消

防長に届け出て、承認を得ることとした 。

おわりに 一つの事故は、ものごとに内在する

潜在的危険の現れである 。 その内に潜む危険は可

能な限り摘みとる 、発現しないよ う抑制する、こ

謀せられていないものについても 、住戸用自動火 うした一つひとつの積み虫ねが、安全で住みよい

災報知設備 などの設箇を、また木造 3 階建の 3 1渚 街づく りにつなが っていくも のと確信している 。

日生三宮ビル火災 部分の居住者の安全を守るため、 簡易型火災聖書報 ( 神戸市消防局査察螺建築係長 村上正彦)

建築と社会/ 1989判 月 号 71 



72 

常識を打ち破った間仕切工法

Ｍ・・・・・ Ｑ ＱＱ 直 視足， 旦 長司 邑新 呈主 τゅ ｚ 主主主主 宥 ｩｾ 盲 目ｩ｟ ｾ ｭ ヨ ・・・・・・・

ナイヌヲッド
特許 ・実用新案出願 中( 一部登録済 )

私たちは新しい価値の創造を通じて

業界に貢献することを愚大の使命としておりま蕊

ナイスタッド工法は独自の技術と発想により開発に成功したもので

既存の工法とは全く異なりスタッドを使用しない独創的なもので弘

吉野石膏株式会社の協力を得て製造される

「ナイスタッド」専用の石膏ボードと特殊嬢着剤で僧成する

画期的な耐火・遮音等間仕切霊で百九

主にホテfレ、商業ピル等の間仕切霊として多くの実績を残しておりますカミ

性能、 精度、施工性は他に例を見ない数々の特徴を備えておりま蕊

これからますます多機化する社会のニーズに対応できる工法として

私たちは自信を持っておすすめいたしま五

施工性、工期短縮 銅製下地( スタッド) が不要ズ/

同一臓種により容易に施工が可能で

工期短縮が計れます。

また片追い施工も容易です。

ナイスタッドボード12附( 15側) を使う事により

材料コストの低減、省力化

作業スピードのアップ等々経済的です。

無機質の材料で偶成され

壁内の千鳥状に配置される空気層と中空膚に

より耐火性、遮音性が高められます。

壁厚がうすく偶成材料が少く

南 海サウスタワーホテル大阪( 開業予定平成 2 年 3 月)
大幅な経量化を計る事が出来ました。

殺 計 悼両 日 建 設計

監 理 南 海 電気 鉄 道 側 側 日建 段E十

施 工 韓駒大林組・ 附 竹 中 工 務 庖 ・南 海 建 設側 共同 企 業 体

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 縦 波5ー 1- 60

延 床面 積 67 ，778. 37 m
'  

構 造 規 模 S R C、5 造 、 地 上36階 、 地 下3階 、 塔 屋 21皆

工 期 昭 和63年 4 月ー平 成 2 年 l 月( 予定)

ナイスタッド施工中、AG45・AG65他 II ，025m'

Ewat ani  

大 阪 本 社 干541 大阪市中央区本町3- 4- 8

東 京 本 社 干 104 東京都中央区八丁堀2- 7- 1

札 幌 支 広 〒 001 札 幌市北区北七条西2

ナイスタッド・ポンドにより壁厚の調盤、

各種取合部のスキマ、欠煩部の音洩れ防止

及び関口部切込み個所の補強も別途可能です。

T Eし (06) 267- 3011 

T Eし (03) 555- 5808 

T E L.  (011  )726- 1701 

仙 台 支 庖 〒980 仙台市青葉区中央3- 3- 3 T EL. (022)262- 2030 

名 古 屋 支 庖 干 460 名古屋市中区大須4ー| 卜 39 T Eし (052)242- 1256

広 島 支 広 〒 730 広 島市中区銀山町2- 21 T EL. (082)245- 31 61 

福 岡 支 底 干812 福岡市博多区博多駅中央街8- 36 T E L.  (092)472- 2220 

那 覇 支 庖 〒 900 那 覇 市 久 茂 地2- 15- 10 T Eし (0988)68ー 1522
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常織を打ち破った間仕切工法

ナ イ ヌ ヲ ッ ド 特許実用新案出願中( 一部登録済)

岩谷産業株式会社

建 設 部 門

大 阪 本 社 大 阪 市 中 央 区 本 町 3 - 4  - 8  

TEL ω- 267- 3012 

東京本社東京都中央区八丁場 2 - 7 - 1

T E L  03- 555- 5808 

1 はじめに
音材としてグラスウール25mm又は 50mmを使用する 。

建設卒業の増大、より深刻化しつつある建設作 このようにスタ γ ドを使用しない為、下地に要す

業員の不足というアンバランスを抱える我々は、 る工数を大巾に削減てーきる。さらに従来のスタ ッ

生産性向上、コストダウンに寄与する技術を独自 ド工法の場合に使用される、耐火ガラス繊維入り

で、或いは関連各社と共に開発し、実用化するこ ボード 21mmを使わないのでボード貼り作業の軽量

とに懸命であり、又そのような新しい技術を活用 化が可能となり、生産性が向上し工期短調rl が図れ

することに真剣である 。 ここに紹介する 「ナイス る。又、 P S 等シャフト回りの片追い施工も可能

タッ ド」は間仕切工事の分野において、軽量で、 で、加えて超高層建築用層間変位対応仕機もある 。

乾式で、耐火性があり 、遮音性のある、施工性の ・経済性

良いという多くの機能を備えた新しい技術として ナイスタ y ドボード 12mm ( 準不燃以上) を耐火

注目に値する。特に、上述した機能を要求する高 1 時間ないし耐火 2 時間の主総成材として使用し、

層ホテル、高層マンンヨン建設工事には、生産性 耐火 2 時間用には 15mmも併用している 。材料コス

向上、コストダウンも含めて対応力が期待できる 。 トを低減し、かつ生産性を向上できることは昨今

2 特徴
の作業員不足と賃金高勝によるコストア ップがl以

・生産性向上と工期i短紛
収可能で与、経済性にも秀れているといえる 。

軽鉄下地( スタ ッ ド) が不要の工法て¥上下ラ ・耐火性 ・遮音性

ンナーにナイスタ ッ ドボード( 専用石膏ボード) ナイスタ ッ ドボード 12mm又は 15mmを主桃成材と

12mm又は 15mmを、ナイスタ y ドボンドと木工用ポ して 、耐火 1 時間な いし耐火 2 時間の性能を有し

ンドを併用してビス ・ステープルで仕上げる 。遮 ている 4 は、まさに「新しい発見」といえる 。か

耐火遮音間仕切壁

音

唱年

透

過

lJl 

失

ナイスタッドA G: 2時間耐火 W- 2 1 8 2号

遮音情遭( 個) 第 126号

- 音響測定図
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a〆

片 品

l¥._.1 
60 

V/  

ヤ.0-<央、

υ  

50 

/シ

// /  

40 

;tI /  

μァ
/ぐ

30 

V J I  
遮音 ｾｴ［ ｩ 幹線

f/  

20 

(d日)

10  

。125 250 500 1000 2000 4000 

中，レ周波数 ( Hz)

A C-45  

A C-65 

- 構造概要図

引 I _ 8F  

'!'I Ｒ Ｇｎｾ 砂川 ＱＩ Ｒｾ ｗ ｜ｴｬ￬ｓ ｭ 助 ｗｙ ｗｬＲ ＱＱＱＲ 卿｜Ｑ｜ Ｑｭ 日

天井ナイスタy ドランナ一仁45([ 65) X3日以上 X O.8以 よ

ナイスタッドボード⑦ 15 W-455  ..... AOの 場 合

ナイスタッドボード⑦ 12 W・455 .. . . .80の場 合

床ナイスタッドランナーに時 ([ 65) x 3日以 上 X Oι 以 上

( 札幌. 仙古. 名古屋、広島. 偏問司郎副 )

つ他の工法に見られぬ工法として壁内の千鳥状の

2E気層と グラスウール入り 中空局をもうけ、スタ

y ドによるサウ ンドブ リッジときしみ音がない優

れた遮音性能が掲げられる 。

・軽hl 化

壁J I l . がうすく構成材料が少ない( f9IJ えば耐火 2

時間壁において、従来の21mmの耐火ガラス繊維入

り石膏ボード使用のスタ ッ ド工法と比べて、約30

%  ( 以上〕の軽量化〔ナイスタ y ドA G- 45比) )の

で、高層建築に適した間仕切J 墜といえる。

・仕上精度 ・補強

ナイスタ ッ ドはすべて現場施工で、一切工場等

でのパネル等の製造はされていないが、各取合音11

のおさまり、スキマ、欠損苦11の音 j曳れ防止、 壁厚

の調整及び| 剥口音I1切込み個所の補強など、事前の

納まり検討をもとに習熟した作業貝のもとで、施

工は万全である 。

( 中 川 徹/ 建材委員)

商 品 名

遮 音 指 定 番 号

性能
耐 火 橋 造 遮 音 構 造

0- 45 

A C  ト一一一一一 W- 2182 ( 側 ) 126

0- 50 

A C F  

0- 55 

W-2182 ( 個 ) 126
遮 位I!l:

2  

音 ACF- l  0- 50 W- 2182 (悩 ) 127

時

間

墜

ACF - 2 0- 50 W- 2182 ( 倒 ) 128

耐

ACF - 3 

0- 55 

W- 2182 ( 個 ) 129

til 度

火

A  W- 2182 

自主

5包e  A S  

0- 35 

W- 2182 

相当

E音邑E主

D司 45

BC  ト一一一一 W- 1098 ( 個 ) 130

l  0- 50 

時

間 B  W- I 098 

面す

火

般

ｾ＠ BS  0- 35 W- I 098 

防

遮音壁

0- 40 

C C  申 前 中 申 鮪 中

火
0- 45  

般 D  

書世 1:3: 
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ロ ン ド ン の 若 者 た ち

イ ギ リ ス の 番 地 は わ か り 易 い と は 言 っ て も 、 閉 じ よ う な 名 前 の 道 や 通 り が あ って 、 探 し あ ぐ ね る こ と も

あ る 。 ょ う や く た ど り 着 い た ニ ー プ ・ブ ラ ウ ン の ア レ ク サ ン ド ラ ・ロードには、 中央に や や カ ー ブ し た

印 象 的 な 歩 行 者 路 が 通 り 、 そ の 東 端 に l 階 あ が っ た小 テ ラ ス が あ る 。 そ こ で カ メ ラ を か ま え て い る と 、

突 然 ひ と り の 若 者 が 現 わ れ て 早 口 で ま く し た て た 。 よ く 聞 き と れ な か っ た が 、 そ の テ ラ ス は な ん と か と

い う ミ ュ ー ジ シ ャ ン が 公 演 を し た 場 所 で あ り 、 お 前 が 写 真 を と り に 出 る よ う な と こ ろ で は な い 、 と い う

ことだった。旅先でカ メラ を か ま え る 時 に 常 に 気 に な っ て い る こ と を 、 き つ く 言 わ れ て 落 込 ん で し ま っ た 。

都 心 に あ る ピ ム リ コ の 住 宅 地 は と て も わ か り 易 し 、 。 ひ と 通 り 見 学 し て ま わ った 後 に 、 そ こ の 教 会 で た ま

た ま 結 婚 式 に 遭 遇 し た 。 ま だ ま だ 若 い 花 嫁 の 写 真 を 、 記 念 煽 彬 の カ メ ラ マ ン の 隣 り で と ら せ て も ら っ た 。

ロ ン ド ン 南 部 の ラ ン ベ ス 地 区 の 小 さ な 教 会 の 庭 で も 、 式の直後と忠、われる新郎新婦と、 その 参列 者 に 出

会 っ た 。 大 阪 の 野 外 で も 、 ど こ か で 花 嫁 姿 に お 目 に か か れ る だ ろ う か 。 ( T .  Y )  

まちのみどり ( その二)

都 市 の 中 の 緑 は 市 民 の 心 を 和 ま せ て く れ る 。 そ こ に 自 然 の 営 み が 常 に 観 察 で き る か ら で あ る 。 窓 、 辺 の 草

花 、 庭 先 の 生 け 垣 、 街 路 樹 、 公 園 の 樹 木 、 河 川敷 の 緑 、 鋲 守 の 森 な ど 身 近 な 所 に 建 物 と そ し て 町 並 み と

一 体 と な っ て 繰 が 育 っ ている 。 各 自 治 体 は 様 々 な 施 策 を 講 じ て 街 の 緑 化 と 緑 の 保 全 に 努 め て い る 。 幹線

道 路 の 歩 道 の 整備 に 合 わ せ 街 路 樹や 植 栽 帯 の 整備 が 随 所で見 ら れ 歩 行 者 の 安 全確 保 が 図 られて いる 。

神 戸 市 の 緑化 対策 の 歴 史 は 古 い 。 明 治 初 期 の 六 甲 山 系 は 禿 山 が 多 〈 見 ら れ た 。 こ れ を 植 林 に よ っ て 緑 で

額 わ れ た 山 並 み を 匙 ら せ た 。 昭 和47年 制 定 の 「 神 戸 市 民 の 環 境 を 守 る 条 例 」 の 中 に 文 化 財 と そ の 周 辺 の

緑 が 一 体 と な っ て い る 環 境 を 守 る 目 的 で 「 文化 環 境 保 存 区 域 」 を 定 め 、 市 内 の 8 ヶ所を指定した。「徳光

院 及 び そ の 周 辺 」 は 、 そ の 一 例 で 、 J R 新 神戸 駅 か ら 布 引 の 沌 に 向 か う途 中 の 徒 歩 で ほ ん の 15分 程 の 所

に都会の ｉ 痘 ｬ 喋か ら 解放された ｪｾ ，寂と 緑につつま れた 重要文 化財 の多宝塔などの堂宇がある。爽やかな木

陰 に 木 も れ 協 が 一 層 緑 を 引き 立 て る 。 市 民 の 身 近 な 憩 い の 空 間 である。 神 戸 市 の 公 図 面積は、 H召手[163年

度 当 初 で 、 市 民一 人当たり 11 .7耐 と な り 、 大 都 市 の 中 で は ト ップ とな って いる 。 自 然 環 境 に 恵 ま れ た 神

戸 市 が 長 い 年 月 を か け て 、 緑 化 と 公 園 の確 保 を 市 の重 要 な 施 策 のー っと して き た か ら で あ る 。 ( A.  Y )  

リゾートってf可? 一 II

金 余 り 現 象 の 中 で余 力 を 替 え た 人 が 投資 の つ も り で 買 う の だ ろ う か 。 は た ま た 高 い 住 宅 を 手 に 入 れ る 事

を 、 遂 に 諦 め た 人達 がせ め て も の 思 い で 貰 う の だ ろ う か 。 い ず れ に せ よ 別 荘 地 や リ ゾ ー ト マ ン シ ョ ン の

広 告 が あ と を た た な い 。 と こ ろ が 実 際 、 別 荘 な ん て 名 ば か りである。 別 荘 で 暮 ら す 為 に は 最 低 ひ と 月 の

休 H院 が な け れ ば 価 値 は な い し 、 ゆ き 届 い た 管 理 や 料 理 人 が い て 、 は じ め て 本 当 の 別 荘 の 価 値 が あ る 。 到

着 し た ら 先 ず 部 屋 の 掃 除 、 そ れ が 終 わ っ た 頃 に は 全 員 疲 労 の 為 、 料 理 を 作 る 気 力 もなく 外 食 で も し に い

っ て一 日目は終わり 。 中、 三 日 か 、 せ いぜ い 四 日 過 ご し て 又 々 掃 除 と 後 片 付 け をして帰る 。 実' 附 はほと

んとe パンカーロー 。 リゾ ー ト マ ン シ ョ ン だ っ て 、 結 局 は う さ ぎ小 屋 。

考 え て み れ ば 、 多 額 の 金利 を 支 払 っ て 何 千 万か の 買 物 を し て 、30年 使 う と し て 滞 在 延 日 数 は せ い ぜ い 多

くて 800 目。 メ ン テ ナ ジ ス は い る し 、 固 定 資 産 税 も い る 。 い ぎ 売 ろ う と 思 っ た っ て 余 程 い い 場 所 の 物 件

し か 動 か な い 。 結 局 、一 日 あ た り に 換 算 す れ ば 一 体 い く ら の 宿 泊 料 に な る の か 。 ホ テ ル に ス イ ー ト ル ー

ム を 予 約 し て 高 級 料 理 を 食 べ て 何 十 年 続 け た っ て お 釣 り が 来 る し 、 ず っ と優雅な気分てぺ過ごせるはず。

結 局 、 目 的 意 識 の ズ レ た リゾ ー ト 開 発 、 本 格 的 な リ ゾ ー ト マ ン シ ョ ン が 登 場 す る の は ま だ ま だ 先 の 事 な

の だ ろ う か 。 ( H. W)  

人 を も て な す 建 築

岡 田 ギ ー 男 先 生 の 御 指 導 で 、 国 宝 に 指 定 さ れ て い る 如 庵 を は じ め 数 多 く の 茶 室 名 席 を 見 学 す る 機 会 を 得 た

こ と は 楽 し い 思 い 出 と し て 心 の 中 に 刻 ま れ て い る 。 こ れ も 永 い fl l J 、協会の卒業委員を努めさせて頂いた

お 陰 と 感 謝 し て い る 次 第 で あ る 。

も と よ り 、 茶 道 の心 得 や 風 流 心 も な く 、 建 築 に 携 わ り な が ら も 、 あ ま り 茶室 に 関 心 を 持 た な か っ た 私 に

とって 、 先 生 の 丁 寧 な 説 明 の お | 絵 で な ん と か い 茶 の 心 ' が 少 し は 理 解 出 来 て 来 た 様 な 気 が す る 。 茶 室 と

は 茶 の 子 主 が 答 を も て な す こ と を 目 的 と し て 、 さ ま ざ ま な 努 力 工 夫 を 重 ね 、 そ れ を 造 っ た工匠達と共に、

そ れ ぞ れ の 引 を 創 り 上 げ た も の で あ り 、 、 茶 の 心H は す な わ ち ゃ 人 を も て な す 心H で あ る と す べ き で あ る

と思う 。 正式の座敷では何? を着用して 相 対した人達も、 一 旦 茶 室 に 入 れ ば ! 擦 を つ き 合 わ せ て 本 心 の 話 合

い が 出 来 た と い う 。 茶 室 の 寸 法 も そ れ を 目 的 と し て 研 究 さ れ た も の で あ ろ う し 、 そ の 為 の 場 所 作 り とし

て の 茶 室 と い う 建 築 が 生 ま れ た の だ と 思う 。

最近は、奇をてら っ て人を ｩ 清かす建築を Ｑｭ 々見掛けることがある 。 建築に ｗｾ わる者として、やはり人の

心 を も て な す 様 な 建 築 を 造 って い き た い も の だ と 思 う 。 岡田先生の益々の御{ 出来と今後永〈御指導下さ

ることを御原fい、したいものである 。 ( J  .  M )  
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|G B R Cニュース …  

生 コ ン ク リ ー ト 工 場 の 品 質 管 理 監 査 と 命 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

巡 回 に よ る 骨 材 試 験 業 務 な ど に つ い て ) 所 在 地 吹 田 市 議 白 台5ー ト 1 〒 問

当試験所工事用材料試験室では、昭和61年 2 月に大阪兵庫生コン

クリート工業組合から 、組合員の生コンクリート工場の品質管理監

査を初めて受託し、また 、昭和62年 10月から大阪府下の生コ ンク リ

ート工場を月 1 回巡回して、採取した骨材試料の品質試験業務を開

始してきました 。これらの近況をご報告します。

1  . 生 コ ン ク リ ー ト 工 場 品 質 管 理 監 査

大阪兵庫生コンクリート工業組合では、昭和61年度から、これま

で実施してきた同工業組合の品質管理民査委貝会による既査にかえ 、

第三者機関である当試験所に盟主査を依頼されました。昭和61年度の

監査は同62年 2 月に、昭和62年度は同年11 月に、昭和63年度は同年

10月に実施しました 。 また、平成元年度か らは年 2 回実施する予定

であり、本年度 l 回目の盟主査は去る 7 月上 ・中旬に実施しました 。

同工業組合における監査実施工場は、約 150 工場と多数であり、地

域的にも大阪府下全域と兵庫県の瀬戸内海側と広範囲である 。当試

験所では本所工事用材料試験室、材料試験室、大淀分室、ＺｴＡｾ分室、

京都分室、加古川分室から、コンクリートについての知識のあるも

の約 2 名ずつが出て合計10人強で担当し、できるだけ短期 1M] で監査

を終えるようにしています 。同工業組合における平成元年度第 1 回

の監査の内容は次のとおりです。

1  ) 抜取試料の品質と社内規格の調査

抜取試料の呼び方 ・配合設計基準 ・圧縮強度の検査実績・表面水

率および配合設計の容積の確認と、社内規格に規定した工程におけ

るスランプ - 空気量および答械の目標値および許容値の調査。

2  ) 実地検査

1  )動荷重検査 2) スランプ測定 3) 空気註 iHl I定 4) 実測積載容積

比 5)塩化物量測定 6)圧縮蛤度試験 7)骨材のアルカ リ ・シ リカ

反応性試験成績表権認 8) 塩化物量測定器の性能確認

上記実地検査項目の2) 、3) 、5) の測定と 6) の圧縮強度試験用供試

体の製作は、当該工場内でい行ったものである。盟主査結果については 、

昭和63年度( 上記平成元年度第 1 固とほぼ同じ内容 ) の概要を当試

験所の G B R C誌56号に掲載予定しているので、これを見ていただ

きたい。

なお、大阪兵庫生コンクリート工業組合以外にも、 E主査の依頼を

いただいており 、一部は昭和63年 11 月に実施しています 。

2  . 大阪府下の生コンクリート工場の巡回試料採取と

骨 材 試 験

大阪府下の 3 階建以上、または延面積が 500 m' をこえる建築物を

対象として建築物の構造耐力上の安全性確保を図るため大阪府は 、

指導要綱を制定しその運用によ って大きな成果をおさめてきました 。

その後、昭和62年に改正があって骨材の重要性や、工事施工関係

者の便宜を図るため、当試験所が指定機関として骨材試験業務に加

.. t首ー ・(06) 872- 0391 F A X  ・( 06) 872 - 0784 

業務時間…平日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ : 日目

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 (  9 月より第 2 、第 4 土曜休日)

えて施工者に代 って骨材試料を巡回して採取しています。

巡回方法は、当試験所があらかじめ毎月 l 回専用車で生コン工場

を訪問し 骨材試料を採取します。大阪府の面積は小さく南北60km、

東西30km位と大した距離はありませんが全固有数の交通量ですから

走行条件は大変悪い状況となります。 1 日に 10 - 12工場を巡回しま

すが、連日早朝 出発で移動していても工場訪問の際はできるだけ感

じのよい応対を心がけながら適切採取に努めています。現在では、

殆んどの工場が QCに対する理解も深〈協力的ですか、ときじは時

間待ちゃ、邪秘扱いされることもあ って巡回担当者も結構苦労が多

いものです。巡回車から 引渡された試料は 直ちに試験を実施します。

試験項目立、指導要綱に規定された次の項目です。

塩分量・・・・・・・・ 0 ・・・・・・海砂を含む細骨材

洗い損失量 … … 山砂を含む納i骨材

粘土塊量… … … 細骨材および粗骨材

試験結果報告書は 、施工者から指導要綱対象建築物にかかる報告

書の発行依頼があ ったときに試験結果を記載して発行します。

巡回業務を開始して l 年数ヶ月を経過しましたが、生コン各工場

のこ的協力もあ り定着し順調に推移しています。また、骨材品質につ

いても品質保証に対する意欲も高まり全般的に良好な内容となって

きてい ます。

※ 1  大阪府特定行政庁連絡協議会策定による 「コンクリート工法に| 刻する指導

要綱」昭和52年 8 月 1 日 制 定 昭 和62年 7 月22 日改定

※ 2  上記指導妥綱の対象建築物に生コンクリートを納入している工場

3  . 関 西 生 コ ン ク リ ー ト 専 業 協 同 組 合 の 品 質 管 理 試 験

関西生コ ンク リート専業協同組合は、大阪兵庫生コンクリート工

業組合に 加盟していませんが、自主管理の強化を目指して品質管理

院査お よび品質管理試験を制度化し平成元年 1 月度から当試験所が

依頼をうけて実施しています。この制度は継続更新依頼であり 、ま

た試料は当試験所の抜取り採取方式とし試験項目 ・実施回数は 下表

のと おり規定しています。

試 験 項 目 試 験 回 数

骨 材

洗 い 2/ 年

粘土塊量 1/ 月

安定性 1/ 年

塩分量 1/ 月( 納骨材のみ )

すりへり 1/ 年( 粗骨材のみ )

有機不純物 1/ 年( 細骨材のみ )

比重1.95の液体に浮くもの 1/ 年( キm骨材のみ)

アルカリ骨材反応 2/年

セメント 2/ 年( 物製試験、化学分折)

フレッシュコンクリート 3/ 年(ス ランプ、空気量、圧縮強度)

品質管理試験項 目およ び実施回数表
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ノ〈ンタドーム構i法一 1ー

バルセロナ・オリンピック

屋内競技場

J  11 口 衛

これがパンタドーム構法によ るドーム型スペース

. フレームの精進原理てι ある 。

パンタドーム梢法は、神戸のワールド記念ホー

ル ( 1984年竣工、建築設計 : 昭和設計) の建設に

はじめて適用され、好成績をあげたが、第二世jl は

海を越えてスペインのバルセロナで試みられるこ

とになった 。

バルセロナでは 1992年にオリンピ y クが開催さ

れるが、 1983年に行われた国際指名コンペの結果

オリンピ y ク主体育館の設計を磯崎新氏が担当し

筆者がその構造設討を行うこととなった 。体育館

の規模は l 万7000人収容で、大屋根のスパンは 128 1  

X  106 m 、アリーナ面から屋根頂部までの高さは

45 m である 。現地の諸条件を考I . [ i : した結果、こ の

屋線構造にはノマンタドーム構法が適していると判

断された ので、設計は当初からこの構法を織り込

む形で行われた 。建築家の磯崎氏も、この椛法に

パンタドーム構法は、スペース ・フレームの合 大きな関心を示し、建築造形にも構造手法が反映

型的な建て方を可能にすることを考「昔、して開発し されるべきだとの観点から、完成後の建物の形が

た、新しい構造ン ステムである。スペース ・フレ パン タドームのリフトア y プ中の形を初術させる

ームのうち、プレート型( 全体の形が平面板状に ょう、大屋恨のヒンジラインに沿って、明石在な屋

なっているもの、たとえば大阪万博のお祭り広場 根曲面の折れ曲がりとスカイライトを設け、また、

大屋根など ) の屋線構造の建て方につい ては、地 リフトア ップ中に最も大きな動きを示す大屋恨 4

上でスペース フレームを組み立て、それを直接 隅からの放射線に沿 って も、大きなスカイライト

リフトア y プする方法が、1970年前後にすでにT 1i在 を設けて、建設手法を暗示することになった 。

立されていると言 ってよい。 しかし、ドーム型の 神戸のワールド記念ホ ールに対して、パルセロ

スペース ・フレームの建て方については、このよ ナ体育館は構造上もいくつかの点で異な っている 。

うな確立した手法がな く、従来、ケース ・パイ ・ そのひとつは柱と屋根との関係て¥バルセロナ体

ケースの試行錯誤的方法が用いられてきた 。パン 育館では両者の分離が明確である 。大屋恨周辺に

タドーム構法は、このような状況を踏まえ、ドー 沿って配置された柱列が、各柱頭で大屋根を鉛直

ム型スペース ・フレームについても一般性のある に支持している 。第二に、後者ではアリーナ簡が

合理的な建て1 ) が必要であるとの観点から考え出 低〈、そのレベルは柱関l面より 15 m近くも下にあ

された 、ひとつの提案である 。 る。このため、リフトアッフ。中の鱗造の形態変化

ドーム型スペース ・フレームが、平板型のよう は、よりダイナミ ックである 。第三に、プランの

な便利な方法でつくれないのは、ド ムが「折り 形態が後者では長方形に近〈、リフトア y プ中の

たためない」からである 。パン タドーム構法は、 パネル聞の相対変位が隅角昔日に集中する傾向 にあ

本来、ドームに内在するフープ作用 ( 桶のたがに り、このため、骨組パターンを決める上で工夫が

似た作用 ) を部分的に除去することによ って、ド 必要であった 。第四には 3 列のヒンジラインが、

ームがパンタグラフのように折りたためる、とい 骨組完成後もそのまま残されたことで、柱頭、柱

う原理に立開l している 。あらかじめ、 3 91Jのヒ ン 仰の 2 ヒンジはもちろん、大屋根内のヒン ジ ・ラ

ジ ・ラインに沿 って 折りたたんだ状態でドームを イン部にも下弦材を追加せず、先に述べたように、

組み立て、これ をジャッキなどを用いて一斉に持 この位置にスカイライト の帯を設け、内部空間に

ち上げる 。このとき、ドームは 大き く形を変えな 対しても、ヒ ンジ ・ラインの存在を明示している。

がら上昇するが、その形態変化は決して無秩序な 大屋根の鉄骨量は約 950 t である 。施工はドラ

ものではなく、完全にコントロ ルされた運動を ガドス社、鉄骨製作はオロナ社 ( いずれもスペイ

する。ドームの敢終形状が得られたら、外されて ン企業) 、リフトア ップは V S L 社( スイス) が担

いたフープ部材 ( キー ・メンバーと呼んでいる) 当した。椛造体は本年 5 月に完成し、目下仕上げ

を本来の部位にセ ントすると、ドームが完成する 。 工事が行われている 。

. .愉

No円h f ront  

図 1 立面図 図 2 断面図
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図 3 大屋根骨組伏図

リフトア y プ途上、吊り物絞置

リフトア y プ完 i . キ メンノてー取リ付け

ジャッキ撤去、構造完成

図 4 パンタドーム構法による建て方要領

図 5 リフトアップ・プロセス

( か わぐち まもる 法政大学教校)
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積層フ。ラスチックフィルム

電極よりなるニ段式静電

集塵装置の特性

杉 田 直 記

構造

電気的接続を 図ー Ｑ に示し、 Ｑｭ よｾ音 ＱＱ の外観を 図

- 2 に示す 。
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A  A  = コレク タ1tL極

8  = {O世相E極

c  = 披電線

Ei  = アイオナイサ凋高圧他国1

l i  = アイオナイザlt1Ji庄

Vi  = アイオナイザ司妊

E c  = コレクタ用画在地睡

/ c  = コレ ク7電流

Vc  = コレ 7 1電圧

アイオナイザ コレ7 7

静電- * I m装訟は、静電気を用いると通常の機械

的捕集作用に比べ' l 1 l . 気的作用力を有効に粒子1 i Ii築

に活用できるので、大いにその効果を期待されて

きた 。 とくに圧力損失が低いという点において、

きわめて優れた特性を有して おり、空気清浄分野 図ー 2 捕集部の外観

において最も高性能かつ経済的な笑用集盛装置と 本装置は、コロナ荷屯音11 ( アイオナイザ) と捕

して、その地位を確立するに至っている 。 集部 ( コレ クタ ) よりなる 。アイオナイザは、タ

ここでは、積層 プラスチ y クフィルム電極より ングステンワイアのコロナ放電極と平行平板の対

なる二段式静' l 1l . 集JA装置の概要を紹介する 。 前1' l 1 l . 極とを用い、コロナ放電によ って粒子の荷電

処理風並 Q 、築JA電極総而積 A 、粒子移動速度 を行う 。 コレクタは、積層プラスチ ンタフィルム

叫に対し、 lill 集効率 η は、つぎの Deut sh の式で の電極聞のl ! i .tll 界によ って粒子を tili 袋するもので

表される 。
ある 。 プラスチ ックフィルムは、その片面のみに

F 1 - MP( - i 叩) ... ....... .. .. ... .(1)  純 性 が 向 き 合 わ な い よ う に 交 互 に 逆 向 き に 聞

これを 二段式静電築盛装置に適用するため、集 してあり、上下流の両端および中央に設けられた

臨極板聞の距離を d 、集座極板の気流方向奥行き 突起状のスペーサによ って一定問幅 (2. l mm) に保

長さを L 、気流速度を u とすると、( 1 ) 式は(2) 式に 持される 。プラスチ y クフィルム' r 1 I 極の構造を 図

fE- き改め られる 。
- 3 に示す。中央に設けられたガイド突起は、被

'7=  1 一 州 一 世) 位) 層の際の位置決めのためのもので、これによ って

きて、いま同じ大きさで処理風量を大きくする 似層による極板のずれを防止している 。

場合を考えると、通過風速 υ を大きくすることに

なるが、抗日よｾＱＡ与を同一に保つには叫が一定なので、

奥行き L を長くするか、極板間隔 d を狭くするし

かない。 L を長くする場合には外形も大きくな っ

てしまうが、 d を狭くすることができれば外形寸

法は大型化せず、逆に小型化することさえ可能で

ある。こうして処理風量の的大、術集効率の向上、

装置の小型化 ( 薄型化) のためには、極板間隔 d

をできる限り狭くすることが唯一 の手段であるこ

とがわかる 。 しかし電極間隔を狭くすると 、電気

絶縁が困難となり、火花の発生や短絡の危険性が

増大する 。換言すると、安全性を含めた電気絶縁

を確保するためには、単に従来の設計て守l L 極間隔

d をスケールダウンするという方法には限界があ

り、何らかの革新的方法が必要となる 。

積層プラスチ ックフィルム電極を捕集部 ( コレ

クタＩに用いたコ支式静電よｾｉｭ装置は、これらの

問題を解決したもので、ユニークな屯極て、桃成さ

れ、安全性が高〈、高い抗告集性能を有する 。

図一 1 電気的接続図

+  

図- 3 コレクタ電纏の構造

導電層への給屯は、端音11の接触片を通して行わ

れ、空気流通路の笠間に高電界が生ずる 。 しかし

導屯層は、プラスチ ックフィルムの片面のみに印

刷され、互に向かい合うことがないので、ファイ

パー状の! 陸挨が付着してもスノ マークを発生するこ

とがない 。 また按J也側- * I l ) j : 極板の絶縁層において

も、ダストの持 っている電荷は、フィルム表面の

l吸潜水分層を伝わり、裏側の導電層へと流れるた

め 、1ll 荷蓄積による間隙電界の低下、それに伴う

lln集性能の低下はさけられる 。

捕集特性

粒径別の個数透過E容の ill1J定結来: を、 図- 4 に示

す。 コレクタ面風速 Vs は1. 97、1.33、0. 82m/ s の

三通りとし、おのおのに対応する風足は 24、16 .3，

10m'/ mi n て'ある 。
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粒径 Dp( μm)  

図- 4 車必至別補集性能

全般的に、粒径が小さくなると透過率は増加し

てゆくが、粒径0. 1- 0 . 3μmあたりて'平坦になり、

最大透過率を示す粒径もこのあたりにある 。V s =

1. 33m/sについて見ると、最大透過率は 9 X  10-

2  

で、その粒径は0. 195μmて" ある 。これは、コレク

タ蘭朋拙を 1. 33m/s 以下にすると、粒径の全範囲

において捕築効率カ' 91%以上となることを示して

いる 。同様に、 Vs をO. 82m/  sにすれば、最も捕集

しにくい粒径においても 9 9 %以上揃築されること

を示している 。

10。
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D O P とは、測定に期いた

白 粒子同組問を脅す.

1O'!  

o  0. 2 0. 4 0. 6 0. 8 1. 0  1. 2  1. 4  

1/ v s ' (  s / m)  

図- 5 透過率の風速依存性

コレクタ面風速 Vs を変化させた場合の捕集特性

を図ー 5 に示す。(2)式に従えば、透過率の対数は

I / VsI こ対し直線的に減少す るはず であるが、アイ

オナイザ通過時間の庁l加により、粒子の電有I量 が

地大するため、コレクタ内滞留時間! の地tJU効果と

相まって、透過E容の特性曲線は直線からはずれ、

より小さくなり、高い捕集性能を示すことを表し

ている 。

( すぎた なおき ミドリ安全工業株式会社1

校術開発事業部研究室次長/

挫築 と社 会/ 1989年 8 H号 7 7  
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鋼繊維補強コンクリートの

土間コンクリートへの適用

高見法惰/ 花田清治/ 守田孝

鋼繊維補強コンクリート ( S F  R  C ) について

はすでに、本誌1981年 11月号で紹介されているが、

その後、適用用途に対応した利用技術の開発、規
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2)  靭性 ( タフネス ) が大きく、ひび釧れ発生後

も大きな耐荷力をもっ。 ( 図-1 )  

3)  ひび割れに対する抵抗性が大きい。すなわち

ひび割れが発生しにくく、また発生したひび害IJ れ

が成長しにくい 。

4 )  耐衝撃性、耐疲労性に優れている 。

5)  凍結融解作用に対する低抗性が優れている 。

土間コンクリートへの適用メリット

準 ・指針等の作成 ・制定が学会 ・協会等で活発に S F R C を土問コンクリートに適用した場合、

進められてきた 。 その結果、 S F R Cは土木 ・建 従来工法 ( 無筋および鉄筋コンクリート造) に比

築分野のさまざまな用途で数多くの実績を積み重 べ、つぎのメリ ッ トがある 。

ね、すて寸こ一般的な材料 ・工法として位置づけら 1  )  従来の工場、倉庫等の土問コ ンク リートは、

れるようにな ってきた 。 コンクリートの乾繰収納やフォークリフト、運搬

このように笑用の段階に入り、今後さらに使用 車両等の走行によるくり返しゃ衝務等の動的荷量

量の増大が期待される S F R C を、土問コンクリ

ートへの適用例を中心 lこ再度紹介する 。

鋼繊維

S F R C に用いられる鋼繊維 ( S F ) は、鋼線

から製造される伸線フ ァイパー ( 断面 : 同形) と、

薄鋼板から製造されるせん断フ ァイパー ( 断面 :

角形) の 2 種に大別される 。 いずれも付着強度を

高めるため、表面にイ ンデント加工や波形加工、

さらには端部にフ ックを付けるなどの形状的工夫

を施している 。

寸法 S F の寸法は換算直径が0.5- 0 .7mm、長

きが25- 50mm程度である 。一般には、長さが30mm

のものを主体に使用されており、長さ 25mmの S F

は吹付工法で使用される場合が多い 。 また、 S F

の直径 d と長さ t の比 e/dはアス ペ クト比と呼ば

れ、アス ペ クト比が大きいほど S F R C の諸強度

特性も高くなる傾向を 示すこ とか ら、適用用途、

施工法等によ っては、アス ペク ト比の大きい、長

さ50mmの S F を用いる場合もある 。

S F 混入率 コンクリートに浪人される S F の

量は、 S F 混入率で示 される 。 これは 、 S F R C

1  m'中に占める S F の容積比を百分率で表してい

る。実用的な S F 混入率の範囲は 0.4 - 1 5%  (重

量で30- 120kg/ m' ) 程度である 。

S F R Cの特性

S F R C は、普通コ ンク リートと比べ、つぎの

特性を有する 。

1  )  引張強度、世lげ強度、せん断強度が大きい 。

( 表-1 )

表ー 1 S F R C(SF;I!入即刻の普通コンクリートとの比較

初期1ひびわれ強 1fX. 1. 5- 2. 0f音

引狼およ びI出げ強度 1. 5- 1. 8{昔

せ ん 断 強 度 1. 5- 2.01音

靭 性 30- 601昔

疲 労 ?圭 目E 著しく 改普される

面す I駈 現E 性 同 上

面す H告 耗 性 1.0- 1. 51古
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によりひぴ筈IJ れが発生しやすいが、 S F R C では、

コンクリート中 の S F がひび割れの進展を拘束す

るので、ひび割れの発生が少な くなる 。

2)  従来の土問コ ンク リー トは、ひび割れ防止

対策として鉄筋を配置していたが、ひび' B i Jれ抑制

効果の大きい S F R Cは、 鉄筋を省略することが

できる 。 さらに、曲げ強度、靭性が大きい ので、

土聞の厚さを務くすることができる 。

3)  配筋作業工程がなくなるので、その分、工

事の省力化、工期の短絡ができる 。

4 )  鉄筋省略、土問厚さの減少により 、建設時

の土問施工コストの低減が期待できる 。加えて耐

用年数が延びる ので、メ ンテナ ンス費用も少なく

てすみ、 トータルコストを大幅に削減でレきる 。

土間コンクリート適用例

設計 A'; ! i : 気会社新設工場の土問 (面積約4，000

m') で、当初は鉄筋コ ンクリート で設計されてい

た。 これを積載荷重 ( 2  t フォークリフト走行)

および地盤の支持カ等を 設計条件 として、 S F R

C に置換設計した 。表-2に、原設計と S F R C土

問コンクリート の仕様を 示す。

表-2 土問コンクリートの仕様

調合 S F R Cのスラ ンプは、コ ンクリートポ

ンプ施工を考慮して、 15土 2.5 cmとした 。 S F は

設計基準強度 ( 1曲げ : 40kg/ cm' ) を満足させるた

め、 S F  R  C  1  m'当たり 30kg浪人とした ( S F  浪

人率 : 約0.4%) ， S F R C は S F を浪人すること

によりコ ンシ ステ ンシ ーは低下するため、ベース

コンクリート ( S F  浪人前の コンクリート ) の調

合は、 一般に単位水量 、単位セメ ン ト登が大き く、

細骨材率も大き くする が、本ケー スでは S F 混入

量が30kg/ m' と少ない ので、レデー ミクストコ ン

クリートの標準品をそのまま用いる こと とし、 S

F 混入によるスランプの低下量 3 cmも含めて、標

準 品210- 18- 20を使用した 。

S F R Cの製造 S F R C の製造方法としては、

①生 コンプラントのミキサーに S F を投入混線す

る、 ② 現場でアジテータ車のドラムに S F を投入

i昆練する、の二つがあるが、 ②の製造方法を採用

した。すなわち現場に S F 投入用の架台を設置し、

ベースコンクリートをアジテータ車で搬入、 ドラ

ムを高速回転させながら、架台上から 1 車 ( 5  m'  

積載) 当たり 150kgの S F を直接ドラム内に投入、

S F R C を製造した 。施工時に実施した S F の分

散性調査結果では、コ ンクリート中の S F は設計

値に対し 94- 105  % の範囲にあり 、ほぽ均等に分

散されていることを示した 。 ( 写真ー 1)

"‘  

写真ー1 S  F 投入

施工 S F R Cの全打ち込み量は約 540m'，打ち

込みは 3 固に分けて実施した 。ア ジテータ車で製

造された S F R C を、コ ンクリ ー トポ ン プ ( ピス

トン式、最長圧送距離約80m) により圧送 したが、

圧送性はホース の脈動、閉塞等もなく、良好であ

った。打ち込み時には S F R C表面の S F の突起

や露出を防ぐため、予定均し後タ ンピング( 写真-2 )  

を入念に行い、 S F を沈降させた 。仕上げは普通

コンクリート ;地工時と同様に、動力コテ、金ゴテ

押さえの)1頂序で実施した 。

写真-2 S  F  R  C タンピング

おわりに

建築分野における S F R C の適用用途は現在は

ほとんどが土問コ ンクリート、間仕切壁等の非繊

造部材であり、中主・梁 ・スラフ' 等の構造昔11材て" は、

通常の鉄筋補強に対する安全性向上としての適用

に限られている 。 しかし S F R Cの俊れた強度特

性 、 初性、ひび ｩ ｾｦ ｬｊ れに対する抵抗性は建築物の耐

震性向上に有効て"あり、鉄筋と併用すれば相乗効

果も期待できる 。今後、 S F R Cの特性を適切に

評価し、それを織り込んだ設計法が確立 されれば、

さらに適用用途は拡大するも の と考え られる 。

(山の)ゆき 一戸附 )  
スラグ ・主I!材都 営 業 重 課 長 l

はなだ きよはる 11 11 係長 l

もりた たかし 11 11 1/ I  
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お知らせ I

安藤忠雄建築展・講演会「中之島2001J

パリ、ロンドン、ニューヨーク等に比べて、日

本の者11市には魅力が乏しいと 言われる 。特に大阪

は絶望的な状況にあると 言えるだろう 。街を歩い

ても、経済効率の追求によ って緑や公共施設は隅

においやられ、人々は息苦しい街に住んでいるこ

とが分かる 。 これから求められるのは、 利便性と

か、機能性とかい った価値から外に出られる空間、

精神的なゆとりを持てるような場所ではないだろ

うか。特に芸術や文化をe t . む街は エ キサイティン

グに 開花していくであろう 。

堂島 川 と土佐堀 川 とではさまれた大阪の 中心に

ある 中之島、ここは経済機能の軸としての御堂筋

と交差し、 22かな緑で囲まれた歴史的建築物で占

められる。このエ リアはわが国ても 他 に類をみな

い武重な歴史的街 区である 。中之島が文化 、芸術

の島として浮上するならば、この周辺のみならず

大阪全体を刺激していくであろう 。

今 回の展覧会はこうした税点から 、大阪中之島

をと り上げたいと 思 う。長さ 10Mのドローイング、

中央公会堂改造計画一一 アーバン エ ッグ挟型、 C

C 、パネル、写真等を通して、歴史的価値をも っ

た中之島を大阪の文化、芸術ゾー ンとして考えて

いこうというものである 。

と き 1989年 9 月13 日 同 - 9 月24 日( 日)

AMll :0 0 - P M 8  :00 

ところ ナピオ美術館 ( 大阪市北区角間町 7 - 10  

ナピオ阪急3F) T EL  06- 316 - 1343 

入場料 一般 500円/ 学生 300円

安緩忠雄講演会

と き 1989年 9 月13 日同 P M 6  : 00-

ところ 朝 日生命ホール ( 地下鉄御堂筋線淀屋橋

下車朝日生命館8F)

T E L  06- 202- 3919  

入場料 1000円

定 貝 先 着 服 472名

主 催 安 藤 忠 雄 建 築 展 実 行 委 員 会

後 援 ナ ピ オ 美 術館

第21回中部建築賞

作品募集

中音11建築nーは 、昭和44年に創設されて以来、今

回で21回を迎え、受賞作品の社会的評価も高まっ

てきている 。

同nは、中部地域社会の発展に貢献したとみら

れる優秀な建築作品 に対 して功績を讃え、建築主、

設計者、施工者の三者に対し贈るもので、現在、

今年度の作品を募集 中である 。

応募作品 平成元年 3 月31日までに竣工した作品

で、一般音11門 と住宅部門 に分け られる 。

応募手引 所定の申込書に記入し 、指定の図書及

ぴ応募料を添えて、期 日までに建物の

所在する各県の加胞団体を経由 して提

中之島公会堂アーバンエ ッグ断面図

出すること 。但し、加盟団体のない県に

おいては直接当協議会に提出のこと 。

添付図岱 図面、写其、説明書など

応募料 応募作品 1 点につき一般部門35，000円、

住宅部門 5，000円

申込締切 1989年 8 月31 日

審 査 員 鬼 頭 梓 (控築家)

福知保長 ( 日本建築学会東海支部長)

塩 野 谷 裕 ( 中部開発センタ一副会長)

税回公選 ( 新日本建築家協会東海支部

長)

山梨清松 ( 静岡県建築士会会長)

藤田 )1頂吉即1 (広 山県建築士会顧問)

岡田賢治 (福井大学工学部助教授)

片 木 篤 ( 名古屋大学工学部講師)

主 催 中 部 建 築n協議会

問 合 せ 中部建築n協議会事務 局

〒460 名古屋市中区栄 4 - 3  - 26  

( 昭和ピル) 東海建築文化センタ一事務

ぴ啓蒙

(2) 建築物防災関係法令の周知及び遵法

精神 の高揚精神 の高掲

(3) 建築物の維持管理の徹底及び定期報

告制度の普及

(的防災上危険な建築物の改善のための

各種助成処置の周知及び改善指導

笑施方法 (1)ポスターの掲示

(2) 広報紙、テレビ等による広報活動

(3) 講演会 、講習会等の開催

(4) 建築物防災相談所の開設

(5) 防災査察の実施

(6) 関係運動との同調

P L E R  1989 NA R A  

奈良国際会議

局内 ) テー" 7 f 地球時代 ・建築と環境」

T EL  052 - 262 - 0838 f 環境J f エネルギー J f 建築」をキーワード

建築物防災週間実施

一平成元年度上期-

建築物防災週間は火災、 地震 、がけ崩れ等の災

害により建築物の被害はもとより、多くの人命が

失なわれている実状に、広〈一般住民を対象に建

築物に関連す る防災知識の普及に努め 、防災関係

法令及び制度の徹底を図 り、 建築物防災対策の推

進に寄与する こ とを目的としている 。

期 間 1989年 8 月30 日附- 9 月 5 日()<)

笑施内容 (1)建築物に関連する防災知識の普及及

とし、未来の建築の姿や居住環境を論ず

る。

務 飾 J  . クック 、宮 脇 組 、 B ・ギポニ 、奥村

昭 雄 、 石 井 修 ほ か

パネリスト 石山修武、渡辺笠和、 A ・クレイナー

と き 1989年 9 月 9 日仕ト 10 日(日)

ところ 奈良県新公会堂 ( 奈良市春日野町101)

参加l料 2000円 O) IJ に資料代1000円)

問合せ P LE A1989奈良国際会議事務局

( O Mソーラー協会内 T E L  0534- 5 4  

- 0086)  

建築と社会/ 1989年 8 月号 79 



日本建築協会

月間の動き

平成元年 6 月分

通 常 総

. 0.  

"J J ;  

28 日 5 時35分 - 6 時 5 分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 13名

議事 ( 1) 昭和63年度一般勘定事業報告並びに決算

報告ゑ認の件

(2) 昭和63年度創立70周年記念事業報告並び

に決算報告承認の件

(3) 平成元年度事業計画並びに収支予算承認

の件

定 時 評 議 員 会

28 日 5 時 - 5 時35分 於 本 会 会 議 室

出席者 多井冨IJ 議長ほか45名 ( 委任状共)

議事 (1) 理事 1 名補選の件

(2) 昭和63年度一般勘定事業報告並びに決算

報告承認の件

(3) 昭和63年度創立70周年記念事業報告並び

に決算報告象認の{ 牛

E霊

第 2 固定例理事会

事

. 0.  

"J J ;  

28 日 4 時 - 4 時50分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 20名

議事 ( 1) 昭和63年度一般勘定事業報告並びに決算

報告承認のf牛

(2) 昭和63年度創立70周年記念卒業報告並び

に決算報告承認の件

(3) 大阪府庁舎 ・周辺整備基本計画提案競技

参加作品東京展示会主催の件

(4) 関西国際空港全体構想早期実現期成会参

加団体加入の件

(5) 木材科学講座一新しい木材の活かし方ー

協貨の件

(6)I K  0  B  E イ ンターホーム ' 90J 協賛の件

(7) 大阪市街地再開発促進協議会理事重任承

認の{ 牛

(8) 中之島公会堂再生への提案 ( アイデアコ

ンペ) 後援の件

(9) 本会東海支部 ・中 国支部昭和63年度事業

並びに決算報告及び平成元年度事業計画

並びに収支予算承認め件

(10) 入退会者承認の件

( 11) 報告事項

8 0  建築と社会/ 1989判 月 号

企 画 委 員 会

5 日 12時 - 1 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 佐野会長、三品委員長ほか 6 名

議事 (1) 委員長の互選

(2) 第 2 回日本建築協会貨の実施について

(3) その他

編 集 委 員 会

第 3 回編集委員会

8 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委貝長ほか 8 名

議事 (1) 5 月号「まちっくりと法」特集報告

(2) 6 月号「博覧会とまちづくり」特集経過

報告

(3) 7 月号 「都市環境創造と設備 1 J 特集経

過報告

(4) 8 月号「建築とアート j 特集経過報告

(5) 9 月号「構造の省力化」特集経過報告

11 I鹿島建設j 特集経過報告

(6) 10月号「都市環境創造と設備 2J 特集金

函

11 Iユー ザー参加のハウ ジング」特

よｾ企画

(7) 収支状況報告

第 3 回作品作風小委員会

8 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 堵副委員長ほか 6 名

議事 ( 1 ) 最近の掲載状況 ・予定の報告

(2) IGal lery J 内容報告と今後の検討

第 3 函会員企画小委員会

13 日 6 1侍- 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 高田副委員長ほか 7 名

議事 シリーズものの掲載内容につい て

第 4 回施工材料分科会

13 日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 志水幹事ほか 4 名

議事( 1 ) 編集委員会の報告

(2)10月号 「最近の地方博ノ ぞピリオ ン」特集

の企画

I WJ 座談会・会員企画小委員会企画

20 日 6 時 - 10時 於デザイン・オフィスレイ

出席者 中野温子 ( 京大 ) 、湯村直美( 摂南大 ) 、

船原洋子( 大阪芸大) 、溝口委員 ( 司会 )

ほか 2 名

第 3 回計画系一インテリア・住宅一分科会

22 日 61時 半 - 91時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 5 名

議 事 平 成 2 年 l 月号「商品化住宅のデザイン」

，特集企画

第 3 回広告企画小委員会

27 日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 6 月号「博覧会とまちづくり 」特集広告

収入報告

(2) 7 月号「都市環境創造と設備ー 1 J 特集

広告収入途中経過報告

(3) 8 月号「建築とアート」特集報告

(4) 9 月号 「構造の省力化」特集・「鹿島建設

大阪支活設計部作品集」特集報告

(5)10月号「都市環境創造と設備 2 J 特集 ・

「ユーザー参加のノ、ウジングJ 特集報告

(6) 平成元年度独自特集企画及び検討

(7) 収支状況報告

第 11 回 b e  i  n  g 幹事会

28 日 7 時 - 10時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 村 委 員 ほ か 7 名

議 事 今 後 の Ibe ingJ について

平成元年 9 月号「鹿島建設大阪支庖設計部作品集」

特集幹事会

28 日 l 時半 - 3 時 半 於 鹿 島 建 設 会 議 室

出席者 岡島幹事ほか 4 名

議事 9 月号「鹿島建設大阪支庖設計部作品集」

特集案検討

事 業 委 員 会

第 2 固 I T h e K A NS A I  21 j 企画分科会

1 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 ゲスト 加藤晃規氏( 大阪大学)

宮野副委員長ほか 2 名

議 事 企 画 内 容 の 検 討

第 1 回「エコロジカルアーバンプランニング」企

画分科会

6 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか 3 名

議事 (1) 企画内容の検討

(2) 今後のスケ ジュール

第 1 回関西のビッグプロジェクト講演会企画幹事

. 6.  

'" 

8 日 7 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 林 幹 事 ほ か 2 名

議事 ( 1 ) 当幹事会の開催説明

(2) 幹事、事務局の自己紹介

第 3 回「音楽と建築」企画分科会

13 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 ゲ ス ト 石川康介氏( 近畿大学 )

困畑主査ほか 3 名

議事( 1 ) 講演内容の検討

(2) 今後の作業予定

第 3 回 I T h e K A N S A I  21 J 企画分科会

14 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 山田主査ほか 2 名

議 事 会 告 原 稿 の 検 討

第 4 回若い会員の集い「関西の祭事」研究会

22 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 森 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) 各祭事のまとめと報告

(2) 資料、文献の収集

(3) 今後の作業予定

第 4 回 I T h e K A NS A I  21 j 企画分科会

23 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 山田 主査ほか 2 名

議事 ( 1 ) 会告原稿の検討

(2) 今後の作業予定

第 2 回「エコロジカルアーバンプランニング」企

画分科会

27 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 宮 野 副 委 員 長 ほ か 2 名

議事 (1)講演会の講師の検討

、
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(2)企画内容の検討

第 2 固関西のビ ッグプロジェクト 鯵演会企画幹事

演題 「小売屋の目 」

講 師 正 井 春 吾

6 月の入会者 (敬称略)

会

28 日 7 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 林 幹 事 ほ か 3 名

( 側フオーサイ ・イ ンターナシ ョナ ル)

出席者 70名

第21 固役員会

〔団体会貝 3 社〕

側アーバン ・ブレーン 大 阪 府 建 築 家 協 同 組 合

錦 建 設 側

議事 関西のビ ッグプロジェクト講演会第 l 回の 22 日 12時 - 1 時 半 於 本 会 会 議 室
〔個 人 会 員 31名〕

企画案

出 版 委 員 会

15 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委員長ほか 7 名

議事 (1)  <プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテー? と執筆者選定について

(3) プロのノウハウ講座シリーズ第 2 回 「建

築設備の健康診断」について

建 材 委 員 会

14 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金井委貝長ほか21名

材料説明 イワタニ ・ナイスタ ッ ド/ 中川徹

議事 (1)南海サウスタワーホテル現場見学 6 / 16

(2) 工場見学会 ( 今秋予定 ) につき検討を進

める

(3) 今後の検討建材

建 築 ク ラ ブ

第 206回朝食会

13 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出 席 者 塚 本 代 表 佐 倉 委 貝 長 ほ か 6 名

殺事( 1 ) 岸きかえを励ます大阪府民の会総会出席

勧誘の件

(2) 7 月以降のスピーカーについて

見 学 会

大 阪 音 楽大学ザ・カレ ッジ・ オペラハウス見学 会

23 日 2 時 - 4 時

参加者 75名

・建 築 概 要

所 在 地 豊 中 市 庄 内 西 町

設 計 日 建 設 計

施 工 鹿 島 建 設

需要者参加型住宅供給研究会

23 日 3 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 高 田 委 員 ほ か 3 名

議事 10月号「ユーザー参加のハウジング」特集

案検討

青 木 隆 一

( 日本撞般)

川口 修

( 日本建段

竹 下 忠 範

( 日本撞訟

平原 同IJ

( 日本建叡)

松 浦 昭 弘

( 日本建殴)

大(大川阪府控和聾都彦)  

迫 村 隆 毅

( 日建設計広島)

嶋(津広島 孝 之

大学)

武 田 ヲL

(武田工務庖)

富 田 昌 義

(; 大林組)

守 山 久 子

(日桂7 ーキテ7チュ7)

(i 佐会員 3 名〕

三{大浦臣市立大要宇佐一)  

| 建築デザインのための|

須賀好富著
8 5判 ・216頁・ 2800円 (消費税抜)

建築技術選書

〈特装版〉

馬 野 藤 生 江 村 隆

本撞監) ( 日本撞位)

神 原 宏 也 瀬 戸 康 介

( 日本建訟) ( 日本建股)

西口 徹
長(谷日本川建浩股)二

( 日本建世)

藤 凹 昭 男 前川 猛

( 日本建註) ( 日本建股)

山 本 質 史 若 林 良 知

本連世) ( 日本撞股)

喜代吉規男 坂 口 正 雄

(広島市役所) (近世電貫工事)

篠 崎 祐 嗣 篠 沢 消 見

(西日本障害量遭} (瞳革研究臨興協告)

田 村 圭 吾 高 見 美 喜

(田村総合建築) (アトリエ・マイ )

寺(渇本地 英一
徳 永 敏 夫

組名古匡) (ジェイアノドエ7 )

西 村 忠 司 野 口 桂三

(鹿島建設)
(野口組股)

山 藤 理 文
楊 北工壁専恵

(修車通霞専門) {古 )

〈自 次〉

第1章 縄 造 と デザイン

第2章 柱の計画

第3章 はり の計画

第4 章 架判聞の計画

第5章屡恨の計画

第6章 床 の 計 画

第ワヨ置 耐震壁の計画

第81置 コス トと判層進計画
よいデザインは構造計画によ って 支えられ，構造計画はよいデザイ

ンの「かで」となる . 建築家が構造計画を認識し ，様造家の計画 案 が

建築家のアイデアに刺激を与えることにより始めて優れた建築が生

まれ る. 建築家と構造家のギャップを埋 めるための知識 を図 ・写 真

などの最新情報を載せでわかりやすくまとめた，両者待望の技術書.

Ｍｾ＠ ‘唱. .  r門‘ _. 一竺. . .  、司- 圃. . .  可可- - 圃. 圃. 圃 圃• 
.  圃. 圃. 圃. 圃. 圃. 圃. _ . ，. 円司- 圃' . . . . . 圃，司- 圃. 圃- 岡司咽. 111岡司- 寸士 r 守

_ i 、司子ザ司置F ア ' 竺? 一F= - 直 I  I  I  I  掴-

. E島= 凶以，団Eτ司冨. 温叫」圃-• 
企画/ 日本建築協会

〒600 京都市下京区本海屋摘通商洞院東入

官 075- 343- 0811 振仔/ 京都 0- 26789 - E置 彊 霊 霊 圃

生コン工場の普及につれて

その技術面はメーカ 一任せ

となり ，現場技術者のコン

クリ ート に対 す る 知 識 の 低

下 を招き ，施工不良による

欠陥構造物につながりやす

くなっている . 本書では，

使用材料の選定から施工欠

陥の補修までコンクリ ー 卜

工事に必要な基本的事項と

管理のポイントを改訂され

たJ A S S 51こ従ぃ簡便に解説.

任3 四六判・ 2 色刷・ 224頁・ 2000円 (消費税抜)

加賀秀治 著

チェックホイント100

I  コンクリ ー卜妓術の展望

II . コンクリ ー ト工事の路工計画

皿 使用材料の選定

N，コンク リー卜の調合鼓計

V  笠コンの発注 vl 型わく工事

VII コンクリ ー トの運織

( ポンプ圧送)

咽 コンク リー 卜の打込み・

締固め

以 コンク リ 卜の養生

X  コンクリ ー 卜の品質管理機査

刃. 施工欠陥と補修

xn 特殊コンク リー トの施工

企画/ 日本建築協会

〒 600 京都市下京区木津屋摘通商綱院東入

O 075- 343- 0811 娠 11/ 京都 0- 26789 - E盤i華麗盟踊i I I ・
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内 装 不 燃 材

社

神戸市中央区三宮町3- 7- 6( 神戸 7 クトクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話81ト 3610)

A 、

Z 三室 谷 商 事 株 式

本 社

支 底

倉 庫

、.

テトカッパー防水

・212制強制: 抗日白石

カッパー防水帯

呈進
H

，
，
 

ロaz

'

 

カ第次込申お

• 
奥山化工業株式舎紅

本 社東京郡中央区銀f i ! 8- ' - 9 電話03 (571)  2703 

大阪事傍所 大阪市淀川区東 三国6- 1- 41 電話06 (391) 1081・2

2・玉曾 黛所 均玉嚇袖川市東 1- 3- 30 電話0・87( 74 )28' 5-6  

仰木出掛所 神併川県厚木市 it lH259 電話削 62 (21 )  1761 

れ古岨 雌 嗣 れ古殿市南区軒俵町33 電話052 (811 )  36同

九州出蝿所 佐賀県佐賀郡銘南町大手路面浬‘ 50 電話回52 ( ' 7) 担 ' 5

遺議

新 しい時代の、新しい扉 をひらきたい。

τ  

干 540 大 阪 市 中 央 区 常盤 町 1- 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ピ ル)

T  E  L  (0 6) 9 4 3  - 6 5 7 1  (イて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/ 鰍岡/岡崎/ 名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

キ土本

東洋シャッター株式会社

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 庖

， ＢＧ ＵＵＰ 大 ｉｾ ｟，ｩ ｲｬｪｬｬｬｪｬ ｾＺ＠ Illj 本町 l ー 13 - 3 3

電 話 大 阪 0 6 ( 532) 代0461 事 550

天 埋 市 丹 波 市 新 町 5 0

事土本

あ - -里

勺 I 叩

ゅ二_ ?S

z _ 阪 フ

雇門事骨f

根 ζ ーi量 ク

工 l i L 区 ス

ま採雪雲実

現式己77

:2会王者高

社 三一五
百 号 六 四

天 理 営 業 所

St andard 

⑧日本写植印刷株式会社

義

干545 大阪市阿倍野区阪南町7・5- 30 ・06 (氏丹、i  111i¥' 

〒892 鹿児島市名山町4 - 7 三宝ピル ーα)92 (26)  4371 

〒708 ;章山市大手町8番5号 慢範庖会館 0 0邸 82 (4 )  1771 

82 
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本 社
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空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

φ 2 5朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港区浜必町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 備 浜 市事岡・ 京 都・神 戸

‘、 電 気 ・ 空調 ・ 衛生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ株式会社
、r

2与唐回大匝志社 干650 大阪市西区江戸端 1丁目 9.，.，25号 司t飴 (06)441-8231

東京本社 干102 車京都千代田区市上見2丁目 15酔 10号 制E肱 (03)26ト 8231

支 社 名古屋 ー福岡

支 底 札眺仙台新両大f . { 千業 構棋・金制京間 神戸天理 ・岡山 。

広島高怯熊本

営 . 所 帯広函館 予f 酷ー枇凹盛岡市I憾・長野静岡r J . 田博開山

嗣井 信山 ・松山・両知・北九州・鹿児品・開制

出 強 所 組川偏向川崎 ー松江 徳島下! 期 医崎) < 分宮崎

海 外 支 底 y ン ガ ポ ー ル ホ ン コ ν

技惰研究所 干354 埼 玉 県 入 IlI lml 三野町大宇北水井390酔 地 電陥 (0492)58- 1511

空 気 調 和 設 備 / X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 I 1冨、 l 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 広 長

白 谷 清 二

三 田村 嘉也

大阪支庖 大阪市中央区北浜 2- 2 - 21 電話06(202) 3071  (代表)

本 后 東京都千代田区有楽町1- 4- 1 電話03 (502)  6111 (大代)

支 庖 名古屋 ・九州・北海道 ・中 国 ・東 北 ・北 陸 ・四 国

空 気調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1 刊

本 社 東京都中央区日本紙蝋殻阿 2 - 2 2 電 話 (667) 3431 (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 - 札脱 - 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・繍 浜

。
空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

穂式会社 三 発 空 調

本 社

東京本 l左

大阪本庖

支 庖

大阪市中央区域見2丁自 lお l号、yイン2削l Dタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友 ピル

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号

仙 台市青葉区大町 2 丁目 2 帯 10号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号

広 島 市 中 区 紙 屋町 1 丁目 2 番 22号

福岡市中央区 大 名 2 丁目 4 番 22号

札峡・倹浜 京 都 神 戸 ・松江

青森 ・秋田・盛I:t J 大宮・千袋 ・川崎 ・富山 福井初歌山・

鳥取 ・岡山 ・向総 下 l剥 ・熊本 ・鹿児μ ・沖縄

包 括 06- 9 49ー 1371

話 03- 344ー 791 1

1舌 06- 363- 1371

電話022- 261 - 3002 

包 括 的2- 581- 8571

電話082- 247- 4535

電話092ー 761- 3795

営 業 所

出 張 所

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

Ｈｾ＠ よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

g  株 式 会 社 精 研

( . 1 . 一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( 才一トセンタービル1.2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メノテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号 (九段ピJレ2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

一

大

…

慨

す

ノ

t

a

知

則

/

空

m
w

」

+

6

1

¥

 

蹴

斗

*11 爽烹木庖 実 家 CKi丹市巨西新宿2-6 1  0 03- 344- 1851 大代 大幅木a .. 国 448- 3曲 3 代

大師宜u ・06- “ 8-5851 代 名古眉宜庖 ・052-211-1535¥代1 中国宝庫 0 082- 247-5541

九州支5 ・回2- 431- 2147 代 怠興開 北間賞帰，長。神戸: o; r IK 岡山田国，

空 気 調 和 どと三L 搬 送 機 設 備

iロ ド 水 衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優 しい環埼づ 〈り

第一工灘横式怠誼

大 阪 支l苫 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 目 6 倭 1 4 号

屯 活 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

本 社 〒 100 点以C/JfI 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

111.1舌 0 3 - 2 1 J - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工事 会社・ 大 阪 ガ ス 住設 機器 特 約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 -1 ト 12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐団東町 9 - 3  -m0720- 49- 2128 

「冊創嗣働ｾ 空 気 調 和 設 fFm

- 一 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 . 織 或 盆 経 大 幅 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3  - J  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京崎 2 丁目 9 T  E  L  (562)  J  3  5  1  

支 j苫 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市北 区中部 6 丁目 8 格 4 号 電話 大 阪 (458) 3628番

支1苫 ・常 業所 福 岡 ・京 都 ・天理 . 11 11
1可 神戸

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社亙京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 関T 2  0 接 地 の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 j苫 大阪市北区天満ト5- 20 電話( 06 )  352- 3501側

三 軍 支 庖 滞 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電 結 (0592) 26- 361αω

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 岡T 電話 (0593) 53ー 7431(( 1:)

滋 賀 営 禦 所 大海市中央 2 丁目 ←28 電話(0775) 22- 973凶勺
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電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

ー を 栗 原 工 業 械 式 会 紅

取締役社長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - 1 1 0 1

支 底 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 興 社

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪市 北区 西天 満 2 丁 目 6 - 8  (堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

支 后 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代)

出 張 所 川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

限 りなきヲ リー ンに銚載する H

電気位傭・ ヲリ ンル ム ・冷暖房役備

給 排 水 衛生般備・ E十続時IJ 御段備・立体自動倉庫

エネルギ ー集中監視シス テム ・回転式 自転車置渇

役 軍十 施 工

& 三室電機株式会祉

取締役社長 嘉 納 伝 三

本 社 〒530 k 阪 市 北 区西天満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル ) T E L  06(364)  1  4  1  1  

T E L E X  523- 3  2  8  1  

東 京 宝 庫 〒 105 JI( .;t 節 港 1><: 斬 惜2ー16(ニュー 軒槽 ピル ) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L EX  222- 6  1  2  4  

名古屋宝庫 干462 名 古 鹿 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12 ー 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

神 戸 支 庖 干651 神戸市灘 区岩屋中町 1-2-9(エピスピ ル) T E L  018(881)  5  5  1  1  

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に 最適

回読詩語訪日誌)

84 

T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工場 干580 大阪府松原市三宅中8 f R ll 約 号

第 一 〒639- 11奈良県大和郡山市小泉町2744

ｾ二千 Ｕ ＹＷ 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0  1  

営 業 種 目

- 防 水 エ 司J i盆布 防 水 ・シ ー ト 防 本 ・モ Jレデ Jレ防水

・樹脂i主 入 後 着 工 法 各磁 f針。旨 i主人後 者繍修 工 事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各樋 鮒脂 J主人 ・充犠 ・ コ ー キ ノグ

・ シ ー リ ン ク 工 事 ンリコン ・チオコール・ウレタ ン ・アク リJ レ

・吹 付 工 事 7 7' )  Iレ・リ シン ・弾 性 タ イ ル その 他

o建 段 重量 許 可 大 阪府 知 事j 午可 ( 般 ー 53) 第 51225 号

o日 本 シ ー リ ン ク 工 事 業 箇 会 身 員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  ｉ ＮｊＮＮ 止、凪 ｾτ ヨ ｌ ＮＮｌＭＦＭ ｔｔｔ

皇制] 地所 用 町 ピル201 5  1"彊 I ￵ｦＧｲＫ伺，雪量ｾＮＢ，宅 ＷＴＱｔｔ
T E L  0 6( 3 15 )070 1  ，. -. -， .  .. #-・・....".、r#・

⑧善言誕両面桧式会祉

代表取締役社長 依 藤 孝 蔵

〒534 大阪市都島 区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 

@ 温 暖 房 眼

寺電・ー....

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ＮＮＮＮ‘ ｾＱｾ Ｑｉ ＱｾＮ

③同組主主課長持

誠実と技術でお応えする一一

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

* U/ 〒55' *騒市福島E禍島7丁自Z2-8 a (a)4!)2・ 1151( 大代} 買 粛 Ｏ 〒 ＧＰＵ 賓 ｾ ｉｉ 虐 区 芝 Ｒ 丁 目 Ｒ Ｍ ＱＷ a (03)454-7311 (大代}

. 電力工・ ・腫備工・ ・プラン ト工夢

R iI!: l I 岨 機 工夢 ピJレ‘ !l¥19縄工" !I! 圃 工 ・ ・情緒システム工事

1I I 置返配11" 工司匹 工喝電気曲備工事 時 1鼻 水 衡 笠 工 事 光E 道システム工事

勾中送配省電線工事 防繍電気曲備工・ 待 係 配 管 工 事 CAT Vシステム工事

8十 畿 工 夢 2・防施I l ! 曲備; r ・ ｡ｾ ・ アンテナ ｬＡ置 工 事

電 気 設 備 ⑤ 設 刊 エ

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4  朝日 ピル T E L 大阪06 (385)  1361  (代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(385) 1361 (代l 京都営難所 T E L  点罰則75( 311 ) 1185(ft )  

東京営業所 T E L 車京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 協同092( 771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

専務取締役支社長 +黄 田 幸

大阪市中央区高純情 4 丁目3 番7 号 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸ノ内 ・新宿 ・償 j兵・名古屋 ・九州

営業所 ・出張 所 全国主要都市32 ヶ所

Const r uct i oh c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

Ma st町 Builders Techr、。10日es

凋 ｴ モＮｊ Ｂｉｊ コｾｾ眉 ｬ おＦ事司 ｃｾ 言語量

目曹マスヲ Ｍｾｊ ｉＭ ヲ 乙 又椋式会最
本 社 東 京 都港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 T  E  L 03- 582-8813  

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2-23(位置ピル ) T  E  L 06- 202-3294  

。... Ｎ￞ｊ｟Ｎ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1あ3〆ぺ Ｍｾ有デ

8 rI/'"' イナ11ーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ妓術で積層した，二重構造の断然' 雇用ニ置防水シートです。

目呈電線様式曾批判別刊区捌Ｒｔ目 ＱＮＲｾｻ 干咽ピ ｊ レＩ

f  

1  

9略

E  



Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシ' ングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

宮

田
色 彩 豊長 尺 物

1=1 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー

S 小 j皮. S 大 J皮. V i皮. ;-1"; .; クス iJ; 主.w ジ ャ ン ボ i&: . V テ y キ

s v ジャンホ‘ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L .其 の 他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・工キソスター (強制 ) )  

ボーロイド( 断熱材) O.G .K. ※ カ タ ロ グ を iill J;j ，'j 求 下さ い

i皮4反則十符

途用

盛
大 阪 本 社 干 660 尼 崎 市 U{J， fn南 illi リ 3 - 26 松 本 ビ ル 泡 話 大 阪 ( 06)412- 5131 ( 代)

大 阪 支 底 及 工 場 大 阪 . ) L J+I ・1' ，，'， 出 ・広 島 ・米 条 ・メ1) 谷 . q):' 路

東 京 本 社 及 工場 干 335 成 市 塚 越 5 丁 目 6 祷 32 号・" 以前厳 ( 0484) 42 - 3115  ( 代 )

支 庖 及 工場 東 北 ・ 点 以 ・|見l以 ・熊 谷

Tl I J I !J 9J 乱暴ゆJI - 製造綜式会櫨

体育館屋根フネンシングル

デンカC S Aファミリー製品

-安二. . nCSA ( 膨張性 j昆和材) コンクリートのひびわれ防止に

・者二..n弓ヌヨニ. . ( グラウト用無収納材 ) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

・安二..n守3ー子'RJ ' 1. 友 情、喜一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・雪ニ. . nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・寄与nI I OOO(製品用超高度 j昆和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土A

2

 

業 株 式産

目士河

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 店 TEL 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 ー 0 1 3 3

ネ土
A

Q

2

 

浦 産 業 株 式

TEL 大阪 ( 06 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

韓

..d. 

:o: 
--

ネ土

A

Q

玄
洋 物 産 株 式光

TEL  滋賀 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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タジマフロアベース

スーノマートレンチ方式を採用したことに

より、大容量配線 力、整然とできる、脚調

節式の銅製 二 重 床。施工も 簡易なの

で、レイアウ ト変更にも素早く対応、平ら

な二重床を容易に実現します。不燃性、

軽 量 ( 37k<t I  m' ) 、強度、価格と、 まさに

ノTーフェク 卜。二重床へのあらゆる二一

東京/ 干 101 東京都千代田区岩本町3ーl 卜 13 宮 03- 866-6101間

大阪/ 〒550 大阪市西区京町堀 1 - 1 0- 5 宮 06- 44 1-5951附 スを満足させる実力派です。

"' .益

練式会社9 :i マ

|タジマフロアベース l

。

03379- 8  雑 誌


